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土
山
菜
苗
深
（
看
護
３
）、
上

野
真
幸
（
医
学
部
２
）

４
列
目
：
吉
原
晋
太
郎
（
平

21
）、
黄
舜
範
（
平
６
）、
齊
藤

光
江
（
昭
59
）、
小
宮
山
伸
之

（
昭
58
）、
諏
訪
園
靖
（
平
６
）、

陳
裕
仁
（
平
６
）、
高
橋
宏
和

（
平
11
）、
森
本
直
樹
（
平
３
）、

龍
野
一
郎
（
昭
57
）、
池
田
啓

（
平
９
）

54
）、
高
林
克
日
己
（
昭
50
）、

松
前
孝
幸
（
昭
52
）、
廣
田
勝

太
郎
（
昭
55
）、
白
澤
浩
（
昭

57
）、
和
田
佑
一
（
昭
58
）、
赤

倉
早
苗
（
昭
59
）、
松
永
康
聖

（
薬
学
２
）

３
列
目
：
河
田
誠
（
昭
50
）、

草
刈
隆
（
昭
35
）、
須
藤
壮
一

郎
（
昭
44
）、
宮
本
恒
彦
（
昭

54
）、
幡
野
雅
彦
（
昭
57
）、
横

須
賀
忠
（
平
５
）、
浅
井
隆
善

（
昭
49
）、
赤
倉
功
一
郎
（
昭

59
）、
伊
藤
壮
司
（
薬
学
３
）、

石
場
俊
太
郎
（
昭
45
）、
花
輪

孝
雄
（
昭
45
）、
山
崎
章
郎
（
昭

50
）、
吉
原
俊
雄
（
昭
53
）、
奥

村
康
（
昭
44
）、
笠
貫
宏
（
昭

42
）、
諏
訪
敏
一
（
昭
43
）、
松

原
久
裕
（
昭
59
）、
栗
原
正
利

（
昭
54
）

２
列
目
：
中
村
哲
雄
（
昭
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）、

西
川
哲
男
（
昭
47
）、
佐
藤
兼

重
（
昭
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）、
中
村
眞
人
（
昭
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叙
勲
感
想 

10
〜
11

受
賞
の
挨
拶 

11
〜
12

退
任
挨
拶 

12
〜
13

各
地
ゐ
の
は
な
会 

14
〜
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追
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ネ
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雑
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師
会
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安
西
直
彦
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
会
議
に
先
立

ち
物
故
者
70
名
の
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
た
。
吉
原
俊
雄
会

長
の
挨
拶
の
後
、
各
議
事
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
賞
規
定
に
つ
い

て
は
吉
原
会
長
よ
り
、
医
学
部

１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
栗
原
正
利
副
会
長
、
白
澤

浩
副
会
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

議
事
は
す
べ
て
審
議
・
了
承
さ

れ
た
。（
議
事
要
旨
は
33
面
に

掲
載
）

　

総
会
に
引
き
続
き
令
和
６
年

度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
社
会
貢

献
賞
、
功
労
賞
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
特
別
顧
問
の
三
木
隆
司

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

院
長
・
医
学
部
長
、
大
鳥
精
司

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

よ
り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ

る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
横

須
賀
忠
理
事
の
司
会
で
、
池
田

啓
氏
に
よ
る
「
自
己
免
疫
性
疾

患
の
脱
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
」、

吉
原
会
長
の
司
会
で
奥
村
康
氏

に
よ
る
「
我
が
千
葉
大
学
」
の

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。（
講
演

内
容
は
次
号
１
９
６
号
に
掲

載
）
懇
親
会
で
は
和
や
か
な
歓

談
の
時
を
過
ご
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
加
藤
友
衛
（
昭
38
）、

ゐ
の
は
な
同
窓
会

　

卒
後
50
周
年
基
金

 

へ
の
寄
附

　

玉
置　

哲
也 

先
生
（
昭
38
）

 

十
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第第
2929
回
（
回
（

20242024
年
度
）

年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
者
決
定

受
賞
者
決
定

功
労
賞

上
田
真
喜
子

　
（ 

大
阪
公
立
大
学
名
誉
教
授
、

日
本
医
師
会
代
議
員
、
大

阪
府
医
師
会
勤
務
医
部
会

参
与
、
昭
50
年
卒
）

　

 「
女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
確

立
を
推
進
」

社
会
貢
献
賞

山
崎　

章
郎

　
（ 

日
本
死
の
臨
床
研
究
会
顧

問
、
認
定N

PO

法
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
リ
ン
ク

東
京
理
事
長
、
昭
50
年
卒
）

　

 「
多
く
の
患
者
に
寄
り
添
い
、

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
一
筋

に
歩
ま
れ
た
功
績
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年　

秋
の
褒
章

　

紫
綬
褒
章

　
　

大
野　

博
司
（
昭
56
）

第
12
回
日
本
医
師
会

　

赤
ひ
げ
大
賞

　
　

清
水　

三
郎

 

（
日
本
医
大
・
昭
42
）

高
齢
者
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

海
保　
　

允
（
昭
35
）

　
　

成
田　

静
子
（
昭
35
）

令
和
６
年　

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
小
綬
章

　
　

平
田　

豊
明
（
昭
52
）

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

時
田　

信
博
（
昭
43
）

　
　

武
藤　

護
彦

 

（
東
邦
大
・
昭
47
）

    
   

◆祝 

叙
　
勲

　

令
和
６
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
が
令
和
６
年
６
月

８
日
（
土
）
午
後
２
時
半
よ
り
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
・
丸
の
内
で
、
会
場
とZ

oom

利
用
に
よ
るW

eb

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
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を
挙
げ
て
活
動
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

時
代
の
風
を
前
進
す
る
力
に

変
え
て
、
研
究
の
さ
ら
な
る
深

化
と
教
育
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
学
際
性
の
向
上
を
図
り
、

「
よ
り
、高
き
も
の
を
め
ざ
し
て
」

い
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
ゐ

の
は
な
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご

指
導
・
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

に
、
全
国
国
公
私
立
69
大
学
に

よ
る
応
募
の
中
か
ら
12
大
学
の

一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
申
請
は
、
２
０
２
３
年
末

に
急
逝
さ
れ
た
故
中
山
俊
憲
前

学
長
が
、
最
期
ま
で
文
字
通
り

命
が
け
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

東
北
大
学
が
選
定
候
補
と
な
っ

た
国
際
卓
越
大
学
に
続
く
地
域

版
と
も
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
の

事
業
に
本
学
が
選
ば
れ
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
く
、
次
の
10
年

の
飛
躍
を
期
し
て
今
年
度
新
た

に
戦
略
本
部
を
設
置
し
、
全
学

大
学
像
を
描
く
だ
け
で
は
、
発

展
は
も
と
よ
り
、
存
続
さ
え
危

ぶ
ま
れ
る
時
代
が
来
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
、
輝
か
し
い
歴
史
を
陰
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
よ
り
高
い
レ
ベ

ル
で
研
究
と
教
育
、
病
院
に
お

い
て
は
医
療
を
実
践
し
、
社
会

へ
貢
献
し
、
信
頼
さ
れ
、
親
し

ま
れ
、
誇
り
と
さ
れ
る
千
葉
大

学
を
、
教
職
員
・
学
生
と
と
も

に
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

大
学
全
体
の
運
営
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
、
日
々
の
意
思
決

定
に
、
病
院
長
時
代
の
経
験
が

と
て
も
役
立
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
病
院
で
は
、
患

者
第
一
の
医
療
の
実
践
を
通
じ

て
、
教
職
員
の
心
が
一
つ
に
な

り
ま
す
。
大
学
に
お
い
て
は
、

学
生
が
第
一
で
あ
り
、
学
生
を

中
心
に
据
え
た
教
育
・
人
材
育

成
・
研
究
の
実
践
に
向
け
て
、

対
話
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

学
部
や
専
門
性
を
超
え
た
連
携

が
強
ま
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
千
葉
大
学
が
文

部
科
学
省
の
「
地
域
中
核
・
特

色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事

業
（J -P

E
A

K
S

）」
へ
の
申
請

院
の
副
研
究
院
長
を
そ
れ
ぞ
れ

併
任
し
た
の
ち
、
２
０
２
０
年

４
月
に
病
院
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。

　

折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

始
ま
っ
た
時
期
と
重
な
り
、
絶

体
絶
命
と
感
じ
る
危
機
に
幾
度

も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
病
院

教
職
員
の
頑
張
り
と
学
内
外
の

皆
様
の
応
援
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
変
革
や
発
信
に
つ
な
げ
る

な
ど
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
運
営
が
で
き
た
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
国

立
大
学
病
院
長
会
議
の
会
長
と

２
０
２
２
年
か
ら
は
全
国
医
学

部
長
病
院
長
会
議
の
会
長
を
務

め
、
日
本
の
大
学
病
院
と
医
学

部
の
先
頭
に
立
っ
て
、
コ
ロ
ナ

対
応
や
医
師
の
働
き
方
改
革
、

物
価
や
光
熱
費
の
高
騰
な
ど
の

課
題
を
乗
り
越
え
る
べ
く
政
府

等
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
こ
と

は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
大
学
は
、
２
０
０
４
年

の
法
人
化
に
よ
っ
て
、
自
由
で

自
律
的
な
大
学
運
営
が
可
能
と

な
っ
た
反
面
、
国
か
ら
の
運
営

費
交
付
金
が
毎
年
削
減
さ
れ
、

厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
少
子
化
と
人
口
減
少

が
進
む
中
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

４
月
１
日
付
け
で
、
第
16
代
千

葉
大
学
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
制
国
立
大
学
と
し
て
の
発

足
か
ら
75
年
、
さ
ら
に
、
そ
の

前
身
で
あ
る
千
葉
師
範
学
校
や

千
葉
医
科
大
学
（
元
は
共
立
病

院
）
ま
で
起
源
を
遡
る
と
、
今

年
で
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
と
な

る
歴
史
を
有
す
る
千
葉
大
学
を
、

未
来
へ
向
け
て
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
べ
く
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。

　

私
は
、
昭
和
63
年
に
千
葉
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
当
時
の

第
二
内
科
へ
入
局
、
吉
田
尚
教

授
・
齋
藤
康
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
先
生
方
に
ご
指
導

を
賜
わ
り
ま
し
た
。
２
０
０
９

年
に
第
二
内
科
の
後
継
教
室
で

あ
る
細
胞
治
療
学
（
現
内
分
泌

代
謝
・
血
液
・
老
年
内
科
学
）

の
教
授
と
な
り
、
内
科
学
を
中

心
と
し
て
研
究
・
診
療
・
教
育

に
従
事
し
、
２
０
１
１
年
か
ら

医
学
部
附
属
病
院
の
副
病
院
長
、

２
０
１
５
年
か
ら
は
医
学
研
究

藤
本　

善
英
（
平
５
）

　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

医
学
部
循
環
器
内
科
学

並
木　

隆
雄
（
昭
60
）

　

 

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院   

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

照
井　

慶
太
（
平
10
）

　

自
治
医
科
大
学

　

 

外
科
学
講
座
（
小
児
外
科
部
門
）

横
内　

裕
敬
（
平
13
）

　

 

帝
京
大
学
ち
ば
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー　

眼
科

池
田　
　

啓
（
平
９
）

　

獨
協
医
科
大
学

　

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
内
科

猪
爪　

隆
史
（
山
梨
医
大
・
平
10
）

　

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院   

皮
膚
科
学

樋
口　

佳
則
（
平
４
）

　

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院   

脳
神
経
外
科
学

小
野
寺　

淳
（
平
18
）

　
 

国
際
高
等
研
究
基
幹
・
災
害

治
療
学
研
究
所

　

災
害
情
報
解
析
研
究
部
門

中
嶋　

博
之
（
平
７
）

　

秋
田
大
学

　

 

機
能
展
開
医
学
系
心
臓
血
管

外
科
学
講
座

篠
崎
広
一
郎
（
平
14
）

　

近
畿
大
学
医
学
部

　

救
急
医
学
教
室

坂
尾
誠
一
郎
（
平
５
）

　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

医
学
部
呼
吸
器
内
科
学
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千
葉
大
学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

 

千
葉
大
学
長　

横　

手　

幸
太
郎
（
昭
63
）

1111111111111111111111111111111111111111111111

1111111111111111111111111111111111111111111111

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

横手学長が春の園遊会に招かれました

　４月23日（火）、天皇皇后両陛下が主催する春の園遊会が東京都

港区の赤坂御苑で開かれ、横手幸太郎学長が招待されました。

　横手学長は、各界功績者（特に教育・研究などの分野で功労の

あった者）として、ご夫妻で招かれました。

　当日は、行政・立法・司法各機関の要人（衆・参両院の議長、副

議長、議員、内閣総理大臣、国務大臣、最高裁判所長官、判事等）

及び都道府県の知事・議会議長、市町村の長・議会議長、各界功績

者が配偶者とともに約1,400人が出席しました。

国 立 大 学 法 人　 千　 葉　 大　 学
2024年４月24日　大学からのお知らせ

令
和
５
年
度　

令
和
５
年
度　

教
授
就
任

教
授
就
任
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い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
程
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
座
長
と
し
て
医
学
研
究

院
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
将
来
構

想
の
改
定
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
重
要
な
点
は
、

「
治
療
学
」
の
研
究
推
進
、「
治

療
学
研
究
者
・
治
療
学
研
究
医
」

の
育
成
、
基
礎
系
と
臨
床
系
の

融
合
、
教
員
組
織
の
機
能
一
体

化
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
千

葉
大
学
病
院
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４

０
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
作
成
を

担
当
し
ま
し
た
。
千
葉
大
学
病

院
は
、
千
葉
県
に
お
け
る
確
固

た
る
拠
点
病
院
・
研
究
機
関
と

し
て
、
２
０
４
０
年
に
向
け
た

課
題
に
挑
戦
す
る
こ
と
、
そ
の

中
で
、
診
療
、
運
営
、
研
究
・

開
発
、
教
育
・
人
材
の
４
つ
の

取
り
組
み
を
掲
げ
ま
し
た
。
特

に
研
究
促
進
・
研
究
費
獲
得
、

優
秀
な
人
材
確
保
は
、
今
後
の

千
葉
大
学
病
院
が
よ
り
高
み
を

目
指
す
べ
き
目
標
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
千
葉
大
学
医
学
部
お

よ
び
附
属
病
院
は
２
０
２
４
年

７
月
、
創
立
１
５
０
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
、
未
来
へ
の
希
望
を
持
ち

続
け
な
が
ら
、
千
葉
県
の
み
な

ら
ず
全
国
の
団
結
力
を
強
め
て

を
第
一
〞
と
し
た
診
療
体
制
を

目
指
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
学
講
座
に
お
い

て
、
教
授
職
に
て
８
年
間
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
大
学

に
は
、
脊
椎
、
関
節
・
ス
ポ
ー
ツ

医
学
、
リ
ウ
マ
チ
、
上
肢
・
手
の

外
科
、
足
の
外
科
、
外
傷
、
骨

転
移
腫
瘍
な
ど
の
診
療
・
研
究

グ
ル
ー
プ
、
更
に
は
、
骨
軟
部

腫
瘍
、
小
児
整
形
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
だ
60
に
及
ぶ

教
育
関
連
施
設
を
配
置
し
て
お

り
、
本
年
開
講
70
年
、
同
門
会

員
の
数
は
７
０
０
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
優
秀
な
若
手

が
育
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
牽

引
し
て
く
れ
て
お
り
、
今
回
後

押
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

病
院
長
と
し
て
、
私
が
最
も

重
視
し
た
い
点
は
、
多
様
性
と

若
手
か
ら
の
意
見
の
く
み
上
げ

で
す
。
柱
の
数
が
多
い
組
織
ほ

ど
、
強
固
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
上
司
が
裸
の
王
様
に
な
ら

な
い
よ
う
、
若
手
の
意
見
を
傾

聴
し
、
共
鳴
し
、
新
た
な
プ
ラ

ン
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
異
な
る
視
点
か
ら
意
見
を

出
し
合
い
、
一
つ
の
方
向
に
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
風

通
し
の
よ
い
組
織
体
制
を
整
え

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

月
１
日
よ
り
病
院
長
に
就
任
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
横
手
幸
太

郎
前
病
院
長
の
ご
指
導
の
も
と
、

副
病
院
長
と
し
て
４
年
間
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
病
院
経
営
・

将
来
計
画
再
開
発
、
診
療
・
人

事
な
ど
を
担
当
し
、
病
院
運
営

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

昨
年
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移

行
し
、
一
連
の
対
応
に
節
目
を

迎
え
ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年

４
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
が
本
格
的

に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
医
師
に

限
ら
ず
、
す
べ
て
の
職
員
が
健

康
で
、
仕
事
に
充
実
感
が
感
じ

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に
も
注
力

し
て
い
き
ま
す
。
自
身
の
経
験

か
ら
高
度
か
つ
先
端
的
な
医
療

を
提
供
す
る
特
定
機
能
病
院
の

管
理
者
と
し
て
、
医
療
安
全
管

理
部
お
よ
び
各
科
・
各
部
門
／

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連

携
を
密
に
し
て
適
切
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
も
っ
て
〝
患
者
の
安
全

講
師

脳
・
神
経
治
療
学
研
究
講
座

　

木
村　

敦
史
（
平
18
）

小
児
外
科

　

武
之
内
史
子
（
平
12
）

　
　

同
助
教
よ
り

社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー

　

仲
田　

祐
介
（
山
梨
大
・
平
19
）

　
　

精
神
医
学
助
教
よ
り

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

　

山
本　
　

緑

 

（
千
葉
大
薬
・
昭
61
）

法
医
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

吉
田
真
依
子
（
鳥
取
大
・
平
９
）

脳
神
経
外
科

　

廣
野
誠
一
郎
（
平
16
）

　
　

脳
神
経
外
科
学
助
教
よ
り

小
児
外
科

　

小
松　

秀
吾
（
平
21
院
博
士
）

他
大
学
教
授

順
天
堂
大
学
薬
学
部

　

粕
谷　

善
俊

 

（
東
京
理
大
薬
・
昭
60
）

病
院
長

千
葉
市
立
青
葉
病
院

　

六
角　

智
之
（
昭
63
）

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

　

茂
木　

健
司
（
昭
63
）

そ
の
他

病
院
事
業
管
理
者

千
葉
市

　

山
本　

恭
平
（
昭
57
）

船
橋
市

　

丸
山　

尚
嗣
（
昭
57
）

教
授

麻
酔
科
学

　

長
谷
川
麻
衣
子

 

（
鹿
児
島
大
・
平
12
）

呼
吸
器
病
態
外
科
学

　

鈴
木　

秀
海
（
平
13
）

社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー

　

金
原　

信
久
（
東
北
大
・
平
13
）

准
教
授

脳
神
経
外
科

　

松
谷　

智
郎

分
子
腫
瘍
学

　

星
居　

孝
之
（
近
畿
大
・
平
14
）

　
　

同
講
師
よ
り

環
境
生
命
医
学

　

鈴
木　

崇
根
（
平
11
）

　
　

同
講
師
よ
り

口
腔
科
学

　

笠
松　

厚
志

 

（
日
大
松
戸
歯
・
平
11
）

　
　

病
院
講
師
よ
り

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

　

中
込　

敦
士
（
平
19
）

　
　

特
任
助
教
よ
り

麻
酔
・
疼
痛
・
緩
和
医
療
科

　

黄
野　

晧
木
（
平
７
）

　
　

同
講
師
よ
り

こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部

　

佐
々
木　

剛
（
秋
田
大
・
平
14
）

　
　

同
講
師
よ
り

鶴
岡　

智
子
（
平
14
）

　

 

周
産
期
セ
ン
タ
ー
新
生
児
内

科
部
長
（
主
任
医
長
）

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

岡
原　

陽
二
（
平
20
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

佐
原
病
院

角
田　

慎
輔
（
平
12
）

　

 

診
療
部
外
科
部
長
（
主
任
医

長
）

坂
本　

洋
右

　

主
任
医
長
（
新
採
）

加
賀　

勘
家

　

主
任
医
長
（
医
長
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
・
保
健

所
長

杉
戸　

一
寿
（
平
元
）

　

 

習
志
野
・
松
戸
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
長　

習
志
野
・
松
戸

保
健
所
長
（
習
志
野
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
長
・
習
志
野
保

健
所
長
）

千
葉
県
職
員
よ
り
退
職

藤
里　

正
視
（
昭
59
）

　

が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
長

中
島　

弘
道
（
昭
58
）

　

こ
ど
も
病
院
長

山
本　

尚
人
（
三
重
大
・
昭
60
）

　

 

が
ん
セ
ン
タ
ー
医
療
局
診
療

部
長

千
葉
市
職
員
人
事
異
動

心
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　

所
長

　
　

野
々
村　

司
（
平
10
）

病
院
局

が
ん
セ
ン
タ
ー

加
藤　
　

厚
（
平
元
）

　

病
院
長
（
副
病
院
長
）

田
中　

尚
武
（
昭
59
）

　

副
病
院
長
（
医
療
局
長
）

井
内　

俊
彦
（
岡
山
大
・
昭
63
）

　

 

医
療
局
長
（
医
療
局
診
療
部

長
）

加
野　

将
之
（
平
14
）

　

 

医
療
局
診
療
部
食
道
・
胃
腸

外
科
部
長
（
主
任
医
長
）

賀
川　

真
吾
（
平
14
）

　

 

医
療
局
診
療
部
肝
胆
膵
外
科

部
長
（
主
任
医
長
）

德
元　

秀
樹
（
金
沢
大
）

　

 

医
療
局
診
療
部
形
成
外
科
部

長
（
主
任
医
長
）

堺
田　
　

司
（
浜
松
医
大
・
平
６
）

　

 

医
療
局
診
療
部
脳
神
経
外
科

部
長
（
主
任
医
長
）

北
川　

善
康
（
平
20
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

水
藤　
　

広
（
平
20
）

　

主
任
医
長
（
医
長
）

総
合
救
急
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

幸
部　

吉
郎
（
平
12
）

　

主
任
医
長
（
新
採
）

こ
ど
も
病
院

皆
川　

真
規 （
平
元
）

　

病
院
長
（
副
病
院
長
）

仲
野　

敦
子
（
平
２
）

　

副
病
院
長
（
診
療
部
長
）

數
川　

逸
郎
（
山
形
大
・
平
15
）

　

医
療
局
長
（
診
療
部
長
）

人 事 異 動 ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
に
就
任
し
て

 

整
形
外
科
学　

大　

鳥　

精　

司
（
平
6
）

千
葉
県
職
員
人
事
異
動

人
事
異
動
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そ
の
折
は
同
窓
会
と
し
て
、
ま

た
各
地
のO

B

が
で
き
る
限
り

支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
方
面
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

来
の
進
む
道
を
選
択
し
、
努
力

惜
し
ま
ず
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。

若
い
頃
は
気
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

あ
る
程
度
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就

き
ま
す
と
好
む
と
好
ま
ざ
る
に

係
わ
ら
ず
、
千
葉
大
学
出
身
と

い
う
こ
と
が
表
に
出
て
き
ま
す
。

昭
和
11
年
に
開
院
し
た
旧
病
院

は
当
時
「
東
洋
一
」
と
称
さ
れ
、

千
葉
医
学
の
伝
統
が
刻
ま
れ
た

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
医

学
部
だ
け
で
な
く
大
学
全
体
の

唯
一
無
二
の
建
造
物
で
す
。
昨

年
は
東
京
新
聞
や
千
葉
日
報
の

取
材
を
受
け
建
造
物
と
し
て
の

そ
の
価
値
に
つ
い
て
新
聞
１
面

や
社
会
面
を
飾
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
研
修
生

活
を
経
て
、
臨
床
医
、
研
究
職
、

行
政
、
海
外
留
学
と
様
々
な
分

野
に
進
ま
れ
、
そ
の
地
域
も
千

葉
大
学
病
院
、
千
葉
県
内
の
施

設
、
さ
ら
に
東
京
は
じ
め
と
す

る
他
府
県
の
施
設
へ
と
多
岐
に

渡
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
学
卒

業
生
と
し
て
周
囲
も
必
ず
見
て

い
る
と
思
っ
て
自
覚
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
２
年
弱
で
同
窓
会

報
に
紹
介
し
た
教
授
就
任
は
千

葉
大
以
外
の
大
学
で
も
20
人
余

り
と
な
り
ま
す
。
一
昨
年
は
同

窓
の
一
人
が
史
上
最
年
少
で
長

崎
県
知
事
に
就
任
さ
れ
活
躍
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
将
来
も
前
途
洋
々

で
す
。
ど
う
ぞ
自
分
自
身
で
将

ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
こ
の
「
ゐ

の
は
な
の
地
」
で
学
生
生
活
を

謳
歌
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

同
級
生
、
そ
し
て
先
輩
や
後

輩
と
の
交
流
は
今
後
の
人
生
に

と
っ
て
貴
重
な
宝
物
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
す
で
に
同

窓
会
の
学
生
会
員
で
す
。
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
目
的
は
、「
会
員

の
親
睦
」
と
「
医
道
の
昂
揚
」

で
あ
り
ま
す
。
医
学
部
、
病
院

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

学
生
さ
ん
に
は
「
白
衣
式
」、「
ち

ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」、「
ク
ラ
ブ
活
動
、

東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
、
亥
鼻
祭
、
同
窓
会
館
の
利

用
」
な
ど
の
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
卒
業
後
、
皆
さ
ん

は
７
０
０
０
人
余
り
の
同
窓
会

の
新
た
な
会
員
と
し
て
加
わ
り
、

後
輩
の
学
生
さ
ん
の
支
援
を
行

う
立
場
に
な
り
ま
す
。

　

同
窓
会
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

一
昨
年
に
閉
館
さ
れ
ま
し
た
旧

医
学
部
棟
（
旧
病
院
）
の
歴
史

の
編
纂
と
記
録
動
画
の
制
作
事

業
が
完
成
し
、
現
在
は
記
念
の

文
集
・
写
真
集
を
編
纂
中
で
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な

同
窓
会
会
員
を
代
表
し
て
一
言

お
祝
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家

族
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
長
く
待
ち
望
ん
だ
晴
れ
が

ま
し
い
日
で
あ
り
、
期
待
に
胸

膨
ら
む
日
と
な
っ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
で
の
教
育

課
程
を
す
べ
て
修
め
、
ま
さ
に

医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
く
し
く
も
本
年
は
千
葉
大

学
医
学
部
創
立
１
５
０
周
年
で

あ
り
、
皆
さ
ん
は
本
学
の
今
後

の
歴
史
を
作
っ
て
い
く
節
目
の

卒
業
生
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
本
学
の
教
育
ス
タ
ッ
フ
、

病
院
実
習
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
教
職
員
の
方
々
に
対

し
て
も
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

令
和
５
年
度　

医
学
部
受
賞
者

成
績
優
秀
賞

　

藤
井　

貴
大
（
医
６
）

学
術
研
究
活
動
賞

　

米
岡　

遼
太
郎
（
医
６
）

 

（
学
年
は
令
和
６
年
３
月
現
在
）

試 験 日　令和６年２月３日（土）
　　　　　　　　　　　４日（日）

合格発表　令和６年３月15日（金）

受 験 者　115名（新卒者　108名）

合 格 者　111名　合格率　96.5％
　　　　　（新卒者　106名　合格率98.1％）

　　　　　参考　国立　合格者　4,955名
　　　　　　　　　　　合格率　92.9％

　　　　　　　　全国　合格者　9,547名
　　　　　　　　　　　合格率　92.4％

第118回医師国家試験成績

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
５
年
度
千
葉
大
学
医
学
部

�

卒
業
証
書
伝
達
式
・
祝
辞

令
和
６
年
３
月
22
日
（
金
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
長　

吉
原　

俊
雄
（
昭
53
）

令和５年度　卒業証書・学位記伝達式

学
長
表
彰

謝恩会
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あ
るD

SP

の
存
在
を
信
じ
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
精
神
障
害
を
有

す
る
方
の
触
法
行
為
に
対
す
る

制
度
的
観
点
か
ら
の
研
究
・
教

育
を
重
要
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
分
野
は
社
会
的
な
要
請
が

大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
で

精
神
障
害
を
有
す
る
患
者
さ
ん
、

ま
た
ご
家
族
の
様
々
な
苦
し
み

や
負
担
に
つ
い
て
も
、
我
々
精

神
科
医
に
と
っ
て
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
私
は
社
会
精

神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で

の
臨
床
及
び
研
究
活
動
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
両
立
す
る
研
究
活
動

を
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
皆
さ
ま
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
得
な
が
ら

進
め
て
参
る
所
存
で
す
。
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

で
助
教
と
し
て
臨
床
に
も
復
帰

致
し
ま
し
た
。
現
在
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
統
合
失
調
症
の
臨
床

研
究
は
、
こ
の
時
期
に
ご
指
導

頂
い
た
伊
豫
雅
臣
先
生
の
治
療

に
関
す
る
考
え
（
仮
説
）
に
強

い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
自

分
が
精
神
科
医
と
し
て
働
き
出

し
た
頃
の
精
神
科
医
療
は
多
剤

に
よ
る
薬
物
療
法
の
利
点
も
囁

か
れ
た
最
後
の
時
期
で
し
た
。

抗
精
神
病
薬
の
使
い
方
に
関
し

て
、
学
術
論
文
で
書
か
れ
て
い

る
内
容
と
実
臨
床
で
の
実
際
に

大
き
な
乖
離
が
あ
り
、
何
が
正

し
い
か
を
教
え
て
く
れ
る
指
針

は
無
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

伊
豫
先
生
は
こ
こ
に
ド
パ
ミ

ン
過
感
受
性
精
神
病
（D

SP

）

と
い
う
概
念
を
教
え
て
く
だ
さ

り
、
こ
の
考
え
は
臨
床
で
診
る

患
者
さ
ん
と
医
学
論
文
の
中
に

あ
る
脳
科
学
的
・
薬
理
学
的
知

見
の
両
者
を
両
立
さ
せ
る
衝
撃

的
な
考
え
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
伊
豫
先
生
は
こ
のD

SP

に
対
す
る
薬
物
療
法
の
方
針
ま

で
ご
教
示
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
考
え
を
臨
床
の
場
で
自
信

を
持
っ
て
実
践
す
る
こ
と
に
、

さ
ら
に
長
い
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
そ
の
間
本
邦
の
精
神
科
臨

床
に
登
場
し
た
ク
ロ
ザ
ピ
ン
と

持
効
性
注
射
剤
を
用
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
伊
豫
先
生

のD
SP

を
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
自
分

は
学
術
の
分
野
で
は
賛
否
両
論

所
存
で
す
の
で
、
千
葉
大
学
ゐ

の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は

よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

千
葉
県
の
医
学
・
医
療
の
発

展
の
た
め
に
、
大
学
と
地
域
の

緊
密
な
連
携
が
こ
れ
ま
で
に
な

く
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。

安
全
な
周
術
期
医
療
を
普
及
す

る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
む

最
も
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
麻
酔
の
３
要

素
は
鎮
静
・
鎮
痛
・
筋
弛
緩
か

ら
成
り
ま
す
が
、
鎮
痛
は
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
緩
和
の
分
野

に
生
か
さ
れ
、
鎮
静
は
鎮
静
下

の
検
査
・
処
置
等
、
手
術
室
外

に
お
き
ま
し
て
も
麻
酔
科
医
に

よ
る
全
身
管
理
の
要
望
は
増
し

て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

蘇
生
の
知
識
・
技
術
は
救
急
・

集
中
治
療
の
分
野
で
応
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
病
院
だ
け
で

な
く
、
ど
の
地
域
に
お
き
ま
し

て
も
麻
酔
が
安
全
に
行
わ
れ
る

体
制
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
臨
床
・
教
育
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
手
術
件
数
は
急
増
し
、

麻
酔
科
医
不
足
と
偏
在
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
状
で

は
、
多
く
の
ご
同
門
の
先
生
方

が
、
十
分
な
人
員
確
保
の
困
難

な
状
況
下
で
、
地
域
の
手
術
麻

酔
を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
私
の
使
命
は
、
患
者
の
安

全
を
担
う
麻
酔
科
医
の
や
り
が

い
を
若
手
医
師
や
医
学
部
学
生

へ
伝
え
、
多
く
の
麻
酔
科
医
を

千
葉
大
学
か
ら
送
り
続
け
る
こ

と
に
尽
き
ま
す
。
麻
酔
科
医
が

手
術
室
の
麻
酔
で
培
っ
た
経
験

を
、
救
急
・
集
中
治
療
、
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
緩
和
の
領
域

で
も
活
か
し
、
急
性
期
か
ら
慢

性
期
を
通
し
て
全
身
管
理
を
担

う
教
室
を
作
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

と
申
し
ま
す
。
名
門
、
千
葉
大

学
の
麻
酔
科
学
講
座
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
、
責
任
の
重
大

さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

麻
酔
の
本
質
は
侵
襲
に
さ
ら

さ
れ
る
生
体
の
保
護
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
麻
酔
は

手
術
侵
襲
に
対
し
て
生
体
が
過

剰
に
反
応
し
な
い
よ
う
に
、
あ

え
て
生
体
防
御
反
応
を
抑
制
す

る
た
め
、
麻
酔
が
あ
る
と
こ
ろ

に
は
必
ず
蘇
生
が
共
存
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
い

ま
し
て
、
麻
酔
科
医
に
と
っ
て

周
術
期
の
患
者
の
安
全
確
保
が

　

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
４

月
１
日
付
で
、
磯
野
史
朗
前
教

授
の
後
任
と
し
て
東
京
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
疼
痛
緩
和
病

態
医
科
学
講
座
よ
り
赴
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
長
谷
川
麻
衣
子

年
か
ら
千
葉
大
学
大
学
院
博
士

課
程
に
進
み
、
伊
豫
雅
臣
先
生

（
現
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学

院
副
大
学
院
長
）
率
い
る
精
神

神
経
科
研
究
室
で
過
ご
し
ま
し

た
。
大
学
院
時
代
に
清
水
栄
司

先
生
（
現
千
葉
大
学
大
学
院
医

学
研
究
院
認
知
行
動
生
理
学
教

授
）
か
ら
動
物
実
験
や
脳
画
像

研
究
を
、
ま
た
橋
本
謙
二
先
生

（
現
千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）

か
ら
動
物
実
験
や
遺
伝
子
研
究

を
、さ
ら
に
関
根
吉
統
先
生
（
前

千
葉
大
学
社
会
精
神
保
健
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
か
ら
脳

画
像
研
究
に
つ
い
て
ご
指
導
頂

き
ま
し
た
。
大
学
院
で
は
与
え

ら
れ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
素
直

な
気
持
ち
で
取
り
組
む
こ
と
、

ま
た
常
に
正
し
い
方
法
論
を
模

索
す
る
こ
と
を
学
び
、
こ
の
こ

と
は
現
在
も
自
分
の
中
で
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
精
神
神
経
科

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

４
月
１
日
付
で
千
葉
大
学
社

会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
・
病
態
解
析
部
門
の
教
授

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
千
葉
大

学
医
学
部
及
び
附
属
病
院
、
ま

た
千
葉
大
学
精
神
神
経
科
の
同

門
の
先
生
方
に
は
こ
れ
ま
で
大

変
お
世
話
に
な
り
、
精
神
科
医

と
し
て
臨
床
ま
た
研
究
を
進
め

て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
13
年
に
東
北
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
精
神
神

経
科
に
入
局
致
し
ま
し
た
。
そ

の
後
関
連
病
院
で
貴
重
な
臨
床

経
験
を
積
み
ま
し
た
。
平
成
17
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千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

麻
酔
科
学　

教
授　

 

長
谷
川　

麻
衣
子
（
鹿
児
島
大
・
平
12
）

千
葉
大
学

社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

病
態
解
析
部
門　

教
授

 

金　

原　

信　

久
（
東
北
大
・
平
13
）

略　　歴
2000年　鹿児島大学医学部医学科卒業
2005年　久留米大学大学院医学研究科修了
2005年　 久留米大学分子生命科学研究所遺伝情報研

究部門　助手
2006年　 スタンフォード大学神経内科学講座   博士研

究員
2008年　 順天堂大学医学部麻酔科学・ペインクリ

ニック講座　助教
2011年　 鹿児島大学医学部麻酔蘇生学講座   助教
2012年　 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院麻酔全

身管理センター　講師
2013年　 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院手術部   

講師
2015年　 鹿児島大学医学部麻酔蘇生学講座　准教授
2019年　 信州大学医学部附属病院手術部　准教授・

副部長
2021年　 東京大学大学院医学系研究科疼痛・緩和病

態医科学講座　特任准教授
2024年　 千葉大学大学院医学研究院　麻酔科学研究

領域　教授

名誉会員　　　　　　　 　
三科　孝夫　氏（昭46）
栗原　正利　氏（昭54）

令和６年度総会において選出
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い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
地
域
の

方
々
に
安
全
、
安
心
、
最
良
の

医
療
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で

す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
の
病
院
で
受
け
入
れ
担
当
を

分
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当
院

は
千
葉
市
で
は
２
ヶ
所
し
か
な

い
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
で
も
多
数
の
患
者

さ
ん
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
ま

当
時
国
内
で
は
ま
だ
例
の
少
な

か
っ
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
手
術
室
関
係
の
設
備

調
達
に
責
任
者
の
一
人
と
し
て

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

診
療
で
は
専
門
領
域
で
あ
る
上

肢
外
科
・
手
外
科
の
み
な
ら
ず

積
極
的
に
整
形
外
科
全
般
に
携

わ
り
、
後
進
の
育
成
に
も
出
来

る
限
り
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大
学
病
院
を
は
じ
め
県
内
の
多

く
の
病
院
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

す
ば
ら
し
い
後
進
た
ち
と
関
わ

れ
て
き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。

　

当
院
は
開
院
当
初
よ
り
救
急

医
療
、
感
染
症
、
精
神
科
と
い
っ

た
千
葉
市
の
政
策
医
療
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
救
急
医
療

に
お
い
て
は
、
年
間
４
０
０
０

台
近
く
の
救
急
車
受
け
入
れ
を

行
な
っ
て
お
り
、
内
科
、
整
形

外
科
に
お
い
て
は
市
内
２
次
救

急
輪
番
の
最
も
多
く
の
日
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
千
葉

市
の
救
急
医
療
体
制
は
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
特
に
救

急
搬
送
時
間
は
全
国
で
も
最
悪

の
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
搬
送

困
難
例
は
当
院
を
含
む
市
内
６

　

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

４
月
よ
り
千
葉
市
立
青
葉
病
院

の
病
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
六
角
智
之
と
申
し
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
就
任
の
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
昭
和
63
年
（
１
９
８
８

年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
、
千
葉
大
学
整
形
外
科
に

入
局
し
守
屋
秀
繁
教
授
、
高
橋

和
久
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
８

年
（
１
９
９
６
年
）
に
千
葉
市

立
病
院
に
赴
任
し
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
35
年
の
医
師
歴

の
う
ち
研
修
医
時
代
を
含
め
る

と
30
年
間
を
当
院
に
勤
務
し
、

実
に
人
生
の
半
分
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
旧
千
葉
市
立
病
院
は

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
に

現
在
の
千
葉
市
立
青
葉
病
院
に

移
転
し
ま
し
た
。
青
葉
病
院
の

開
設
に
あ
た
っ
て
は
計
画
段
階

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

学
の
巽
浩
一
郎
名
誉
教
授
、
鈴

木
拓
二
教
授
よ
り
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
大
学
院
生
を
預
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
身

が
指
導
し
たnon M

D

の
博

士
課
程
学
生
が
卒
業
後
に
正
規

の
研
究
職
に
就
く
前
に
、
特
任

教
員
と
し
て
採
用
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
も
整
っ
て
い
た
た
め
、

若
い
研
究
者
の
将
来
を
考
え
る

上
で
も
大
い
に
恵
ま
れ
て
い
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
環
境
の
中
、
細
胞
内
リ
ン
酸

化
シ
グ
ナ
ル
に
焦
点
を
当
て
つ

つ
も
難
治
性
炎
症
性
肺
疾
患
を

中
心
に
、
そ
の
新
規
治
療
法
／

創
薬
を
目
指
し
て
現
在
も
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

順
天
堂
大
学
・
薬
学
部
は
本

年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
学
部
で

あ
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
省

に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
国
内
最

後
の
６
年
制
薬
学
部
と
し
て
、

少
な
か
ら
ず
注
目
さ
れ
て
い
る

と
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

医
学
部
で
の
教
育
・
研
究
経
験

を
生
か
し
、
注
目
度
に
恥
じ
な

い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
活
力

溢
れ
る
薬
剤
師
／
創
薬
研
究
者

の
育
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千

葉
大
学
で
は
、
呼
吸
器
内
科
学

特
任
教
授
と
し
て
引
き
続
き
研

究
を
続
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
諸
先
生
と
も
こ
の
よ
う
な

形
で
接
し
て
い
け
る
こ
と
を
大

変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

細
胞
内
へ
の
動
員
機
構
を
皮
切

り
に
、
筑
波
大
学
基
礎
医
学
系

薬
理
学
グ
ル
ー
プ
の
講
師
に
任

用
後
も
シ
グ
ナ
ル
解
析
を
主
た

る
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
増
殖
／

分
化
な
ど
の
細
胞
の
運
命
を
制

御
す
る
細
胞
内
リ
ン
酸
化
酵
素

に
研
究
対
象
を
拡
大
し
て
い
き

ま
し
た
。
文
部
省
の
在
外
研
究

員
と
し
て
渡
航
の
機
会
を
得
た

際
も
、
細
胞
内
蛋
白
リ
ン
酸
化

シ
グ
ナ
ル
の
研
究
に
お
い
て
世
界

の
第
一
人
者
と
認
め
ら
れ
るD

r.  
M

ichael K
arin

（U
C

SD

：

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
校
）
の
研
究
室
に
留
学
し
ま

し
た
。
帰
国
後
、
程
な
く
１
９

９
９
年
の
10
月
に
千
葉
大
学
医

学
部
の
助
教
授
に
任
用
さ
れ
ま

し
た
。
木
村
定
雄
教
授
の
研
究

室
：
分
子
生
体
機
構
学
に
所
属

し
、
２
０
０
５
年
の
文
部
科
学

省
の
改
組
と
共
に
研
究
室
名
が

分
子
生
体
制
御
学
と
な
り
、
職

名
も
准
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
に
は
幡
野

雅
彦
先
生
が
教
授
と
な
り
研
究

室
名
も
疾
患
生
命
医
学
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

長
ら
く
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
千
葉
大
学
医
学
研
究
院
に

お
い
て
は
、
特
に
呼
吸
器
内
科

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
（
２
０

２
４
年
）
４
月
１
日
付
で
順
天

堂
大
学
薬
学
部
薬
理
学
分
野

教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ご
指
導
・
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
謹
ん
で
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
60
年
に
東
京
理
科

大
学
薬
学
部
薬
学
科
を
卒
業
後
、

筑
波
大
学
・
眞
崎
知
生
先
生
に

師
事
し
、
基
礎
医
学
系
薬
理
学

グ
ル
ー
プ
で
修
士
課
程
・
博
士

課
程
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
、
博
士
課
程
の
開
始
時
に

研
究
室
内
で
生
理
活
性
ペ
プ
チ

ド
：
エ
ン
ド
セ
リ
ン
が
、
当
時
大

学
院
生
で
あ
っ
た
柳
沢
正
史
先

生
ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
幸
運
に
も
、
そ
の
強
力
な

血
管
収
縮
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
と

い
う
最
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
を

担
当
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
機
に
、
生
体
反
応

に
お
け
る
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
変

化
を
覗
く
こ
と
に
興
味
を
覚
え

ま
し
た
。
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
の

げ
ま
す
。

臓
血
管
外
科
）
が
第
一
外
科
教

授
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
学
に
戻
っ
て
か
ら
は
心
臓
血

管
外
科
グ
ル
ー
プ
に
属
し
臨

床
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
10
年
４
月
、
千
葉
県
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー（
現
千
葉
県
総
合

救
急
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に

赴
任
し
、
沖
本
光
典
先
生
（
昭

50
）
に
は
、
心
臓
血
管
外
科
の

救
急
医
療
の
「
い
ろ
は
」
や
手

術
手
技
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。
平
成
13
年
４
月
、
船
橋

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
、

高
原
善
治
先
生
（
昭
49
、
前
船

橋
市
病
院
事
業
管
理
者
）
の
指

導
の
下
、
数
多
く
の
心
臓
血
管

手
術
や
学
会
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
令
和
３
年
か
ら
は
、

副
院
長
兼
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り

ま
し
た
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病

院
を
訪
問
し
、
地
域
の
医
療
関

係
者
と
の
交
流
を
深
め
、
地
域

医
療
連
携
強
化
に
注
力
し
て
き

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

４
月
、
こ
れ
ま
で
７
年
間
に
わ

た
り
当
院
の
運
営
を
行
っ
て
こ

ら
れ
た
丸
山
尚
嗣
前
院
長
（
昭

57
）
が
、
船
橋
市
病
院
事
業
管

理
者
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
、
院
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
昭
和

63
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
当
時
奥
井
勝
二
教
授
が

主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉
大
学
医

学
部
第
一
外
科
（
現
臓
器
制
御

外
科
）
に
入
局
。
１
年
間
の
大

学
病
院
で
の
研
修
の
後
、
４
年

間
の
関
連
病
院
で
の
外
科
研
修

の
中
で
心
臓
血
管
外
科
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
手
術
や
濃
厚
な
術

後
管
理
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

折
し
も
、
中
島
伸
之
先
生
（
心

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
市
立
青
葉
病
院

院
長　

六　

角　

智　

之
（
昭
63
）

順
天
堂
大
学

薬
学
部
・
薬
理
学
分
野　

教
授　

 
粕か
す　

谷や　

善よ
し　

俊と
し

（
東
京
理
大
薬
・
昭
60
）

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長　

茂　

木　

健　

司
（
昭
63
）
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い
ま
す
。
山
本
修
一JC

H
O

理

事
長
の
指
揮
に
よ
る
「
安
心
の

地
域
医
療
を
支
え
るJC

H
O

」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

浸
透
し
て
お
り
、
着
任
後
院
長

業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
発
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
院
は
、
病
気
を
治
す
こ
と

の
み
に
専
心
す
る
高
度
急
性
期

病
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

化
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変
容
が

み
ら
れ
る
静
岡
県
東
部
地
域
に

お
い
て
、
地
域
に
根
差
し
た
形

で
亜
急
性
期
お
よ
び
回
復
期
の

医
療
を
担
う
こ
と
が
当
院
の
責

務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
は
、
一
般
急
性
期
病

棟
お
よ
び
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
に
加
え
て
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
介
護
老
人
保
健
施
設
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

安
心
の
地
域
医
療
の
実
現
の
た

め
に
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
や

施
設
と
の
連
携
が
か
か
せ
ま
せ

ん
。
さ
い
わ
い
、
近
隣
で
ご
活

躍
の
千
葉
大
学
関
連
の
先
生
方

が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
個
人
的
知
己
が
少

な
い
中
、
大
学
同
門
の
有
難
さ

を
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
ご
指

導
ご
支
援
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。
新
病
院
で
は
、
更
に
地
域

の
皆
様
が
安
心
し
て
受
け
て
い

た
だ
け
る
高
度
な
医
療
を
提
供

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
同
門

の
先
生
方
の
御
指
導
御
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

支
援
手
術
は
、
泌
尿
器
科
の
前

立
腺
癌
手
術
か
ら
始
ま
り
、
消

化
器
外
科
、
産
婦
人
科
で
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
９
年
（
２
０
２

７
年
）
度
開
業
を
目
指
し
て
新

病
院
建
設
計
画
が
進
ん
で
い
ま

ま
し
た
。

　

当
院
は
、
昭
和
58
年
（
１
９

８
３
年
）
に
開
院
し
、
現
在
31

診
療
科
４
４
９
床
。
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
地
域

医
療
支
援
病
院
、
災
害
拠
点
病

院
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
病

院
の
立
地
柄
、
医
師
は
千
葉
大

学
の
各
医
局
だ
け
で
な
く
、
都

内
の
大
学
医
局
か
ら
の
派
遣
も

得
て
お
り
ま
す
。
当
院
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
は
、船
橋
市
（
人

口
約
64
万
人
）
を
中
心
に
千
葉

県
東
葛
南
部
地
域
医
療
圏
（
人

口
約
１
８
０
万
人
）
の
三
次
救

急
医
療
の
要
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
病
院
敷
地
内
に
、
船

橋
市
消
防
局
の
救
急
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
船
橋
市

医
師
会
、
船
橋
市
消
防
局
と
連

携
し
た
「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
シ
ス

テ
ム
」
が
あ
り
、
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
た
超
急
性

期
疾
患
（
急
性
心
筋
梗
塞
、
急

性
大
動
脈
解
離
、
脳
梗
塞
、
多

発
外
傷
、
薬
物
中
毒
等
）
に
対

し
て
、
24
時
間
３
６
５
日
体
制

で
迅
速
に
対
応
し
良
好
な
救
命

成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
診
療
に
お
い
て
は
、
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

し
て
、
手
術
、
化
学
療
法
、
放

射
線
治
療
と
質
の
高
い
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

か
ら
は
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連

携
病
院
と
し
て
の
診
療
も
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト

び
の
人
事
異
動
は
、JC

H
O

理

事
長
で
あ
る
前
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
長
山
本
修
一
先
生

を
は
じ
め
と
し
て
、
元
千
葉
大

学
学
長
徳
久
剛
史
先
生
、
千
葉

大
学
名
誉
教
授
伊
藤
晴
夫
先
生

な
ど
、
諸
先
輩
の
ご
高
配
に
よ

る
も
の
で
す
。
あ
つ
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

JC
H

O

の
57
病
院
の
う
ち
、

千
葉
大
学
に
関
連
の
深
い
病

院
と
し
て
、JC

H
O

千
葉
病

院
・JC

H
O

船
橋
中
央
病
院
・

JC
H

O

東
京
城
東
病
院
な
ど

が
あ
り
、
病
院
長
は
じ
め
重
要

な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
多
く
の
千

葉
大
学
卒
業
生
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、JC

H
O

三
島

総
合
病
院
は
、
前
身
が
三
島
社

会
保
険
病
院
で
、
こ
れ
ま
で
は

千
葉
大
学
卒
業
生
が
在
籍
し
た

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
赴
任
し
て
み
ま
す
と
、

職
員
は
総
じ
て
明
る
く
積
極
的

で
、
地
域
に
密
着
し
た
病
院
の

職
員
と
し
て
の
自
負
を
持
っ
て

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

４
月
１
日
よ
り
、
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（JC
H

O

）三
島
総
合
病
院
（
静

岡
県
三
島
市
）
の
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
昭
和

59
年
（
１
９
８
４
年
）
に
千
葉

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
後
、

千
葉
大
学
泌
尿
器
科
に
入
局
し

て
島
崎
淳
教
授
な
ら
び
に
伊
藤

晴
夫
教
授
に
師
事
し
ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
は
、
２
年
半
の

カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
留
学
を

経
て
、
前
立
腺
癌
お
よ
び
尿
路

結
石
症
の
基
礎
的
臨
床
的
研
究

に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
よ
り
はJC

H
O

東

京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

に
泌
尿
器
科
部
長
・
副
院
長
と

し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の
た

和
47
年
（
１
９
７
２
年
）
に

２
０
０
床
の
先
進
的
な
が
ん
専

門
病
院
と
し
て
開
院
し
ま
し

た
。
機
能
性
や
拡
張
性
に
す
ぐ

れ
た
建
築
は
レ
ン
ガ
張
り
の
外

観
と
と
も
に
全
国
的
に
も
有
名

で
、
東
日
本
大
震
災
も
乗
り
切

り
、
48
年
の
長
き
に
わ
た
り
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
顔
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
病
棟
も
老
朽
化

し
、
増
築
に
よ
り
分
散
し
て
い

た
機
能
を
集
約
す
る
た
め
令
和

２
年
（
２
０
２
０
年
）
10
月
に

新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

病
床
数
４
５
０
床
で
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
２
台
の
手
術
室
10
室
、

緩
和
病
床
53
床
を
要
し
、
が
ん

の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
体
制

を
整
え
る
な
ど
の
先
進
的
な
設

備
と
人
員
の
配
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
千
葉
県

が
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
で
あ

り
、
千
葉
県
の
が
ん
診
療
の
要

と
し
て
、
持
続
可
能
性
の
あ
る

良
質
で
安
全
な
医
療
の
提
供
を

行
う
責
務
が
あ
り
、
病
診
連
携

を
密
に
行
い
、
地
域
で
信
頼
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
今
後
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
同
窓
会
の
皆
様
の
ご

指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
研
究
マ
イ
ン
ド
は
、
米
国
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ビ
ル
大
学

外
科
（M

ichael J. E
dw

ard

先
生
、A

lex B
. L

entsch

先

生
）
で
の
研
究
留
学
を
含
め
、

私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
留
学
後
に
宮
崎
勝
教
授

の
も
と
、
助
教
、
講
師
と
し
て

肝
胆
膵
領
域
の
臨
床
・
研
究
・

教
育
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

胆
道
癌
の
集
学
的
治
療
、
と
り

わ
け
切
除
不
能
胆
道
癌
に
対

す
る
化
学
療
法
後
の
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
手
術
な
ど
、
難
治
癌
の

治
療
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

４
月
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

医
学
部
開
学
を
機
会
に
、
消
化

器
外
科
の
教
授
職
と
し
て
国
際

医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
に
赴

任
し
ま
し
た
。
こ
の
時
も
宮
崎

勝
病
院
長
と
と
も
に
肝
胆
膵
外

科
学
の
発
展
に
尽
力
す
る
と
同

時
に
、
２
０
２
０
年
に
は
三
田

病
院
副
病
院
長
と
し
て
医
療
安

全
や
経
営
に
も
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
４
月

よ
り
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
に

就
職
し
、
２
０
２
３
年
に
は
副

病
院
長
を
拝
命
し
、
医
療
安
全
、

働
き
方
改
革
、
病
院
経
営
な
ど

に
取
り
組
み
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
は
昭

　

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

４
月
１
日
付
け
で
、
藤
里
正
視

前
病
院
長
の
後
任
と
し
て
、
千

葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
病
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
元
年
（
１
９
８
９

年
）
に
千
葉
大
学
を
卒
業
し
、

当
時
奥
井
勝
二
教
授
が
主
催
さ

れ
て
い
た
千
葉
大
学
医
学
部
第

一
外
科
学
教
室
（
現
在
の
臓
器

制
御
外
科
学
）
に
入
局
し
ま
し

た
。
千
葉
労
災
病
院
、
松
戸
市

立
病
院
（
現
松
戸
市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
）、
大
網
白
里
町

立
国
保
郡
南
病
院
（
現
大
網
病

院
）、
国
立
千
葉
病
院
（
現
国
立

病
院
機
構
千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
）

で
の
研
修
を
経
て
平
成
５
年
に

中
島
伸
之
教
授
が
主
宰
さ
れ

て
い
た
教
室
に
戻
り
、
宮
崎
勝

先
生
が
率
い
る
肝
胆
道
研
究
室

（
第
５
研
究
室
）
に
属
し
て
研
究

を
始
め
ま
し
た
。
肝
胆
道
外
科

の
惣
明
期
で
あ
り
、
将
来
性
に

あ
ふ
れ
た
臨
床
・
研
究
分
野
に

大
変
魅
力
を
感
じ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
こ
の
時
の
基
礎
的

ゐ の は な 同 窓 会 報

JCH
O

三
島
総
合
病
院

院
長　

赤　

倉　

功
一
郎
（
昭
59
）

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

病
院
長　

加　

藤　
　
　

厚
（
平
元
）
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産
は
、
何
十
年
も
の
間
に
築
き

あ
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
小
児

医
療
に
携
わ
る
も
の
と
し
て
の

ス
ピ
リ
ッ
ト
は
病
院
開
設
時
か

ら
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
人
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

時
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
高
度
専
門
病
院
と
し
て
一

人
一
人
の
職
員
が
頑
張
っ
て
能

力
を
発
揮
し
て
い
れ
ば
よ
い
結

果
に
結
び
つ
い
て
い
た
「
分
業
」

の
時
代
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
医
療
に
お
い
て

「
連
携
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
人
が
前

後
左
右
を
見
渡
し
た
上
で
自
分

の
分
担
領
域
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
て
い
く
姿
勢
が
大
切
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
未
来
の
社

会
は
子
ど
も
た
ち
が
作
り
上
げ

て
い
く
も
の
で
す
。
小
児
医
療

の
重
要
性
が
低
く
な
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
こ
ど

も
病
院
は
必
要
と
さ
れ
る
役
割

を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

す
べ
て
の
職
員
と
と
も
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

院
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
に
は
ち
ば
医
経

塾
を
履
修
し
、
他
施
設
の
他
職

種
の
方
々
と
病
院
経
営
に
関
す

る
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
葉
県
こ
ど
も
病
院
は
昭
和

63
（
１
９
８
８
）
年
10
月
の
開

院
以
来
、
36
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
間
、
医
療
そ
の
も
の

と
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
こ
ど
も
病
院
の
施
設

設
備
も
単
な
る
経
年
劣
化
の
み

な
ら
ず
、
現
在
提
供
し
て
い
る

医
療
、
今
後
担
う
べ
き
医
療
に

対
し
て
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
部
分
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
千
葉
県
立
病
院
で
は
、

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー（
昭
和
55

（
１
９
８
０
）
年
開
院
）
と
精
神

科
医
療
セ
ン
タ
ー（
昭
和
60
（
１

９
８
５
）
年
開
院
）
が
、
令
和

５
（
２
０
２
３
）
年
に
千
葉
県

総
合
救
急
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
統
合
開
院
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
こ
ど
も
病
院
が
千
葉
県

の
小
児
医
療
の
「
最
後
の
砦
」

と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
は
、
新
た
な
構
想
の
も

と
将
来
を
設
計
し
て
い
く
時
期

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
財
産
は
、
建
物
や
高

価
な
医
療
機
器
で
は
な
く
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
そ
の
人
と
い
う
財

４
）
年
４
月
か
ら
の
医
師
臨
床

研
修
制
度
必
修
化
へ
の
対
応
に

迫
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

制
度
上
こ
の
あ
と
２
年
間
は
医

局
へ
の
新
入
局
者
が
ゼ
ロ
と
な

り
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

か
ら
河
野
陽
一
教
授
の
も
と
２

年
間
小
児
科
医
局
長
と
し
て
病

院
内
外
の
調
整
に
あ
た
り
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ

の
頃
が
今
に
続
く
医
師
不
足
局

面
へ
の
転
換
期
だ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
臨
床
研
修
必
修
化
に

と
も
な
い
、
医
学
部
生
の
臨
床

実
習
に
つ
い
て
も
診
療
参
加
型

実
習
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
、

大
学
の
他
科
の
先
生
方
と
検
討

に
あ
た
り
ま
し
た
。
医
学
以
外

の
様
々
な
経
験
も
経
て
、
平
成

23
（
２
０
１
１
）
年
に
千
葉
県

こ
ど
も
病
院
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
ど
も
病
院
で
は
、
専

門
領
域
と
し
て
き
た
内
分
泌
科

で
診
療
を
行
う
傍
ら
、
管
理
的

な
業
務
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま

し
た
。
日
本
専
門
医
機
構
が
関

与
し
た
専
門
研
修
制
度
へ
の
対

応
や
千
葉
県
病
院
局
の
レ
ジ
デ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
小
児
科
サ

ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
領
域
の
追

加
な
ど
に
よ
っ
て
若
手
医
師
確

保
を
図
り
ま
し
た
。
医
師
の
教

育
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
ど
も
病

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
中

島
弘
道
前
病
院
長
の
後
任
と
し

て
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
の
７
代

目
病
院
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
元
（
１
９
８
９
）

年
３
月
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
千
葉
大
学
小
児
科
学

教
室
に
入
局
し
、
同
門
諸
先
輩

方
の
ご
指
導
の
下
、
小
児
科
医

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
千
葉
大
学
附

属
病
院
、
千
葉
市
立
病
院
、
君

津
中
央
病
院
、
千
葉
労
災
病
院

で
小
児
科
臨
床
技
能
の
研
鑽
を

積
む
と
と
も
に
、
新
美
仁
男
小

児
科
教
授
、
安
田
敏
行
先
生
の

ご
配
慮
に
よ
り
、
平
成
７
（
１

９
９
５
）
年
か
ら
２
年
間
カ
ナ

ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
あ
る

M
cG

ill

大
学
で
研
究
留
学
の

経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年

か
ら
は
千
葉
大
学
小
児
科
・
小

児
病
態
学
の
助
手
、
講
師
と
し

て
臨
床
・
教
育
・
研
究
に
従
事

し
ま
し
た
。
こ
の
頃
で
大
き
な

出
来
事
は
、
平
成
16
（
２
０
０

来
ら
れ
な
く
な
り
２
次
輪
番
が

埋
ま
ら
な
り
当
院
が
一
部
を
担

当
す
る
と
い
う
状
況
が
出
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
当
地
区
は
回

復
期
病
床
が
少
な
く
、
急
性
期

を
過
ぎ
て
も
常
に
60

－

80
人
の

転
院
待
ち
患
者
が
い
る
状
況
で
、

そ
の
た
め
に
病
床
が
逼
迫
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
急

性
期
の
中
で
も
そ
れ
ほ
ど
重
症

で
な
い
高
齢
者
の
肺
炎
、
心
不

全
等
増
え
て
く
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
化
も
進
行
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
一
つ
の

病
院
で
地
域
を
支
え
る
こ
と
は

所
詮
不
可
能
で
す
。
地
域
で
役

割
を
分
担
し
地
域
の
病
院
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
皆
様
方
と
充
分
な

連
携
が
肝
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
目
指
し
て
職
員
一
同
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
同
門
の
皆
様
の
ご
指

導
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
、
ま
た
こ
の
間
の
経
験
は
大

変
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
前
病

院
長
の
海
保
隆
先
生
は
８
年
に

わ
た
り
病
院
長
を
務
め
ら
れ
後

半
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
病
院

運
営
を
担
当
さ
れ
大
変
な
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ

こ
３
年
間
は
副
院
長
と
し
て
病

院
長
の
補
佐
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

当
院
は
木
更
津
市
・
君
津

市
・
富
津
市
・
袖
ヶ
浦
市
の
４

市
か
ら
な
る
人
口
32
万
人
の
君

津
医
療
圏
の
中
で
唯
一
の
総
合

病
院
、
中
核
病
院
で
す
。
君
津

医
療
圏
は
医
療
過
疎
の
千
葉
県

の
中
で
も
さ
ら
に
医
療
資
源
が

少
な
い
地
域
で
す
が
、
今
年
度

は
山
武
長
生
夷
隅
医
療
圏
に
次

ぐ
医
師
少
数
区
域
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
医
療
資
源
の
少
な
い

中
で
さ
ら
に
医
師
働
き
方
改
革

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

当
院
は
３
次
救
急
病
院
で
あ
り

救
急
患
者
は
最
終
的
に
は
当
院

に
集
ま
り
ま
す
。
当
院
が
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
最
後
の
砦
で
あ

る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
当
地
区
の

夜
間
休
日
救
急
体
制
は
２
次
輪

番
病
院
で
大
学
か
ら
の
医
師
派

遣
に
頼
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
一

部
病
院
で
大
学
か
ら
の
派
遣
が

　

令
和
６
年
４
月
、
君
津
中
央

病
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

柳
澤
真
司
と
申
し
ま
す
。
私
は
、

長
野
県
に
生
ま
れ
、
千
葉
大
学

入
学
時
に
初
め
て
千
葉
に
参
り

ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
後
、
当
時
奥
井
勝
二

先
生
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
千
葉

大
学
第
一
外
科
学
教
室
（
現
臓

器
制
御
外
科
）
に
入
局
し
、
出

張
の
後
に
更
科
廣
實
先
生
率
い

る
消
化
管
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、

斎
藤
典
夫
先
生
、
布
村
正
夫
先

生
の
元
で
主
に
胃
癌
の
研
究
に

従
事
し
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成

６
年
４
月
に
君
津
中
央
病
院
外

科
に
赴
任
致
し
ま
し
た
。
当
時

か
ら
何
で
も
来
る
野
戦
病
院
で

あ
り
田
中
寿
一
先
生
に
は
本
当

に
鍛
え
ら
れ
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
以
後
30
年
間
外
科
医
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
途

中
平
成
15
年
よ
り
２
年
半
だ
け

長
野
県
立
須
坂
病
院
に
外
科
部

長
と
し
て
勤
務
し
、
既
に
引
退

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
故
熊
谷
信

夫
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
県
こ
ど
も
病
院

病
院
長　

皆　

川　

真　

規
（
平
元
）

君
津
中
央
病
院病

院
長　

柳　

澤　

真　

司
（
昭
60
）
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神
奈
川
県
鎌
倉
市
七
里
ガ
浜
に

七
里
が
浜
診
療
所
を
開
院
し
ま

し
た
。
開
院
後
に
神
奈
川
県
ゐ

の
は
な
会
に
入
会
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
猪
鼻
町
に
は

余
り
深
い
繋
が
り
が
な
く
、
神

奈
川
ゐ
の
は
な
会
に
て
先
輩
・

後
輩
の
先
生
方
と
の
繋
が
り
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
卒
業
生
た
ち

を
ど
う
や
っ
て
掴
み
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て

い
け
る
か
頑
張
っ
て
み
た
い
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

理
者
と
し
て
、
千
葉
市
の
病
院

行
政
全
体
に
か
か
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
後
は
患

者
の
受
療
行
動
に
変
化
が
あ
り
、

入
院
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
病
院
経

営
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
海
浜
病
院

の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
に

幕
張
新
都
心
若
葉
地
区
に
新
病

院
を
建
設
中
で
あ
り
、
２
０
２

６
年
秋
の
開
院
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
千
葉
市
民
に
安
心

安
全
な
医
療
を
届
け
る
よ
う
に

努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
皆
様
に

は
今
後
と
も
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ル
ト
を
行
い
、
患
者
会
（
マ
イ

ラ
イ
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を
立
ち
上

げ
、
の
ち
に
内
科
部
長
や
検
査

科
栄
養
科
の
科
長
も
務
め
ま
し

た
。
そ
の
後
２
０
０
２
年
に
寺

野
隆
先
生
（
前
青
葉
病
院
副
院

長
、
現
大
崎
医
院
院
長
）
の
お

誘
い
を
受
け
齋
藤
康
教
授
（
当

時
）
に
後
押
し
を
し
て
い
た
だ

き
、
矢
作
の
旧
市
立
病
院
に
異

動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
３

年
に
開
院
し
た
青
葉
病
院
に
移

り
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
内
科

統
括
部
長
兼
臨
床
研
修
委
員
長

と
し
て
内
科
全
体
の
入
院
患
者

を
管
理
し
研
修
医
の
教
育
に
当

た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
１
５

年
に
は
齋
藤
康
病
院
事
業
管
理

者
の
命
で
院
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
臨
床
と
教
育
ば

か
り
で
、
病
院
管
理
、
経
営
の

知
識
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
看
護
師
不
足
で
閉
め
て
い

た
病
棟
を
開
け
、
救
急
棟
を
作

り
、IC

U
 H

C
U

を
整
備
し
て
、

開
業
医
さ
ん
を
毎
年
２
０
０
件

近
く
訪
問
し
、
２
０
１
９
年
に

は
医
業
収
支
と
病
床
稼
働
率
を

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
追
わ
れ

ま
し
た
が
、IC

D
 IC

N

に
助

け
ら
れ
て
大
き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
も

出
さ
ず
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と

し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
千
葉
市
病
院
事
業
管

し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
の
病
院
事
業
管
理
者
は

守
屋
秀
繁
先
生
（
整
形
外
科
名

誉
教
授
）、
第
二
代
は
齋
藤
康
先

生
（
元
千
葉
大
学
長
）、
第
三
代

は
寺
井
勝
先
生
（
元
女
子
医
科

大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
、
元
千
葉
市
立
海
浜
病
院
院

長
）
が
務
め
ら
れ
私
が
第
四
代

目
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
私
は
昭
和
57
年
（
１
９

８
２
年
）
に
千
葉
大
学
を
卒
業

し
、
故
熊
谷
朗
教
授
が
主
催
さ

れ
て
い
た
旧
第
二
内
科
に
入
局

し
、
そ
の
後
故
吉
田
尚
教
授
の
ご

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
医
局
の

基
本
方
針
で
あ
る
「specialist

で
あ
る
前
に
ま
ずgeneralist

で

あ
れ
」
に
従
い
君
津
中
央
病
院

で
の
初
期
研
修
を
終
え
る
と
田

村
泰
先
生
の
下
で
内
分
泌
代
謝

学
の
研
究
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
後
１
９
８
９
年
か
ら
１
９
９
２

年
ま
で
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

大
学
薬
学
部
に
留
学
し
細
胞
内

シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
研
究
に
い
そ

し
み
ま
し
た
。
帰
国
後
は
１
年

間
国
吉
病
院
（
い
す
み
医
療
セ

ン
タ
ー
）
に
勤
務
し
て
か
ら
、
１

９
８
５
年
に
君
津
中
央
病
院
に

異
動
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
内

分
泌
代
謝
糖
尿
病
科
の
常
勤
医

と
し
て
他
科
の
入
院
患
者
の
コ
ン

　

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

４
月
１
日
付
け
で
千
葉
市
病
院

事
業
管
理
者
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
千
葉
市
に
は
２
つ
の
市

立
病
院
が
あ
り
ま
す
。
東
西
に

伸
び
る
行
政
６
区
か
ら
な
る
98

万
人
口
の
政
令
市
で
す
が
、
３

０
０
床
程
度
の
基
幹
病
院
が
市

の
中
央
に
集
中
し
て
お
り
、
東

西
に
は
総
合
病
院
が
少
な
い

と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
背
景
の
な
か
、
青
葉
病
院

（
２
０
０
３
年
開
設
、
３
６
９

床
）
は
主
に
市
東
部
、
海
浜
病

院
（
１
９
８
４
年
開
設
、
２
９

３
床
）
は
主
に
西
部
の
市
民
の

方
々
に
求
め
ら
れ
る
地
域
医
療

の
提
供
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

青
葉
病
院
は
成
人
及
び
児
童
精

神
医
療
、
血
液
内
科
診
療
、
そ

し
て
県
の
災
害
拠
点
、
県
内
で

数
少
な
い
第
２
種
感
染
症
指
定

病
院
と
し
て
機
能
し
て
お
り
ま

す
。
海
浜
病
院
は
県
の
災
害
拠

点
、
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
、

地
域
小
児
科
セ
ン
タ
ー
、
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と

　

こ
の
度
、
千
葉
大
学
医
学
部   

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
理
事
を
推

薦
頂
き
ま
し
た
、
北
野
愼
一
郎

（
75
歳
）
と
申
し
ま
す
。
昭
和
50

年
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業
後
、

東
京
女
子
医
科
大
学
麻
酔
科

教
室
、
東
京
都
葛
飾
区
柴
又
に

て
北
野
医
院
継
承
、
平
成
15
年

　

こ
の
た
び
、
静
岡
ゐ
の
は
な
会

理
事
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
私
は
、JC

H
O

東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
お
り
、
東
京
ゐ
の

は
な
会
会
長
岡
本
和
久
先
生
の

ご
推
薦
に
よ
り
東
京
ゐ
の
は
な

会
選
出
の
ゐ
の
は
な
同
窓
会
理

　

令
和
６
年
３
月
の
卒
業
生
一

同
を
代
表
し
て
、
こ
の
度
、
鈴

木
孝
一
郎
、
古
川
こ
と
美
が
千

葉
大
学
医
学
部
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
新
し
い
幹
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
長
年
に
渡
り
同
窓
会

の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
方
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
新
し
い
世
代
も
同
窓
会

に
加
わ
り
、
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
卒
業
生
同
士
の
絆
を
一
層

深
め
、
母
校
の
発
展
に
も
寄
与

で
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

事
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
４

月
に
、JC

H
O

三
島
総
合
病
院

院
長
に
異
動
と
な
り
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
会
長
吉
原
俊
雄
先
生

な
ら
び
に
静
岡
ゐ
の
は
な
会
会

長
宮
本
恒
彦
先
生
の
ご
高
配
に

よ
り
、
続
け
て
ゐ
の
は
な
同
窓

会
理
事
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
微
力
な
が
ら
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
市
病
院
事
業
管
理
者

　

山　

本　

恭　

平
（
昭
57
）

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会　

理
事

 

北　

野　

愼
一
郎
（
昭
50
）

静
岡
ゐ
の
は
な
会　

理
事

 

赤　

倉　

功
一
郎
（
昭
59
）

令
和
６
年
学
生
幹
事

 

鈴　

木　

孝
一
郎
（
令
6
）

 

古　

川　

こ
と
美
（
令
6
）

令
和
６
年
度　

令
和
６
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会

ゐ
の
は
な
同
窓
会

新
理
事
・
新
幹
事　

就
任
挨
拶

新
理
事
・
新
幹
事　

就
任
挨
拶

病　院
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か
ら
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
千

葉
中
央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
漢
方
を
交
え
た
あ
ら
た
な
医
療

論
」（
医
学
書
院
）
を
執
筆
中
で

す
。
東
洋
哲
学
を
も
組
み
入
れ

た
新
た
な
日
本
型
医
療
シ
ス
テ

ム
を
提
案
し
ま
す
。
秋
ま
で
に

出
版
で
き
る
よ
う
、
初
稿
に
加

筆
訂
正
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

す
。

　

母
校
か
ら
の
招
聘
が
無
く
民

間
病
院
の
勤
務
医
に
な
っ
て
い

た
ら
、
今
回
の
叙
勲
の
話
は
無

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

人
生
は
計
算
通
り
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
60
歳
に
し
て
千
葉
大
学

に
戻
し
て
頂
い
た
後
は
漢
方
の

本
質
的
な
思
想
研
究
に
も
取
り

掛
か
り
、
岩
波
書
店
か
ら
『
吉

益
東
洞
の
研
究
』
を
出
版
。
こ

の
業
績
が
評
価
さ
れ
日
本
大
学

文
の
質
が
高
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
還
元
主
義
を
唯
一
の
拠
り

所
と
す
る
教
授
会
の
尺
度
で
測

る
こ
と
の
出
来
る
資
格
と
経
歴

に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
選
考
に

合
格
し
た
と
い
う
次
第
で
す
。

　

34
歳
で
富
山
医
科
薬
科
大
学

に
赴
任
し
た
わ
け
で
す
が
、
学

内
で
は
常
に
怪
し
い
（
理
解
不

能
の
）
存
在
で
あ
っ
た
の
で
、
漢

方
治
療
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
院

内
か
ら
の
神
経
内
科
的
な
コ
ン

サ
ル
ト
に
は
丁
寧
に
応
じ
、
学

生
向
け
の
神
経
内
科
学
の
講
義

も
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の
大
学

に
は
付
置
研
究
所
と
し
て
「
和

漢
薬
研
究
所
」
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
漢
方
の
基
礎
研
究
で
は

大
い
に
助
け
て
頂
き
、
２
０
０

２
年
に
は
文
部
科
学
省
の
21
世

紀C
O

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
東

洋
の
知
に
立
脚
し
た
個
の
医
療

の
創
生
」
で
応
募
し
、
採
択
さ

れ
、
そ
の
拠
点
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

間
、
医
学
部
長
、
病
院
長
を
歴

任
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
「
学
長

選
挙
」
に
立
候
補
し
ま
し
た
が
、

一
次
選
挙
で
圧
勝
し
た
も
の
の

教
授
会
に
よ
る
本
選
挙
で
惜
敗
。

大
学
を
辞
職
す
る
事
態
に
至
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
状
況

を
知
っ
た
当
時
の
千
葉
大
学
長
・

磯
野
可
一
先
生
か
ら
、
千
葉
大
学

に
戻
っ
て
和
漢
診
療
学
講
座
を

担
当
す
る
よ
う
に
と
の
お
招
き

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
獄

で
仏
に
出
会
う
と
は
こ
の
こ
と
で

ま
し
た
。
そ
の
翌
年
（
卒
後
３

年
目
）
の
春
に
新
入
医
局
員
全

員
が
関
連
病
院
へ
の
出
向
と
な

り
ま
し
た
が
、
私
は
東
京
学
芸

大
学
山
岳
部
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

隊
の
医
師
と
し
て
７
・
８
月
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
く
先
約

が
あ
っ
た
の
で
、
教
授
に
お
願

い
し
て
９
月
か
ら
熊
谷
総
合
病

院
に
出
向
し
ま
し
た
。
翌
年
の

春
に
帰
局
し
、
神
経
内
科
を
志

し
渡
辺
誠
介
先
生
（
昭
27
）
の

主
宰
す
る
「
筋
電
図
室
」
に
所

属
し
ま
し
た
。
川
口
新
一
郎

（
昭
30
）、
和
泉
（
丸
山
）
佳
子

（
昭
43
）、
栃
木
捷
一
郎
（
北

大
・
昭
44
）
諸
先
生
の
ご
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
志
村
昭
光
先

生
（
昭
30
）、
永
井
順
先
生
（
昭

34
）、
松
下
嘉
一
先
生
（
昭
36
）、

七
辺
一
三
先
生
（
昭
38
）
は
こ

の
研
究
室
のO

B
で
、
富
山
に

赴
任
後
も
医
局
員
の
内
科
研
修

な
ど
で
大
変
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
生
は
計
算
通

り
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
１
９
７

４
年
に
渡
辺
誠
介
先
生
に
同
行

し
て
ロ
ン
ド
ン
の
国
立
神
経
病

院
で
数
か
月
間
の
勉
強
を
し
ま

し
た
が
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま

る
神
経
内
科
学
の
俊
秀
た
ち
は

脳
の
中
を
見
て
き
た
よ
う
な
解

剖
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
こ
で
、
帰
国
後
に
本

学
の
解
剖
学
教
室
（
大
谷
克
己

教
授
）
で
本
格
的
に
中
枢
神
経

の
解
剖
学
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま

を
顧
問
教
官
と
し
て
設
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。
私
が
こ
の
研
究

会
に
入
会
し
た
１
９
６
５
年
当

時
、
医
師
で
漢
方
の
臨
床
に
携

わ
っ
て
い
る
方
は
全
国
で
27
人
。

ま
さ
に
絶
滅
危
惧
種
に
相
当
す

る
状
況
で
し
た
。
絶
滅
を
阻
止

し
た
い
と
い
う
、
言
わ
ば
「
判
官

贔
屓
」
で
心
に
火
が
付
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
叔
父
の
小
倉

重
成
（
昭
17
）
が
こ
の
研
究
会

の
講
師
で
、
私
の
漢
方
の
師
匠

で
す
が
、
当
時
、
眼
科
医
で
漢

方
の
臨
床
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。「
東
洋
医
学
研
究
会
」
に
お

け
る
系
統
講
義
と
夏
季
休
暇
な

ど
に
は
叔
父
宅
で
臨
床
実
習
に

精
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
医
学

部
卒
業
の
頃
に
は
そ
れ
な
り
の

漢
方
の
腕
前
を
獲
得
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
、
医
学
部
卒
業
と
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
当
時
の
「
非

入
局
運
動
」
に
賛
同
し
、
川
崎

製
鉄
千
葉
病
院
で
内
科
研
修
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時

の
恩
師
が
佐
藤
重
明
先
生
（
昭

35
）
で
す
。
そ
し
て
翌
年
の
四

月
に
奥
田
邦
雄
内
科
に
入
局
し

　

私
は
令
和
五
年
秋
の
叙
勲
で

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
致
し
ま
し

た
。
皇
居
宮
殿
で
の
拝
謁
の
際

に
は
陛
下
か
ら
お
声
が
け
も
賜

り
嬉
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

受
章
の
業
績
は
「
漢
方
医
学

の
継
承
と
発
展
・
和
漢
診
療
学

の
創
生
」
で
あ
り
ま
し
て
、
こ

の
種
の
業
績
で
の
叙
勲
は
歴
史

上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
医
学

部
に
和
漢
診
療
学
講
座
を
持
つ

国
立
大
学
は
富
山
大
学
と
千
葉

大
学
の
二
校
で
あ
り
、
こ
の
領

域
の
先
導
的
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
創
設
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

第
一
内
科
に
学
ん
だ
私
が
な

ぜ
こ
の
道
を
切
り
拓
い
た
か
の
概

略
を
記
し
て
み
ま
す
。
私
は
千

葉
大
学
医
学
進
学
過
程
に
入
学

と
同
時
に
「
東
洋
医
学
研
究
会
」

に
入
会
し
、
漢
方
の
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
会
は
１
９
３
９

年
に
眼
科
の
伊
東
彌
恵
治
教
授

し
た
。
そ
の
年
に
開
始
さ
れ
た

神
経
内
科
専
門
医
試
験
に
も
合

格
し
ま
し
た
（
第
３
号
で
す
）。

と
こ
ろ
が
、
大
学
院
在
学
中
に

本
学
に
神
経
内
科
学
講
座
が
新

設
さ
れ
、
そ
の
教
授
選
考
に
渡

辺
誠
介
先
生
が
破
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
１
９
７
９
年
に
大

学
院
を
修
了
し
博
士
号
の
学
位

を
頂
き
、
４
月
に
平
山
惠
造
教

授
の
主
宰
す
る
神
経
内
科
学
教

室
に
入
局
し
ま
し
た
が
、
何
と
、

そ
の
７
月
に
新
設
の
富
山
医
科

薬
科
大
学
か
ら
和
漢
診
療
室
を

作
る
と
い
う
こ
と
で
招
聘
を
受

け
た
の
で
す
。
こ
の
大
学
の
建

学
の
理
念
が
「
東
西
医
学
の
融

合
統
一
」
で
あ
っ
た
の
で
、
わ
た

く
し
の
所
期
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
に
富
山
に
赴
任
し
た
次

第
で
す
。

　

歴
史
に
「
も
し
も
」
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
渡
辺
誠
介
先
生
が

教
授
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
ら
富

山
医
科
薬
科
大
学
に
赴
任
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
し
、
叙
勲
と
も
縁
の
な
い

人
生
を
歩
ん
だ
と
考
え
ま
す
。

　

と
も
か
く
漢
方
と
い
う
科
学

と
は
別
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
取
り

組
む
の
で
、
科
学
至
上
主
義
の

教
授
会
メ
ン
バ
ー
と
渡
り
合
う

の
は
大
変
で
し
た
。
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
「
建

学
の
理
念
」
と
神
経
内
科
の
専

門
医
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

B
rain R

esearch

誌
に
投
稿
し

た
眼
球
運
動
に
関
す
る
博
士
論

　

昭
和
39
年
歯
科
大
学
を
卒
業

し
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
格

後
、
第
一
外
科
勤
務
の
義
兄
の

内
田
威
郎
医
師
の
紹
介
で
、
佐

藤
伊
吉
教
授
の
歯
科
口
腔
外
科

教
室
に
入
局
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
入
局
時
、
佐
藤
教
授
か
ら
、

医
局
に
は
多
く
の
大
学
か
ら
の

研
究
生
が
在
籍
し
て
い
る
の
で

仲
良
く
医
局
生
活
を
過
ご
し
て

下
さ
い
。
そ
れ
と
、
自
分
の
将

来
を
学
者
に
な
る
か
、
開
業
医

に
な
る
か
を
定
め
、
毎
日
を
過

ご
し
て
下
さ
い
と
訓
示
を
頂
き

ま
し
た
。
佐
藤
研
一
先
生
と
同

時
に
入
局
し
ま
し
た
。
研
一
先

生
は
や
が
て
教
授
に
な
ら
れ
る

方
で
す
し
、
私
は
開
業
医
を
目

指
し
入
局
い
た
し
ま
し
た
。

　

医
局
の
先
輩
の
指
導
の
下
、

外
来
診
療
や
口
腔
外
科
小
手
術

等
を
見
学
、
助
手
な
ど
を
し
な

が
ら
臨
床
を
積
ん
で
い
き
ま
し

た
。
週
一
回
は
佐
藤
教
授
の
口

腔
が
ん
等
の
大
き
な
手
術
を
見

学
し
、
全
身
麻
酔
、
人
口
呼
吸

器
管
理
の
安
全
な
手
術
に
感
激

を
抱
き
ま
し
た
。

　

２
年
後
医
局
の
指
令
で
某
開

業
歯
科
医
院
に
ア
ル
バ
イ
ト
に

行
く
こ
と
と
な
り
、
診
療
所
の

清
掃
、
機
器
の
消
毒
、
滅
菌
、

患
者
の
取
り
扱
い
方
な
ど
、
開

業
歯
科
医
院
の
経
営
学
を
少
し

ゐ の は な 同 窓 会 報

受
章
の
挨
拶

瑞
宝
中
綬
章

叙
勲
の
光
栄
に
浴
し
て

�

寺　

澤　

捷　

年
（
昭
45
）

旭
日
双
光
章

叙
勲
を
拝
受
し
て

�

小　

池　

清　

二
（
日
本
歯
大
・
昭
39
）
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蚊
に
刺
さ
れ
て
、
か
ゆ
く
て
泣

き
じ
ゃ
く
る
子
供
が
救
急
車
で

運
ば
れ
て
く
る
、
な
ど
ほ
ん
の
一

例
で
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
呼
ば
れ
れ
ば
駆
け
付
け

な
い
と
い
け
な
い
救
急
車
の
対

応
は
大
変
で
す
。
こ
れ
で
は
助

か
る
命
も
助
け
ら
れ
な
い
、
と

考
え
救
急
車
の
適
正
利
用
を
ま

ず
前
面
に
出
し
て
、
当
地
域
の

小
児
救
急
の
医
療
体
制
の
現
状

と
、
夜
間
に
子
供
の
具
合
が
悪

く
な
っ
た
時
の
対
処
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
ず
こ
れ
を
や
ろ

う
と
、
い
う
こ
と
で
発
起
人
に

な
り
、
講
師
と
な
り
、
長
生
郡

市
広
域
市
町
村
圏
組
合
と
医
師

会
が
連
携
し
た
共
同
事
業
と
し

て
、
小
学
校
入
学
前
の
保
護
者

を
対
象
に
、
子
供
の
救
急
講
習

会
を
開
始
し
ま
し
た
。
翌
年
に

は
14
の
小
学
校
、
私
に
賛
同
の

医
師
を
新
た
に
加
え
、
７
２
０

名
の
保
護
者
が
受
講
し
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
講
習
会
の
成
果
と

し
て
、
夜
間
の
一
次
救
急
を
担

う
夜
間
急
病
診
療
所
に
つ
い
て
、

講
習
会
の
始
ま
っ
た
２
０
０
９

年
に
は
４
１
０
６
人
の
受
診
者

数
、
２
０
２
２
年
に
は
７
２
１

人
と
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
夜

間
救
急
の
医
療
体
制
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
小
児
を
中
心
と

し
た
、
夜
間
救
急
医
療
体
制
を

維
持
す
る
た
め
に
、
こ
の
子
供

の
救
急
講
習
会
を
開
き
、
適
正

受
診
の
必
要
性
を
住
民
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
軽
症
の

申
し
上
げ
ま
す
。

芳
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

４
年
後
、
父
が
脳
梗
塞
で
倒

れ
、
母
親
の
勧
め
で
市
原
市
姉

崎
の
実
家
の
隣
に
小
池
歯
科
医

院
を
開
業
し
ま
し
た
。
折
し
も
、

臨
海
工
業
地
帯
が
市
原
市
ま
で

伸
延
し
、
人
口
の
急
増
で
虫
歯

も
増
え
、
毎
日
９
時
頃
ま
で
診

療
し
、
忙
し
い
生
活
振
り
で
し

た
。
人
口
増
で
市
内
の
小
中
学

校
が
毎
年
１
校
新
設
さ
れ
、
会

員
全
員
が
学
校
歯
科
医
に
就
任

し
、
一
時
は
４
校
を
受
け
持
つ

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
業
と
同
時
に
市
原
市
歯
科

医
師
会
に
入
会
し
、
数
年
後
理

事
に
就
任
、
専
務
理
事
４
年
、

副
会
長
６
年
、
会
長
２
年
を
経

験
し
、
翌
年
千
葉
県
歯
科
医
師

会
学
校
歯
科
部
会
理
事
を
５
年

勤
め
、
千
葉
県
学
校
歯
科
保
健

大
会
、
関
東
地
区
学
校
歯
科
保

健
大
会
、
全
国
学
校
歯
科
保
健

大
会
等
に
参
加
し
、
児
童
生
徒

の
学
校
で
の
取
組
等
を
広
く
研

究
し
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
は

小
・
中
学
校
２
校
の
学
校
歯
科

医
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
旭
日
双
光
章
の
叙

勲
に
対
し
、
歯
科
医
師
と
し
て

の
研
修
に
当
た
っ
て
は
、
同
門

会
の
入
翠
会
や
ゐ
の
は
な
同
窓

会
の
皆
様
方
の
心
厚
き
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
衷
心
よ
り

感
謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
ぬ
よ

う
一
層
の
精
励
致
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

　

ま
た
、
腸
内
細
菌
叢
が
宿
主

の
生
体
防
御
や
免
疫
系
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
無
菌
マ

ウ
ス
や
腸
内
細
菌
叢
の
異
な
る

階
層
の
網
羅
的
解
析
を
組
み
合

わ
せ
た
統
合
オ
ミ
ク
ス
解
析
手

法
を
す
る
こ
と
で
、
腸
内
細
菌

の
主
要
な
代
謝
物
で
あ
る
酢
酸

や
酪
酸
が
腸
管
免
疫
系
や
生
体

防
御
に
果
た
す
役
割
を
明
ら
か

に
す
る
と
共
に
、
肥
満
や
２
型

糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
疾
患
、
自

己
免
疫
疾
患
で
あ
る
１
型
糖
尿

病
や
多
発
性
硬
化
症
、
さ
ら
に

は
本
学
小
児
病
態
学
の
下
条
直

樹
名
誉
教
授
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症

や
そ
の
抑
制
に
働
く
腸
内
細
菌

や
そ
の
代
謝
物
を
明
ら
か
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
を
ご
評
価

い
た
だ
き
今
回
の
褒
章
に
繋

が
っ
た
も
の
と
、
こ
れ
ま
で
私

と
共
に
研
究
を
進
め
て
く
れ
た

研
究
室
の
現
在
並
び
に
過
去
の

在
籍
者
の
皆
様
、
多
く
の
共
同

研
究
者
の
先
生
方
、
さ
ら
に
は

こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た

先
生
方
に
感
謝
致
し
ま
す
。
幸

い
あ
と
５
年
ほ
ど
現
職
を
続
け

ら
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も

微
力
な
が
ら
医
学
の
発
展
と
そ

の
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
よ

う
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

腸
内
細
菌
を
取
り
込
ん
で
腸
管

免
疫
系
に
受
け
渡
す
細
胞
内
輸

送
の
発
達
し
た
特
殊
な
腸
管
上

皮
細
胞
サ
ブ
セ
ッ
ト
で
あ
る
Ｍ

細
胞
の
研
究
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
定
め
、
今
回
の
受
賞
に
繋
が

る
腸
管
免
疫
学
の
研
究
を
開
始

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
16
年

に
現
在
も
在
籍
す
る
理
化
学
研

究
所
に
移
る
と
と
も
に
、
腸
内

細
菌
叢
が
宿
主
に
及
ぼ
す
影
響

の
重
要
性
に
着
目
し
、
腸
内
細

菌
を
宿
主
が
認
識
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
Ｍ
細
胞
研
究
に
加

え
、
腸
内
細
菌
が
宿
主
の
免
疫

系
や
疾
患
に
及
ぼ
す
影
響
の
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
も
開
始

し
ま
し
た
。

　

Ｍ
細
胞
は
電
子
顕
微
鏡
に
よ

る
形
態
学
研
究
か
ら
１
９
７
０

年
代
初
頭
に
発
見
さ
れ
ま
し
た

が
そ
れ
以
降
も
長
ら
く
形
態
学

が
主
流
で
あ
り
、
細
胞
特
異
的

マ
ー
カ
ー
分
子
も
未
同
定
で
し

た
。
私
ど
も
は
、
Ｍ
細
胞
特
異

的
に
発
現
す
る
遺
伝
子
群
を
同

定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
全

く
不
明
で
あ
っ
た
Ｍ
細
胞
の
機

能
や
分
化
に
関
す
る
分
子
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
令
和
５
年
秋
の
叙

勲･

褒
章
に
お
い
て
、
紫
綬
褒

章
受
章
と
い
う
栄
誉
に
浴
し
ま

し
た
。
私
は
昭
和
58
年
に
本
学

卒
業
後
、
麻
酔
科
に
入
局
し
ま

し
た
が
、
医
学
部
進
学
前
か
ら

基
礎
医
学
に
興
味
が
あ
り
、
昭

和
62
年
に
本
学
大
学
院
医
学

研
究
科
に
入
学
し
、
谷
口
克
先

生
、
齊
藤
隆
先
生
の
元
で
免
疫

学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
３
年
に
博
士
課
程
修
了
後

は
齊
藤
隆
先
生
の
教
室
で
助
手

を
務
め
た
後
、
休
職
制
度
に
よ

り
平
成
６
年
か
ら
３
年
間
米
国

N
IH

に
留
学
さ
せ
て
頂
き
、
細

胞
生
物
学
（
細
胞
内
小
胞
輸
送
）

の
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。
復

職
後
、
齊
藤
研
究
室
の
助
教
授

を
経
て
、
平
成
11
年
に
金
沢
大

学
が
ん
研
究
所
に
教
授
と
し
て

赴
任
し
、
研
究
室
を
主
宰
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
免
疫
学

と
細
胞
内
輸
送
の
研
究
を
組
み

合
わ
せ
た
研
究
対
象
と
し
て
、

受賞の挨拶

送
な
ど
困
っ
た
こ
と
が
毎
日
の

よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。
２
０
０

８
年
７
月
救
急
医
療
体
制
を
整

備
す
べ
く
、
行
政
の
長
生
郡
市

広
域
市
町
村
圏
組
合
に
設
置
さ

れ
た
、
長
生
郡
市
救
急
医
療
体

制
検
討
委
員
会
に
医
師
会
代
表

と
し
て
参
加
し
論
議
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
や
、
住
民
た
ち
と
対
話
を

し
て
き
ま
し
た
。
会
議
は
喧
々

諤
々
、
３
年
度
に
は
や
っ
と
の

こ
と
で
侃
々
諤
々
と
な
っ
て
幕

引
き
と
な
り
、
こ
う
し
て
破
綻

に
瀕
し
て
い
た
夜
間
救
急
医
療

体
制
の
維
持
再
生
に
、
向
か
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で

一
安
心
か
と
思
っ
た
ら
、
一
次
救

急
の
夜
急
診
に
救
急
車
が
集
ま

る
結
果
に
。
内
容
は
と
い
う
と
、

赤
ち
ゃ
ん
が
ミ
ル
ク
を
飲
ん
だ

後
に
、
げ
っ
ぷ
が
出
な
い
と
か
、

　

開
業
以
来
、
産
婦
人
科
を
中

心
に
、
地
域
医
療
に
向
き
合
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
夜
は
お
産

だ
け
で
は
な
く
、
医
者
が
い
つ

も
い
る
か
ら
と
言
っ
て
救
急
車

が
夜
中
で
も
来
院
す
る
こ
と
が

多
く
、
救
急
外
来
と
産
科
の
２

本
立
て
の
生
活
で
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
開
業
２

年
目
か
ら
救
急
・
災
害
医
療
検

討
委
員
会
の
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
委
員
長
に
な
っ
た
２
０
０

６
年
、
二
次
待
機
病
院
の
崩
壊
、

１
か
月
に
14
日
も
空
白
が
で
き

た
の
で
す
。
住
民
は
も
と
よ
り

救
急
車
の
他
の
地
域
へ
患
者
輸

ゐ の は な 同 窓 会 報

紫
綬
褒
章

紫
綬
褒
章
受
章
に
際
し
て

�

大　

野　

博　

司
（
昭
58
）

日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大
賞
を
受
賞
し
て

�

清　

水　

三　

郎
（
日
本
医
大
・
昭
42
）

清水三郎　略歴
　1939年千葉県一宮町に生まれる。14歳
上の兄（文雄）は千葉大学医学部卒の産
婦人科医であった。私の進路に兄の産婦
人科への一押しがあったことは確かであ
る。
　1967年日本医科大学卒業後千葉大学医
学部附属病院産婦人科医として勤務。千
葉県立東金病院産婦人科、千葉県がんセ
ンター婦人科を経て1981年茂原市に清水
三郎医院を開業。茂原市長生郡医師会に
所属。保育所・幼稚園の園医、小学校・
中学校の校医、夜間急病診療所出勤医を
20年以上務める。2010年千葉県医療功労
者知事表彰。2019年千葉県医療功労賞。
2019年度救急医療功労者の厚生労働大臣
表彰。2022年千葉県医師会表彰。2024年
日本医師会赤ひげ大賞受賞。
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た
一
連
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
「
健

康
格
差
縮
小
を
目
指
し
た
社
会

疫
学
研
究
」
で
、
ゐ
の
は
な
同

門
で
５
人
目
と
な
る
日
本
医
師

会
医
学
賞
、
他
に
も
中
山
賞
大

賞
、
ヘ
ル
シ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
賞

（
パ
イ
オ
ニ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
部

門
）
な
ど
を
授
与
さ
れ
達
成
感

（A

）
も
味
わ
え
た
。

　

教
育
面
で
は
『
研
究
の
育
て

方
│
ゴ
ー
ル
と
プ
ロ
セ
ス
の
「
見

え
る
化
」』（
医
学
書
院
）
を
出

版
し
た
。
指
導
し
た
約
50
人
の

院
生
か
ら
、
医
学
薬
学
府
長
表

彰
者
を
５
年
連
続
、
学
長
表
彰

者
も
３
年
連
続
で
輩
出
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
う
。「
金
を
残

す
人
生
は
下
、
事
業
を
残
す
人

生
は
中
、
人
を
残
す
人
生
こ
そ

が
上
な
り
」（
後
藤
新
平
）
と
い

う
か
ら
上
出
来
だ
ろ
う
。

　

社
会
貢
献
の
面
で
は
、
厚
生
労

働
省
参
与
やW

H
O

 Technical 
A

dvisory G
roup

メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ン
（K

T

：
知
見
の
政

策
や
事
業
へ
の
活
用
）
に
努
め

て
き
た
。K

T

の
仕
方
を
ま
と

め
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
をW

H
O

か

ら
出
版
。
社
会
疫
学
の
研
究
拠

点
と
な
る
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

社
会
予
防
医
学
研
究
部
門
は
存

続
が
決
ま
っ
た
。
一
般
社
団
法

人
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究

（JA
G

E
S

）
機
構
な
ど
を
通
じ

て
、
引
き
続
きK

T

に
努
め
た

い
。

　

以
上
、「
苦
楽
し
い
」
が
、
充

く
の
分
野
で
精
神
保
健
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
精
神
疾
患
に
対
す
る
理
解

が
さ
ら
に
深
ま
り
、
精
神
医
療

が
さ
ら
に
進
歩
す
る
と
と
も
に

支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
千
葉
大
学
医

学
部
と
附
属
病
院
、
そ
し
て
ゐ

の
は
な
同
窓
会
が
発
展
す
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
長
き

に
亘
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

理
解
し
て
下
さ
る
よ
う
に
な
り
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
囲
む

様
々
な
こ
と
が
大
き
く
、
し
か

も
急
激
に
変
化
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
新
た
な
ス

ト
レ
ス
が
生
じ
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
支
援

体
制
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
個
々
人
の
精
神
的

苦
悩
が
多
様
な
形
で
益
々
増
加

す
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
多

ま
す
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
、

子
供
の
救
急
出
前
講
習
会
を
続

け
て
ゆ
き
ま
す
。

患
者
を
減
少
さ
せ
、
夜
間
救
急

医
療
体
制
の
崩
壊
を
防
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
事

が
評
価
を
受
け
た
も
の
と
思
い

退 任 挨 拶

の
任
期
中
に
附
属
病
院
に
こ
ど

も
の
こ
こ
ろ
診
療
部
、
千
葉
大

学
社
会
精
神
保
健
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の

発
達
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ま
さ

に
精
神
医
学
、
精
神
医
療
、
精

神
保
健
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

き
た
と
思
い
、
感
慨
深
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
間
、
別
館
に
あ
っ

た
精
神
神
経
科
病
棟
は
東
病
棟

４
階
に
移
動
し
、
新
外
来
棟
が

で
き
、
医
学
部
も
新
棟
に
移
る

な
ど
建
物
に
関
し
て
も
変
化
が

あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
精
神
科
医
に
な
っ

て
医
療
従
事
者
の
精
神
疾
患
へ

の
理
解
や
受
容
度
の
低
さ
に
驚

く
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（L

C

）
を
強
化

し
ま
し
た
が
、
初
期
研
修
医
も

L
C

に
積
極
的
に
参
加
し
、
他

科
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

も
精
神
疾
患
に
つ
い
て
徐
々
に

　

令
和
６
年
３
月
末
で
定
年
退

職
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私

は
昭
和
59
年
３
月
に
千
葉
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
附
属
病
院

精
神
神
経
科
で
研
修
医
と
し
て

昭
和
61
年
９
月
ま
で
在
籍
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
更

津
病
院
、
国
立
精
神
・
神
経
セ

ン
タ
ー
、
浜
松
医
科
大
学
を
経

て
、
平
成
12
年
６
月
１
日
に
千

葉
大
学
の
精
神
医
学
の
教
授
と

し
て
戻
り
ま
し
た
。
23
年
10
カ

月
と
い
う
長
き
に
亘
っ
て
ご
支

援
や
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

医
学
部
生
時
代
に
精
神
科
の

重
要
性
は
増
す
と
考
え
て
精
神

科
医
と
な
り
ま
し
た
が
、
教
授

入
）、R

 （R
elationships

、
人

間
関
係
）、M

 

（M
eaning

、

意
義
）、A

 

（A
chievem

ent

、

達
成
） 

だ
と
心
理
学
者
セ
リ
グ

マ
ン
は
言
う
。

　

研
究
に
は
、
耐
え
る
日
々
は

つ
き
も
の
だ
が
、
基
調
は
明
る

い
気
分
（P

）
で
あ
っ
た
。
ラ
イ

フ
テ
ー
マ
と
な
る
社
会
疫
学
に

出
会
え
た
の
で
没
入
（E

）
で

き
た
。
人
間
関
係
（R

）
で
は
、

最
終
講
義
に
現
地
に
集
ま
っ
て

く
れ
た
１
５
０
人
超
の
人
た
ち

に
象
徴
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
恵
ま
れ
た
。
意
義
（M
）
で

言
え
ば
、
健
康
日
本
21
に
「
健

康
格
差
の
縮
小
」「
社
会
と
の
つ

な
が
り
」
な
ど
が
加
わ
り
、
介

護
予
防
政
策
の
見
直
し
に
寄
与

す
る
研
究
が
で
き
た
。
こ
う
し

　

気
づ
け
ば
千
葉
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
47
年
だ
か
ら
、
ほ
ぼ

半
世
紀
で
あ
る
。
千
葉
大
学
に

は
、
最
初
の
６
年
間
で
医
師
に

し
て
も
ら
い
、
後
に
博
士
号
授

与
、
最
後
の
10
年
を
予
防
医
学

セ
ン
タ
ー
教
授
と
し
て
「
研
究
・

教
育
・
社
会
貢
献
」
の
３
つ
の

面
でw

ell-being

（
幸
福
）
な

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

w
ell-being

を
高
め
る
た
め

の
５
つ
の
要
素
は
、P （Positive 

E
m

otion

、
ポ
シ
テ
ィ
ヴ
感

情
）、E

 

（E
ngagem

ent

、
没

名
も
環
境
生
命
医
学
と
な
り
、

D
N

A

マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
等
の
新

し
い
手
法
を
用
い
て
環
境
中
の

化
学
物
質
に
よ
る
生
体
影
響
を

調
べ
る
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

森
先
生
は
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
に
賞

を
と
る
こ
と
を
推
奨
さ
れ
、
そ
の

お
か
げ
で
私
も
千
葉
大
学
な
の

は
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
賞
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
な
っ
た
後
の
五
年
間

は
医
学
部
教
育
を
継
続
し
つ
つ
、

柏
の
葉
に
開
設
さ
れ
た
環
境
健

康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

で
過
ご
し
ま
し
た
。
農
家
出
身

の
私
に
と
っ
て
菜
園
や
果
樹
園

に
囲
ま
れ
た
セ
ン
タ
ー
は
居
心

地
が
良
く
、
ま
た
他
学
部
か
ら

着
任
さ
れ
た
先
生
方
と
も
交
流

が
で
き
、
一
段
と
視
野
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

准
教
授
に
昇
任
し
て
環
境
生

命
医
学
に
戻
る
と
、
肉
眼
解
剖

学
の
教
育
を
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
講
義
と
実

習
を
着
実
に
こ
な
す
こ
と
で
精

一
杯
で
し
た
が
、
後
に
助
教
に

着
任
さ
れ
た
整
形
外
科
出
身
の

　

平
成
２
年
３
月
に
解
剖
学
第

一
講
座
助
手
に
着
任
し
て
以
来
、

あ
っ
と
い
う
間
の
34
年
で
し
た
。

そ
の
前
の
委
託
研
究
生
時
代
を

含
め
る
と
、
千
葉
大
に
は
約
40

年
間
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

着
任
当
時
教
授
で
あ
ら
れ
た

嶋
田
裕
先
生
に
は
、
肉
眼
解
剖

学
、
発
生
学
、
解
剖
実
習
に
つ

い
て
一
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

ま
た
研
究
に
つ
い
て
も
鍛
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
蛍
光
顕
微

鏡
、
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
、

走
査
・
透
過
電
子
顕
微
鏡
な
ど

を
駆
使
し
て
構
造
の
神
髄
に
迫

り
、
形
態
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
明
し
て
ゆ
く
研
究
は
本
当
に

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
そ
の
後

教
授
に
就
任
さ
れ
た
森
千
里
先

生
に
は
、
新
た
な
研
究
分
野
を

開
拓
す
る
様
を
近
く
で
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
領
域

実
し
た
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て

の
人
に
感
謝
し
ま
す
。

本
庄
市
で
地
域
医
療
に
従
事
す

る
予
定
で
す
。
皆
様
か
ら
の
長

き
に
渡
る
ご
支
援
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
を
定
年
退
職
す
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
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ク
ア
ッ
プ
と
血
液
内
科
な
ど
多

く
の
診
療
科
の
ご
協
力
、
２
０

１
７
年
か
ら
は
消
化
器
内
科
の

全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い

た
だ
き
、
腫
瘍
内
科
診
療
や
多

く
の
臨
床
試
験
、
学
部
学
生
・

大
学
院
生
の
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に

も
沢
山
の
方
々
や
診
療
科
の
ご

指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
私
の

キ
ャ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
が
多
く

の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
賜
物

で
す
。
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
千
葉
大
学
の
さ

ら
な
る
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

ば
こ
れ
が
腫
瘍
内
科
に
進
む
契

機
で
し
た
。
米
国
留
学
を
経
て

１
９
９
５
年
に
呼
吸
器
内
科
に

戻
り
、
多
く
の
大
学
院
生
と
実

験
や
臨
床
研
究
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
の
は
大
変
楽
し
い
思
い

出
で
す
。
２
０
０
７
年
に
は
千

葉
大
学
附
属
病
院
に
臨
床
腫
瘍

部
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

が
現
在
の
腫
瘍
内
科
・
臨
床
腫

瘍
部
・
臨
床
腫
瘍
学
講
座
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
15
年

以
上
に
も
わ
た
っ
て
「
が
ん
プ

ロ
」
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
学
内
外
の
多
職
種

の
先
生
方
と
の
豊
か
な
人
的
交

流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
新
た

な
診
療
部
門
創
設
に
当
た
っ
て

は
呼
吸
器
内
科
の
強
力
な
バ
ッ

を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

広
報
活
動
と
し
て
２
０
１
０

年
にT

BS

医
療
ド
ラ
マ
「
日
曜

劇
場G

M

踊
れ
ド
ク
タ
ー
」
の

原
作
と
医
療
監
修
を
手
掛
け
、

さ
ら
に
私
ど
も
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
エ
ン
タ
メ
化
し
た
「
総
合
診

療
医
ド
ク
タ
ー
Ｇ
」
は
８
年
に

及
ぶN

H
K

の
準
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
と
な
り
、
総
合
診
療
の
全

国
周
知
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
も
あ
っ
て
２
０
１
３
年
、

厚
労
省
に
て
総
合
診
療
が
基
本

領
域
の
19
番
目
の
専
門
医
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
悲
願
で
あ
っ
た
わ

が
国
の
総
合
診
療
の
専
門
研
修

制
度
が
２
0
１
８
年
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
生
き
て
い
る
う
ち

に
実
現
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
た

夢
が
、
在
任
中
に
叶
う
幸
運
に

恵
ま
れ
た
の
は
関
係
者
の
ご
尽

力
と
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
お

陰
で
す
。
２
０
２
３
年
度
か
ら

は
日
本
専
門
医
機
構
・
総
合
診

療
専
門
医
検
討
委
員
会
の
第
５

期
委
員
長
に
推
挙
さ
れ
、
現
在
、

同
専
門
研
修
制
度
の
整
備
に
奔

走
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
は
妻
が
院
長
を
務
め

る
診
療
所
に
副
院
長
と
し
て
戻

り
ま
す
。
在
任
中
、
自
由
に
さ

せ
て
く
れ
た
妻
へ
の
恩
返
し
と

し
て
、
ま
た
大
学
病
院
で
培
っ

た
診
断
ス
キ
ル
が
診
療
所
で
も

有
用
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
る

た
め
に
、
医
師
少
数
地
区
で
あ

り
、
妻
の
実
家
で
あ
る
埼
玉
県

ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
生
命
医

学
の
先
生
方
に
は
看
護
学
部
生

の
卒
業
研
究
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
多
く
の

先
生
方
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し

た
教
員
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木
崇
根
先
生
が
ク
リ
ニ
カ
ル
・

ア
ナ
ト
ミ
ー
・
ラ
ボ
の
設
立
に

着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
鈴
木

先
生
と
共
に
外
科
系
の
先
生
方

へ
協
力
を
お
願
い
す
る
行
脚
を

行
い
ま
し
た
。
平
成
25
年
に
看

護
学
部
教
授
に
着
任
し
た
後
も

兼
担
講
師
と
し
て
医
学
部
解
剖

実
習
に
参
加
し
、
肉
眼
解
剖
の

研
究
も
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き

戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
自
費
診

療
で
挑
戦
し
た
、
国
内
初
の
臓

器
横
断
的
診
断
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
外
来
に
は
、
原
因
不
明

の
症
状
に
苦
し
む
患
者
が
全
国

か
ら
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

経
営
面
で
も
当
科
の
赤
字
削
減

に
幾
ば
く
か
の
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
同
様
に
教
室
運
営
資
金

獲
得
と
、
わ
が
国
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
底
上
げ
の
た
め
に
、

研
修
登
録
医
制
度
を
利
用
し
た

生
涯
教
育
に
も
注
力
し
、
臓
器

専
門
医
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

医
転
身
を
支
援
す
る
当
教
室
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
研
修
し
た
全
国
の
開
業
医
・

勤
務
医
は
、
20
年
間
で
延
べ
３

１
４
名
に
及
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
当
教
室
か
ら
他
大
学
総
合

診
療
部
門
に
３
名
の
主
任
教
授

　

地
方
大
学
卒
業
生
で
千
葉
に

は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
一
介
の

開
業
医
を
教
授
選
で
ご
推
挙
下

さ
り
、
お
陰
様
で
悔
い
の
な
い

21
年
間
を
、
こ
こ
亥
鼻
の
地
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医
療
の
細
分
化
に
伴
っ
て
、
そ

れ
ら
の
狭
間
に
陥
る
患
者
や
疾

患
も
増
加
す
る
た
め
、
高
度
に

先
鋭
化
し
た
医
療
機
関
に
こ
そ

総
合
診
療
は
必
要
な
の
で
す
が
、

三
次
医
療
機
関
で
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
展
開
は
、
特
に
経
営

面
で
数
々
の
困
難
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

術
研
究
開
発
機
構
）
で
の
基
礎

研
究
、（
旧
）
国
立
療
養
所
松
戸

病
院
と
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院

で
の
勤
務
経
験
へ
と
導
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
放
医
研
で
は

基
礎
研
究
だ
け
で
な
く
、
日
本

に
は
腫
瘍
内
科
と
い
う
言
葉
す

ら
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
臓

器
横
断
的
な
腫
瘍
学
の
重
要
性

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
思
え

　

２
０
２
４
年
３
月
末
を
も
っ

て
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
長
い
間
な
ん
と
か
無

事
に
過
ご
せ
た
の
も
皆
様
か
ら

多
大
な
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
お
陰
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
１
９
８
３
年
に
千
葉

大
学
を
卒
業
し
呼
吸
器
内
科
に

入
局
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
出

張
の
浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

呼
吸
器
内
科
同
門
の
諸
先
輩
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
臨
床
経
験
は
も
ち
ろ
ん
、

学
会
報
告
や
論
文
発
表
を
自
由

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
の
研

究
へ
の
情
熱
を
か
き
立
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
に
帰
局

し
て
か
ら
は
肺
が
ん
臨
床
試
験

グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
の
研
究
参

加
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
私
の

腫
瘍
学
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
放
射
線
医
学
総

合
研
究
所
（
現
：
量
子
科
学
技

本
庄
市
で
地
域
医
療
に
従
事
す

る
予
定
で
す
。
皆
様
か
ら
の
長

き
に
渡
る
ご
支
援
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

退
職
の
ご
挨
拶

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

診
断
推
論
学　

 

医
学
部
附
属
病
院　

総
合
診
療
科　
　
　
　
　
　

 

生　

坂　

政　

臣
（
鳥
取
大
・
昭
60
）

退
職
の
ご
挨
拶

 

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

臨
床
腫
瘍
学　
　

 

千
葉
大
学
附
属
病
院　

腫
瘍
内
科
・
臨
床
腫
瘍
部　

 

滝　

口　

裕　

一
（
昭
58
）

令和６年度千葉大学医学部
　ホームカミングデー

（卒後四半世紀・半世紀卒業生の集い）
開催のお知らせ

開催日：令和６年11月17日（日）

ご案内学年：昭和49年卒業生（卒後50年）
　　　　　　平成11年卒業生（卒後25年）

　母校においてホームカミングデーを上記日程で開催

します。

　卒後50年（昭和49年卒）、25年（平成11年卒）の会員

皆様にご来校頂、これまでのご活躍への感謝の念をお

伝えし、感謝状・激励状および記念品を贈呈いたした

いと存じます。

　万障お繰り合わせの上、ご参集いただけましたら幸

いです。
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合
わ
せ
た
千
葉
大
な
ら
で
は
の

先
進
治
療
な
ど
に
つ
い
て
大
変

解
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
母
校
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

の
高
さ
を
実
感
し
大
変
嬉
し
く

誇
ら
し
く
感
じ
た
と
の
声
を
参

加
し
た
多
く
の
先
生
方
か
ら
聞

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
塚
満
理
事
（
平

　

総
会
終
了
後
に
は
、
本
学
よ

り
松
原
久
裕
先
端
応
用
外
科
教

授
（
昭
59
）
を
お
迎
え
し
て

「
食
道
癌
の
最
新
治
療
戦
略
」

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
と
欧
米

と
の
術
前
治
療
の
違
い
や
、
進

行
癌
治
療
や
術
後
補
助
療
法
と

し
て
の
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
阻
害
剤
の
上
乗
せ
効
果
、
さ

ら
に
は
重
粒
子
線
治
療
を
組
み

に
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
会
計
報
告
、
監
査

報
告
に
つ
づ
い
て
、
来
賓
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
い
た
吉
原
俊

雄
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

会
長
（
昭
53
）
か
ら
同
窓
会
報

告
と
し
て
創
立
１
５
０
周
年
記

念
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の
ほ
か
、

宇
都
宮
記
念
病
院
内
の
中
山
恒

明
記
念
館
ご
来
訪
時
の
様
子
な

ど
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
同
窓
会
ら
し
い
同
窓
会
を
楽

し
め
ま
し
た
と
の
声
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

　

三
澤
園
子
先
生
（
平
11
）
の

閉
会
の
辞
で
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

総
会
は
７
月
６
日
（
土
）
銀

座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
で

開
催
予
定
で
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 

（
岡
本
和
久
）

10
人
の
千
葉
大
学
教
授
の
ご
挨

拶
や
井
口
は
る
ひ
先
生
（
平
16
）

小
西
孝
明
先
生
（
平
25
）
の
姉

弟
コ
ン
ビ
に
よ
る
乾
杯
、
亥
鼻

祭
実
行
委
員
会
の
報
告
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
年
会
と
し
て
は
久
し
ぶ
り

の
立
食
式
で
、
会
場
に
は
た
く

さ
ん
の
輪
が
で
き
て
旧
交
を
温

め
る
姿
が
目
立
ち
、
久
し
ぶ
り

神
経
外
科
学
教
授
、
樋
口
佳
則

先
生
（
平
４
）、
国
立
健
康
・
栄

養
研
究
所
栄
養
疫
学
・
食
育

研
究
部
、
栄
養
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

研
究
室
室
長
、
片
桐
諒
子
先
生

（
平
20
）
が
お
話
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

奥
村
康
先
生
（
昭
44
）
の
開

会
の
辞
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
は
、

徳
久
剛
史
元
学
長
（
昭
48
）、

令
和
６
年
新
年
会
開
催
報
告

　

令
和
６
年
東
京
ゐ
の
は
な
会

新
年
会
が
１
月
20
日
（
土
）
銀

座
ア
ス
タ
ー
お
茶
の
水
賓
館
で

開
催
さ
れ
、
過
去
最
多
の
１
０

１
名
が
参
加
す
る
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

冒
頭
で
就
任
３
年
目
の
岡
本

和
久
会
長
（
平
２
）
が
「
こ
の

形
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
も
若
手
が
何
で
も
相
談
で
き

る
よ
ろ
ず
相
談
所
の
よ
う
な
東

京
ゐ
の
は
な
会
を
目
指
し
ま
す
」

と
挨
拶
。

　

理
事
会
で
は
吉
原
俊
雄
ゐ
の

は
な
同
窓
会
会
長
（
昭
53
）
の

同
窓
会
報
告
な
ど
の
後
、
１
月

にJC
H

O

三
島
総
合
病
院
へ

異
動
さ
れ
た
赤
倉
功
一
郎
参
与

（
昭
59
）
が
ご
挨
拶
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
昨
年
４
月
に
国

立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
の

心
血
管
老
化
制
御
部
部
長
、
心

不
全
・
移
植
部
門
特
任
部
長
に

就
任
さ
れ
た
清
水
逸
平
先
生

（
平
14
）
が
「
心
血
管
疾
患
治
療

法
開
発
に
向
け
た
挑
戦
」
と
題

し
て
ご
講
演
戴
き
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
で
は
千

葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
脳

令
和
６
年

 

栃
木
県
ゐ
の
は
な
会
総
会

　

令
和
６
年
栃
木
県
ゐ
の
は
な

会
総
会
が
、
１
月
28
日
（
日
）

にJR

宇
都
宮
駅
前
の
チ
サ
ン

ホ
テ
ル
宇
都
宮
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
、hybrid

開
催
か
ら
、

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
完
全
現
地

開
催
と
し
ま
し
た
が
、
初
参
加

10
名
以
上
を
含
め
33
名
の
同
窓

に
ご
参
加
い
た
だ
き
コ
ロ
ナ
前

に
匹
敵
す
る
盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
14
時
か
ら
の
総
会
で
は
、

安
藤
克
彦
副
会
長
（
群
馬
大
・

昭
60
）
の
司
会
の
も
と
、
ご
逝

去
さ
れ
た
先
生
へ
一
同
で
黙
祷

を
捧
げ
た
後
に
、
森
本
直
樹
会

長
（
平
３
）
か
ら
対
面
で
開
催

で
き
る
喜
び
と
と
も
に
、
若
い

人
た
ち
に
と
っ
て
も
楽
し
い
会

ゐ の は な 同 窓 会 報

写
真
右
か
ら

前
列
：
福
田
健
（
昭
48
）、
本
多

陸
人
（
昭
42
）、
十
川
康
弘
（
昭

55
）、
松
原
久
裕
（
昭
59
）、
吉

原
俊
雄
（
昭
53
）、
森
本
直
樹

（
平
３
）、
大
井
利
夫
（
昭
35
）、

村
野
俊
一
（
昭
50
）、
小
林
進

（
昭
54
）、
照
井
エ
レ
ナ
（
平
９
）

後
列
：
志
田
明
音
（
令
３
）、
安

藤
樹
史
（
令
２
）、
北
林
宏
之

（
平
12
）、
瀬
尾
雄
樹
（
平
18
）、

須
田
啓
一
（
昭
52
）、
廣
瀬
雅
紀

（
平
28
）、
三
橋
暁
（
弘
前
大
・

平
２
）、
河
原
井
麗
正
（
平
29

院
博
士
）、
一
瀬
雅
典
（
昭
62
）、

戸
邉
豊
総
（
旭
川
医
大
・
平

元
）、
照
井
慶
太
（
平
10
）、
川

平
洋
（
平
４
）、
行
澤
斉
悟
（
平

９
）、
善
当
将
也
（
札
幌
医
大
・

平
29
）、
神
作
憲
司
（
平
７
）、

池
田
啓
（
平
９
）、
田
中
慧
樹

（
札
幌
医
大
・
平
31
）、
石
塚
満

（
平
３
）、
宍
戸
忠
幸
（
山
梨
医

大
・
平
８
）、
玉
地
智
英
（
島
根

大
・
平
22
）、
吉
住
博
明
（
平

11
）、
安
藤
克
彦
（
群
馬
大
・
昭

60
）

枠
内
：
齊
藤
弘
司
（
昭
43
）

│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
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丁
度
定
年
を
迎
え
た
伊
豆
敦

子
先
生
、
島
正
之
先
生
、
朝
長

毅
先
生
は
、
少
し
ず
つ
責
任
や

負
担
の
少
な
い
仕
事
に
変
え
な

が
ら
、
体
力
に
応
じ
た
ワ
ー
ク

め
で
も
あ
り
ま
す
」「
で
き
る

限
り
臨
床
を
続
け
た
い
。
臨
床

を
止
め
る
と
寂
し
い
も
の
で
す
」

と
い
っ
た
言
葉
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
増
村
道
雄
先
生
は
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
の
診
療
で
、
分
か

り
や
す
い
病
状
説
明
と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
尊
重
そ
し
て
心
の
ケ

ア
を
疎
か
に
し
な
い
医
療
を
実

践
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
真
摯
な

姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
中

尾
は
、
医
療
過
誤
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
の
で
き
る
医
師
を
育
て

る
た
め
に
、
初
期
臨
床
研
修
医

に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
を

数
多
く
提
出
し
て
も
ら
う
工
夫

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

（
平
成
14
年
卒
）
の
就
任
を
祝

い
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
篠
崎
先
生
は

大
学
か
ら
の
指
示
で
、
当
日
の

同
時
間
に
京
都
でpre-O

SC
E

評
価
者
講
習
会
を
受
講
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
欠
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
食
事
と
歓
談
に
一

息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
参
加
者

に
よ
る
近
況
報
告
に
移
り
ま
し

た
。

　

宇
佐
美
暢
久
先
生
、
玉
置
哲

也
先
生
、
那
須
武
先
生
と
い
っ

た
年
配
の
先
生
が
た
は
、
ア
ミ

ロ
イ
ドPE

T

の
話
や
久
し
ぶ

り
に
訪
ね
た
医
学
部
キ
ャ
ン
パ

ス
の
様
子
、
そ
し
て
学
生
運
動

の
影
響
で
医
師
国
家
試
験
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
し
た
こ
と
や
人
生
希

望
寮
で
の
生
活
な
ど
青
春
の
思

い
出
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
じ
て
体
力
に
応
じ
た
無
理

の
な
い
勤
務
を
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、「
患
者
さ
ん
の
診
察

は
、
延
い
て
は
自
分
自
身
の
た

明
（
昭
55
）
深
谷
拓
生
（
令

４
）
白
根
正
一
郎
（
平
24
）
高

橋
誠
（
平
20
）

後
列
：
小
保
内
俊
雅
（
平
３
）

土
田
大
介
（
平
８
）
髙
森
幹
雄

（
平
７
）
高
西
喜
重
郎
（
昭
61
）

挨
拶
：
鈴
木
光
（
昭
36
）

た
。

　

定
年
後
に
多
摩
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
や
多
摩
北
部
医
療
セ
ン

タ
ー
の
上
司
と
し
て
、
非
常
勤

で
勤
め
ら
れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー

も
居
て
、
若
手
ド
ク
タ
ー
の
励

み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
し
た
。

　

賑
や
か
な
宴
も
８
時
に
は
終

了
時
間
と
な
り
、
鈴
木
先
生
の

閉
会
の
挨
拶
の
後
、
藤
田
明
先

生
の
一
本
締
め
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

（
上
田
源
次
郎
）

写
真
右
か
ら　

前
列
：
上
田
源
次
郎
（
昭
53
）

滝
川
弘
志
（
昭
43
）
山
本
弘

（
昭
39
）
石
川
て
る
代
（
昭
53
）

中
列
：
松
本
潤
（
昭
57
）
藤
田

生
徒
の
不
登
校
と
睡
眠
障
害
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
朝
日
の
紫
外
線
を
浴
び
て
、

視
床
下
部
か
ら
セ
ロ
ト
ニ
ン
が

分
泌
さ
れ
、
さ
ら
に
朝
食
を
食

べ
て
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
分
泌
さ

れ
、
体
細
胞
が
賦
活
さ
れ
、
15
、

６
時
間
後
に
松
果
体
か
ら
メ
ラ

ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
眠
く
な
っ

て
寝
る
と
い
う
生
活
の
サ
イ
ク

ル
を
、
睡
眠
障
害
と
の
関
連
か

ら
症
例
を
挙
げ
て
分
か
り
や
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
本
弘
先
生
の
開
会

の
挨
拶
、
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
産
の
食
材
の
鍋
料
理

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
世
代
を

越
え
て
各
自
交
流
を
深
め
ま
し

３
）
に
よ
る
軽
快
な
司
会
進
行

の
も
と
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
参

与
も
お
務
め
の
大
井
利
夫
先
生

（
昭
35
）
の
ご
挨
拶
と
乾
杯
の

ご
発
声
で
始
ま
っ
た
立
食
形
式

で
の
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
旧
交
を
温
め
、
ま
た

新
し
く
仲
間
に
加
わ
っ
た
方
た

ち
と
の
親
交
を
深
め
る
た
く
さ

ん
の
輪
が
で
き
て
、
大
変
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
一

人
ず
つ
近
況
を
お
話
し
い
た
だ

き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

経
過
、
最
後
に
須
田
啓
一
先
生

（
昭
52
）
の
ご
挨
拶
と
中
締
め

に
て
、
皆
で
再
会
を
約
束
し
て

の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
森
本
直
樹
）

第
46
回
多
摩
ゐ
の
は
な
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類

感
染
症
に
な
り
、
日
常
生
活
が

徐
々
に
戻
っ
て
き
た
令
和
５
年

12
月
９
日
、
４
年
ぶ
り
に
国
分

寺
市
の
居
酒
屋
「
北
海
道
」
に

て
第
46
回
多
摩
ゐ
の
は
な
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
36
年
卒
の
鈴
木
光
先
生

か
ら
、
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

初
期
研
修
医
の
深
谷
拓
生
先
生

ま
で
、
ベ
テ
ラ
ン
、
中
堅
、
若
手

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宴
会
に
先
立
っ
て
、
多
摩
北

部
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
の
小

保
内
俊
雅
先
生
の
「
学
校
児
童

　

JR

大
阪
駅
の
あ
る
梅
田
界
隈

は
コ
ロ
ナ
禍
や
再
開
発
の
影
響

で
し
ょ
う
か
、
商
業
施
設
の
閉

店
や
改
築
が
目
立
ち
ま
す
。
そ

の
た
め
、
今
年
は
例
年
と
は
会

場
を
変
え
て
、
５
月
19
日
（
日
）

13
：
00
か
ら
大
阪
聘
珍
樓
で
近

畿
ゐ
の
は
な
同
窓
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

緊
急
手
術
や
健
康
上
の
事
情

な
ど
で
４
名
の
方
が
欠
席
と
な

り
、
参
加
者
は
11
名
で
し
た
。

　

会
長
代
行
を
務
め
て
下
さ
っ

た
最
年
長
の
宇
佐
美
暢
久
先
生

の
開
会
挨
拶
の
後
に
、
昨
年
逝

去
さ
れ
た
林
良
輔

先
生
（
昭
和
50
年

卒
）
の
ご
冥
福
を

祈
り
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

次
い
で
玉
置
哲

也
先
生
に
よ
る
発

声
で
、
昨
年
４
月

に
近
畿
大
学
救
急

医
学
教
室
主
任
教

授
に
な
ら
れ
た
篠

崎
広
一
郎
先
生

ゐ の は な 同 窓 会 報

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
尾
照
逸
（
昭
50
）、
玉

置
哲
也
（
昭
和
38
）、
宇
佐
美
暢

久
（
昭
31
）、
那
須
武
（
昭
41
）、

増
村
道
雄
（
昭
50
）

後
列
：
高
田
﹇
塩
見
﹈
真
理
子

（
平
13
）、
朝
長
毅
（
昭
59
）、
伊

豆
敦
子
（
昭
59
）、
島
正
之
（
昭

59
）、
中
谷
﹇
原
田
﹈
麗
子
（
平

13
）、
坂
本
﹇
工
藤
﹈
陽
子
（
平

14
）

 

（
敬
称
略
）

│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│

教授就任祝いのお花と篠崎広一郎先生
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に
再
登
場
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

写
真
は
松
本

さ
ん
に
腕
を

振
る
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

（
黒
田
健
昭
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
副
島
訓
子
、
谷
合
明
、

三
宅
伊
豫
子
、
野
尻
雅
美
、
松

本

、
藤
塚
立
夫
、
長
谷
川
修

司後
列
：
谷
合
ご
息
女
、
鈴
木
光
、

黒
田
健
昭
、
谷
合
夫
人
、
野
本

一
夫
、
横
山
健
郎
、
藤
塚
ご
息

女

一
君
、
福
井
進
君
の
ご
冥
福
を

祈
っ
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

食
事
半
場
か
ら
ス
ピ
ー
チ
に
移

り
ま
し
た
。
各
自
の
近
況
報
告

は
不
参
加
の
方
を
含
め
事
前
に

２
回
募
集
し
、
そ
の
た
び
紙
に

し
て
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

顔
を
合
わ
せ
て
話
題
を
や
り
取

り
す
る
ス
ピ
ー
チ
は
笑
い
声
を

交
え
て
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

今
後
の
運
営
に
関
し
て
は
従

来
の
地
区
別
グ
ル
ー
プ
幹
事
会

か
ら
簡
素
化
し
て
、
個
人
お
一

人
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
次
回
は
鈴
木
光
さ
ん

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
探
り
、
趣

味
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子

で
し
た
。

　

今
回
は
、
篠
崎
先
生
と
卒
業

年
度
が
近
い
高
田
（
塩
見
）
真

理
子
先
生
、
中
谷
（
原
田
）
麗

子
先
生
、
坂
本
（
工
藤
）
陽
子

先
生
と
い
っ
た
女
性
の
先
生
方

が
、
誘
い
合
っ
て
新
た
に
参
加

し
て
下
さ
り
ま
し
た
。

　

３
人
と
も
学
生
時
代
に
ス

キ
ー
部
で
体
力
を
鍛
え
た
だ
け

に
、
仕
事
と
家
庭
を
見
事
に
両

立
さ
せ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
に
大
変
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

記
念
撮
影
を
済
ま
せ
、
増
村

道
雄
先
生
の
閉
会
の
挨
拶
の
後
、

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
散
会
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
近
畿
ゐ
の
は

な
同
窓
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
本
部
よ

り
助
成
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
文
責
：
中
尾
照
逸
）

君
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
の
後
、

ワ
イ
ン
と
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
各
自
の
近
況
報
告
を
行
う
。

半
数
以
上
が
な
ん
ら
か
の
医
療

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
が
、
そ

ろ
そ
ろ
医
業
か
ら
離
れ
、
悠
々

自
適
の
生
活
を
し
て
い
る
方
も

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
快
適
な
老

後
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

88
名
の
同
級
生
の
中
、
現
在

連
絡
の
つ
く
方
は
34
名
、
13
名

の
出
席
者
を
含
め
、
28
名
の
方

か
ら
ご
返
事
を
頂
い
た
。
毎
回

同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま
る

の
で
、
今
回
は
参
加
で
き
な
か
っ

出
席
者
は
昨
年
よ
り
１
人
少
な

く
な
り
13
名
。
新
型
コ
ロ
ナ
流

行
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き

た
た
め
か
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
な
い
方
が
半
数
以
上
。
開
会

宣
言
に
続
い
て
昨
年
暮
れ
に
御

逝
去
さ
れ
た
藤
村
眞
示
君
（
千

葉
大
学
名
誉
教
授
）
を
悼
み
黙

祷
を
捧
げ
る
。
つ
い
で
海
保
允

君
、
成
田
静
子
君
の
叙
勲
（
い

ず
れ
も
瑞
宝
双
光
章
）、
神
田
敬

君
の
第
28
回
ゐ
の
は
な
同
窓
会

賞
の
受
与
を
お
祝
い
し
、
喜
び

を
共
に
分
ち
あ
っ
た
。
三
橋
稔

幹
事
代
表
の
挨
拶
、
大
井
利
夫

　

令
和
６
年
の
三
五
会
は
３
月

10
日
十
二
時
半
よ
り
例
年
同
様
、

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
・
ア

ト
リ
ウ
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
。

た
方
の
近
況
を
い
く
つ
か
転
載

す
る
。

　

三
橋
先
生
ほ
ん
と
う
に
毎
回

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元

気
で
す
が
学
会
で
形
ば
か
り
の

病
院
勤
め
を
し
て
お
り
ま
す
。

行
き
た
い
ん
で
す
が
、
在
阪
の

数
名
で
行
っ
て
い
る
「
近
畿
ゐ

の
は
な
会
」
が
あ
り
、
失
礼
し

ま
す
。（
大
阪　

清
島
啓
次
郎
）。

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

設
営
ご
苦
労
様
で
す
。
体
調

不
良
で
欠
席
い
た
し
ま
す
。
２

月
中
旬
コ
ロ
ナ
に
か
か
り
ま
し

た
。
あ
ま
り
ひ
ど
く
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
消
え

る
の
に
10
日
か
か
り
、
診
療
完

全
引
退
と
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
を
お
祈

り
し
ま
す
。（
前
橋　

中
田
益

光
）。Still alive !  B

ut not 
w

ell enough to attend the 
annual luncheon m

eeting 
to share an excellent tim

e 
w

ith you. H
ope you L

ive 
long ! G

od bless all of you !
（
千
葉　

佐
藤
甫
夫
）。

　

我
々
の
ク
ラ
ス
も
全
員
米
寿

を
越
え
人
生
の
晩
年
を
迎
え
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て

毎
日
を
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
回
の

三
五
会
は
令
和
７
年
３
月
９
日

（
日
）
正
午
よ
り
、
同
じ
会
場

を
予
約
し
て
あ
る
の
で
。
今
回

ご
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
も
ぜ

ひ
予
定
に
入
れ
て
気
軽
に
お
出

で
頂
き
た
い
。

ク ラ ス 会 

　

昭
和
36
年
卒
業
生
ク
ラ
ス
会

は
コ
ロ
ナ
後
、
昨
年
か
ら
復
活

し
今
年
は
10
月
15
日
恒
例
の
上

野
精
養
軒
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
11
名
に
ご
家
族
の
３

名
で
し
た
。
昨
年
の
参
加
者
も

９
名
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
３
回
が

30
名
前
後
の
参
加
で
し
た
か
ら

激
減
で
す
。
最
近
三
年
間
の
物

故
者
が
14
名
で
、
し
か
も
常
任

幹
事
長
だ
っ
た
青
木
謹
さ
ん
は

じ
め
ほ
と
ん
ど
が
出
席
常
連
者

大
き
い
痛
手
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
一
時
通
知
で
は
17
名
の
参

加
予
定
で
し
た
が
、
最
終
的
に

は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
体
調

不
良
で
６
名
の
方
が
取
止
め
に

な
り
ま
し
た
。
突
発
的
な
体
調

不
良
も
加
齢
の
為
で
し
ょ
う
。

来
年
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

会
は
恒
例
に
従
い
集
合
写
真

の
あ
と
、
こ
の
１
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
谷
口
滋
君
、
加
藤
昌

義
君
、
桧
山
輝
夫
君
、
加
藤
喜

写
真
右
か
ら

前
列
：
海
保
允
、
三
橋
稔
、
神

田
敬
、
佐
伯
陳
哉
、
河
野
宏
、

貞
永
嘉
久

後
列
：
永
田
一
郎
、
三
好
ひ
そ

か
、
成
田
静
子
、
増
田
義
昭
、

大
井
利
夫
、
村
田
三
範
、
高
橋

徹

 

（
増
田
義
昭
）

ゐ の は な 同 窓 会 報
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最
後
に
記
念
の
集
合
写
真
を

撮
っ
て
再
会
を
約
し
て
お
開
き

と
な
っ
た
。

 

（
岩
倉
弘
毅
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
村
嘉
孝
、
石
山
淳

一
、
岩
倉
弘
毅
、
安
達
惠
美

子
、
油
井
真
知
子
、
瀬
川
襄
、

伊
藤
治
武
、
日
浦
利
明
、
森
豊

後
列
：
井
坂
誠
二
、
伯
野
中

彦
、
土
井
修
、
入
枝
幸
三
郎
、

山
本
駿
一
、
大
野
孝
則
、
吉
川

正
宏
、
綿
引
義
博
、
小
野
幸
雄

君
は
週
３
日
働
い
て
い
る
が
遠

出
が
億
劫
で
あ
る
。
福
士
和
夫

君
は
一
応
元
気
で
朝
夕
散
歩
を

楽
し
ん
で
い
る
。
テ
ニ
ス
も
ス

キ
ー
も
出
来
な
く
な
り
読
書
に

専
念
し
て
い
る
。

　

人
間
誰
で
も
85
年
以
上
生
き

て
る
と
身
体
の
ど
こ
か
に
不
具

合
が
生
じ
る
も
の
だ
が
皆
そ
れ

ぞ
れ
一
病
息
災
、
二
病
息
災
、

三
病
息
災
で
、
上
手
に
病
と
付

き
合
っ
て
る
様
で
す
。

か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

欠
席
者
の
理
由
は
、
体
調
不

良
（
フ
レ
イ
ル
）
が
、
大
原
啓

介
君
、
小
野
伊
佐
夫
君
、
砂
倉

瑞
良
君
、
将
基
面
誠
君
。
老
々

介
護
が
、
布
施
吉
弘
君
、
渡
辺

實
君
。
歩
行
障
害
が
、
勝
田
貞

夫
君
、
宍
倉
正
胤
君
、
油
井
信

治
君
。
脊
柱
管
狭
窄
症
が
、
斉

藤
全
彦
君
、
高
柳
博
海
君
。
病

気
療
養
中
が
佐
々
木
守
君
、
髙

梨
健
治
君
。
そ
の
他
、
田
島
誠

る
。
体
力
は
次
第
に
フ
レ
イ
ル
。

娘
二
人
を
若
く
し
て
失
い
、
５

月
に
愛
妻
を
十
二
指
腸
乳
頭
部

の
ガ
ン
で
亡
く
し
た
。
仕
事
よ

り
家
事
が
大
変
で
女
房
の
有
難

さ
が
分
っ
た
。
油
井
（
真
）
さ

ん
は
変
わ
り
な
く
元
気
。
コ
ー

ラ
ス
で
美
声
を
張
り
上
げ
て
い

る
。

　

山
本
君
は
85
歳
に
な
っ
た
。

ま
だ
現
役
で
三
愛
記
念
病
院
に

勤
め
て
い
る
。
一
番
若
く
万
年

青
年
の
様
で
す
。
吉
川
君
は
、

一
番
遠
く
静
岡
か
ら
参
加
し
た
。

趣
味
は
写
真
で
、
写
真
の
会
に

入
り
時
々
撮
影
旅
行
に
行
く
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
こ
と

も
度
々
あ
る
。
綿
引
君
は
週
半

ば
一
般
内
科
を
、
大
半
は
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
で

す
。
最
近
の
日
本
語
の
乱
れ
は

嘆
か
わ
し
い
。
漢
字
表
示
が
仮

名
に
変
わ
っ
た
り
、
従
来
の
糖

尿
病
が
ダ
イ
ア
ベ
ー
テ
ス
に
な

る
な
ん
て
。
岩
倉
は
長
男
に
院

長
職
を
譲
っ
て
、
時
々
ア
ウ
ス

を
や
っ
た
り
正
常
分
娩
に
立
ち

会
っ
た
り
。
孫
が
慈
恵
医
大
を

出
て
産
婦
人
科
医
と
な
り
、
将

来
岩
倉
病
院
を
継
い
で
く
れ
そ

う
で
楽
し
み
で
あ
る
。
９
月
に

２
人
目
の
曽
孫
（
男
児
）
が
生

ま
れ
た
。
今
朝
突
然
、
嘔
気
、

嘔
吐
に
見
舞
わ
れ
、
プ
リ
ン
ペ

ラ
ン
注
で
軽
減
し
た
も
の
の
こ

の
会
へ
の
出
席
が
危
ぶ
ま
れ
た

の
で
妻
に
同
伴
し
て
貰
っ
た
。

こ
の
年
に
な
る
と
何
が
起
こ
る

に
入
部
し
た
。
今
は
自
適
の
生

活
。
大
野
君
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
引
き
籠
り
、
読
書
に

専
念
し
て
い
る
。
時
々
体
の
ア

チ
コ
チ
の
疼
痛
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。
小
野
君
は
趣
味
の
囲
碁

で
週
３
回
位
碁
会
を
や
り
、
同

じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ゴ
ル
フ
仲
間

が
い
て
時
々
名
門
コ
ー
ス
で
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
何
事

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
コ
ー
ス
に
出
な
く
て
も

練
習
場
で
練
習
す
る
の
が
楽
し

い
。
瀬
川
君
は
記
憶
力
が
怪
し

く
な
っ
た
の
で
、
石
山
君
に
介

助
し
て
貰
っ
て
参
会
し
た
。
発

声
も
弱
々
し
い
感
じ
。
土
井
君

は
、
左
足
親
指
の
巻
き
爪
と
夜

間
頻
尿
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

中
村
君
は
隠
居
状
態
で
時
間
を

ゆ
っ
く
り
十
分
に
使
っ
て
い
る
。

伯
野
君
は
毎
日
診
療
し
て
い
る
。

足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
が
肝
心
。

父
親
は
１
０
９
歳
ま
で
生
き
た

が
晩
年
ま
で
一
万
歩
歩
い
て
い

た
。
自
分
も
ゴ
ル
フ
は
カ
ー
ト

に
乗
ら
な
い
。
毎
日
１
０
０
回

の
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
る
。

日
浦
君
は
週
一
回
位
病
院
に

行
っ
て
い
る
。
肺
ガ
ン
と
腎
ガ
ン

の
手
術
を
し
た
が
縫
合
不
全
で

尿
が
漏
れ
再
手
術
を
し
た
と
元

気
な
声
で
話
し
た
。
森
君
は
山

岳
部
のO

G

の
矢
野
さ
ん
を
見

舞
っ
た
。
や
や
弱
っ
て
い
る
様

子
だ
っ
た
が
話
は
で
き
た
。
耳

鼻
科
の
診
察
は
や
っ
て
い
る
が

息
子
の
代
診
が
増
え
て
き
て
い

る
と
名
前
と
顔
が
ま
っ
た
く
一

致
し
な
い
。

　

安
達
惠
美
子
さ
ん
が
、
眼
科

の
教
授
選
に
立
候
補
し
た
時
の

推
薦
状
を
石
山
君
が
保
管
し
て

お
り
、そ
れ
を
安
達
さ
ん
に
贈
っ

た
。
安
達
さ
ん
は
１
年
上
の
先

輩
に
勝
っ
て
、
日
本
で
最
初
の

国
立
大
学
臨
床
の
女
性
教
授
と

し
て
話
題
に
な
っ
た
。
し
ば
ら

く
飲
食
後
、
恒
例
の
近
況
報
告

と
近
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
を
各

自
述
べ
た
。

　

安
達
さ
ん
は
週
１
回
位
診
察

し
、
毎
日
数
時
間
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
井
坂
君

は
今
年
２
月
に
大
腸
ガ
ン
第
３

期
で
大
腸
下
部
20
㎝
切
除
、
術

後
判
定
で
第
２
期
に
な
っ
た
。

転
移
も
な
く
お
酒
も
飲
め
、
何

で
も
食
べ
ら
れ
る
。
６
月
北
野

天
満
宮
に
参
拝
、
お
み
く
じ
は

大
吉
だ
っ
た
。
石
山
君
は
相
変

わ
ら
ず
児
童
相
談
所
の
相
談
医

を
続
け
子
ど
も
の
教
育
の
大
切

さ
を
強
調
し
た
。
伊
東
君
は
膵

ガ
ン
術
後
８
年
６
カ
月
経
過
。

C
a19-9

が
１
６
０
で
抗
が
ん
剤

内
服
と
点
滴
を
２
週
間
に
１
度
。

そ
の
た
め
貧
血
、
坂
道
や
階

段
、
長
い
歩
行
で
息
切
れ
、
脚

の
脱
力
感
あ
り
。
し
か
し
毎
日

ビ
ー
ル
大
び
ん
、
ワ
イ
ン
、
清

酒
を
楽
し
ん
で
い
る
。
術
後
10

年
は
生
き
延
び
た
い
。
入
枝
君

は
、
兄
の
入
枝
顕
（
昭
29
年
卒
）

が
若
く
し
て
凶
刃
に
斃
れ
た
の

で
本
学
に
入
学
、
硬
式
野
球
部

　

令
和
元
年
暮
れ
に
、
中
国
武

漢
か
ら
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
が
瞬
く
間
に
全
世
界
に

拡
ま
り
、
我
が
国
で
も
非
常
事

態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
経
済
文

化
活
動
が
抑
制
さ
れ
た
。
令
和

５
年
に
な
っ
て
漸
く
第
８
波
も

終
息
し
感
染
第
２
類
か
ら
第
５

類
と
な
り
、
各
規
制
が
緩
和
さ

れ
た
。

　

ゐ
の
は
な
37
会
も
、
令
和
元

年
６
月
29
日
以
来
４
年
振
り
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
令

和
５
年
10
月
29
日
秋
晴
れ
の
暖

か
い
日
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
６
０
６
号
室

で
18
名
の
参
加
で
開
催
し
た
。

前
回
は
27
名
の
参
加
だ
っ
た
の

で
９
名
の
減
少
で
あ
る
。

　

幹
事
の
岩
倉
の
司
会
で
進
行
、

前
回
ク
ラ
ス
会
以
降
亡
く
な
っ

た
故
高
井
満
君
、
故
柳
沢
健
一

郎
君
、
故
松
江
寛
人
君
、
故
米

澤
照
夫
君
、
故
杉
岡
昌
明
君
、

故
小
林
總
介
君
、
故
山
根
友
二

郎
君
、
故
藤
森
宗
徳
君
、
故
矢

野
靖
子
さ
ん
９
名
を
含
む
36
名

の
物
故
会
員
へ
黙
祷
を
捧
げ
て

故
人
を
偲
び
、
次
い
で
久
し
振

り
の
再
会
を
歓
び
杯
を
挙
げ
た
。

話
題
提
供
と
し
て
、
我
々
が
受

験
し
た
昭
和
38
年
の
第
34
回
医

師
国
家
試
験
の
問
題
と
入
学
当

時
の
集
合
写
真
を
配
布
し
た
。

20
歳
前
後
の
若
々
し
い
顔
を
見

ゐ の は な 同 窓 会 報
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蒔
田
（
宮
沢
）
順
子

後
列
：
川
村
健
二
、
由
佐
俊
和
、

篠
塚
正
彦
、
松
谷
正
一
、
我
那

覇
仁
、
門
山
周
文
、
小
野
純
一
、

檜
山
幸
孝
、
坂
本
薫
、
大
須
英

夫
、
蒔
田
国
伸
、
林
春
幸
、
縄

田
泰
史
、
河
合
誠
義
、
上
原
哲

夫

 

（
山
本
和
夫
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
福
富
真
紀
、伊
古
田
（
古

藤
）
裕
子
、
山
崎
（
角
田
）
広

子
、
菅
井
桂
雄
、
大
山
欣
昭
、

小
松
健
祐
、
村
松
幸
男
、
山
本

和
夫
、
小
野
（
泉
）
元
子

二
列
目
：
寺
野
隆
、
塚
本
剛
、

高
瀬
利
男
、
高
橋
和
久
、
原
仁
、

西
本
良
博
、
内
藤
仁
、
小
野
和

則
、
武
田
憲
夫
、
平
井
康
夫
、

摂
、
田
島
敏
樹
、
高
岡
浩
之
、

宮
崎
兼
考
、
辰
巳
智
章
、
宇
高

靖
、
河
合
繁
夫
、
竹
尾
悟
、
田

沢
和
雄
、
石
橋
啓
如
、
岩
沢
俊

一
郎

後
列
：
池
上
史
郎
、
神
田
真
人
、

仁
科
洋
人
、
笹
原
資
太
郎
、
加

地
竜
士
、
鶴
岡
弘
章
、
吉
井
淳
、

竹
田
勇
輔
、
石
崎
俊
介
、
中
島

正
之
、
水
野
嘉
信
、
今
井
逸
雄
、

半
田
聡
、
賀
川
真
吾
、
清
水
逸

平

活
躍
も
同
級
生
に
と
っ
て
う
れ

し
い
お
話
で
し
た
。

　

３
時
間
と
い
う
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
最
後
は
全

員
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
場
所
を
移
し
て
、
二
次

会
（
34
名
参
加
）・
三
次
会
（
11

名
参
加
）
と
続
き
ま
し
た
。「
本

当
に
い
い
会
だ
っ
た
」「
学
生
時

代
を
過
ご
し
た
同
級
生
は
や
は

り
最
高
! !
」
と
い
う
言
葉
を
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の

写
真
・
動
画
を
ラ
イ
ブ
で
共
有

し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
々
か
ら
も
多
く
の

反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幹

事
団
と
し
て
も
、「
本
当
に
や
っ

て
よ
か
っ
た
! !
」
と
感
じ
た
一

日
で
し
た
。
今
回
は
同
級
生
の

約
半
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
各
地
で
の

再
会
と
次
回
ク
ラ
ス
会
開
催
を

約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
守
屋
拓
朗
）

写
真
右
か
ら

前
列
：
橘
香
穂
理
、
久
我
紘
子
、

有
山
幸
紀
、
上
原
ゆ
り
子
、
岡

田
恭
子
、
上
野
高
尚
、
田
中
純

子
、
坂
本
陽
子
、
外
池
百
合
恵
、

福
岡
み
ず
き

中
前
列
：
守
屋
拓
朗
、
岩
田
曜
、

山
内
圭
太
、
北
原
秀
喜
、
伊
狩

潤
、
和
田
啓
伸
、
吉
川
真
太
郎
、

束
嘉
軒
、
村
上
智
子
、
髙
橋
正

憲
、
柴
玉
珠
、
椎
名
由
美
、
原

田
美
穂

中
後
列
：
坂
田
礼
、
秋
田
新
介
、

赤
荻
悠
一
、
杉
浦
寿
彦
、
澤
井

躍
と
学
生
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
姿

を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
清
水

逸
平
・
国
立
循
環
器
病
研
究
セ

ン
タ
ー
部
長
か
ら
は　

国
際
研

究
に
関
す
る
楽
し
さ
と
苦
労
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
残
念
な
が
ら
不
参
加
で
し

た
が
、
篠
崎
広
一
郎
・
近
畿
大

学
医
学
部
救
急
医
学
教
授
の
ご

人
生
で
の
取
り
組
み
・
過
ご
し

方
な
ど
、
皆
が
共
感
し
た
時
間

で
し
た
。
ま
た
今
ま
で
に
亡
く

な
ら
れ
た
同
級
生
に
も
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

鎌
谷
洋
一
郎
・
東
京
大
学
大

学
院
教
授
は
、
出
張
先
か
ら
動

画
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
て
、
ゲ
ノ
ム

領
域
で
世
界
を
牽
引
す
る
ご
活

　

令
和
６
年
４
月
28
日
日
曜

日
午
後
に
千
葉
駅
ビ
ル
ペ
リ
エ

ホ
ー
ル
に
て
、
１
９
９
６
年
入

学
・
２
０
０
２
年
卒
業
お
よ
び

そ
こ
に
関
係
し
た
方
々
の
ク
ラ

ス
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

卒
業
後
22
年
で
初
開
催
で
す
。

遠
く
は
上
海
や
熊
本
、
近
く
は

大
学
病
院
勤
務
者
ま
で
54
名
の

現
地
参
加
と
１
名
の
動
画
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
半

年
前
か
ら
幹
事
団（
田
中
純
子
・

石
橋
啓
如
・
岡
田
恭
子
・
神
田

真
人
・
守
屋
拓
朗
）
を
結
成
し

入
念
な
準
備
を
重
ね
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
、
初
め
て
千
葉
に

降
り
立
っ
た
方
も
お
ら
れ
、
千

葉
市
街
は
も
と
よ
り
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
や
大
学
病
院
の
変
わ
り

様
に
、
驚
き
を
感
じ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
一
方
、
同
級
生
は
時

の
経
過
を
感
じ
さ
せ
な
い
方
ば

か
り
で
、
す
ぐ
に
学
生
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま

し
た
。

　

田
中
純
子
幹
事
長
の
挨
拶
、

同
級
生
の
両
親
で
御
年
80
歳
を

越
さ
れ
た
上
野
高
尚
さ
ん
に
よ

る
乾
杯
で
始
ま
り
、
歓
談
を
挟

み
な
が
ら
参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
時
間

の
経
過
や
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の

変
化
、
人
生
の
転
換
点
に
差
し

掛
か
っ
た
心
境
、
こ
れ
か
ら
の

　

令
和
１
年
に
開
催
さ
れ
て
以

来C
ovid-19

の
流
行
に
よ
り

開
催
で
き
ず
に
い
ま
し
た
昭
和

51
年
卒
ク
ラ
ス
会
を
、
令
和
６

年
４
月
14
日
５
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
し
た
。
幹
事
は
第
一
外
科

グ
ル
ー
プ
の
村
松
幸
男
、
山
本

和
夫
が
担
当
し
ま
し
た
。
会
場

は
日
比
谷
松
本
楼
で
北
は
宮
城

県
、
南
は
沖
縄
県
か
ら
34
名
の

同
級
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。
司

会
は
村
松
が
担
当
し
、
会
に
先

立
ち
物
故
さ
れ
た
同
級
生
の
冥

福
を
祈
っ
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
会
が

進
み
、
近
況
報
告
で
は
後
期
高

齢
者
と
な
っ
た
人
も
い
て
病
気

の
話
が
多
く
出
ま
し
た
が
、
出

席
者
は
皆
元
気
で
し
た
。
記
念

の
集
合
写
真
を
撮
り
、
次
回
の

再
開
を
約
束
し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報
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内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
麻
酔

科
、
救
急
科
、
整
形
外
科
の
各

診
療
科
の
専
門
医
を
目
指
す
方

は
、
専
門
医
取
得
を
目
標
と
し

た
当
院
の
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
一

人
で
も
多
く
の
方
が
当
院
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
大
学
の
休
講
時
期

の
病
院
見
学
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
が
、
随
時
個
別
の
見
学

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
当
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
状

況
で
、
多
角
的
視
点
か
ら
最
善

の
方
針
を
提
案
し
、
実
施
で
き

る
総
合
力
の
高
い
皮
膚
科
医
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

は
24
時
間
の
休
暇
を
と
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
各
科
指
導
医
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、com

m
on 

disease

か
ら
多
発
外
傷
、
精
神

疾
患
に
お
よ
ぶ
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
症
例
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
診
療
科
を
超
え
た
横

断
的
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
臨

床
研
修
を
体
験
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
地
域
医
療

は
、
船
橋
市
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
２
週
間
の
診
療
所
研
修
と
、

更
に
２
週
間
の
北
海
道
ま
た
は

沖
縄
の
病
院
で
の
僻
地
研
修
と

訪
問
診
療
研
修
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

２
年
間
の
初
期
研
修
終
了
後
、

シ
ス
テ
ム
」
が
運
営
さ
れ
て
お

り
、
船
橋
市
内
で
発
症
し
た
特

に
重
篤
な
状
態
の
超
急
性
期
疾

患
（
心
肺
停
止
、
急
性
心
筋
梗

塞
、
急
性
大
動
脈
解
離
、
脳
卒

中
、
多
発
外
傷
、
薬
物
中
毒
等
）

の
多
く
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

　

当
院
の
研
修
プ
ロ
ブ
ラ
ム
の

特
徴
は
、
３
年
目
か
ら
の
専
門

研
修
に
つ
な
が
る
臨
床
能
力
を
、

効
率
的
に
研
修
医
が
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
お

り
、
上
級
医
よ
り
き
め
細
か
い

指
導
や
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

必
修
科
目
や
地
域
医
療
研
修
以

外
の
30
週
か
ら
31
週
間
は
、
研

修
医
個
人
の
希
望
を
優
先
し
、

各
科
ロ
ー
テ
ー
ト
方
式
か
ら
単

独
専
門
研
修
ま
で
自
由
に
研
修

科
目
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
総
合
的
な
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
能
力
を
身
に
付
け
る
修
練
の

場
と
し
て
は
、
配
属
診
療
科
で

の
勤
務
と
は
別
に
、
夜
間
時
間

外
業
務
と
し
て
一
次
救
急
患
者
の

初
療
を
行
い
ま
す
。
そ
の
翌
日

と
生
検
組
織
所
見
を
全
員
で
供

覧
し
、
詳
細
な
解
説
と
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
や
論
文

執
筆
な
ど
、
習
熟
す
る
た
め
に

多
く
の
経
験
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
上
級
医
の
指
導
の

も
と
で
よ
り
多
く
の
経
験
が
得

ら
れ
る
こ
と
に
配
慮
し
、
配
置

と
症
例
割
り
当
て
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

皮
膚
科
も
他
の
診
療
科
と
同

様
に
医
療
の
幅
が
広
が
り
続
け

て
い
ま
す
（
生
物
学
的
製
剤
、

分
子
標
的
薬
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
、
遺
伝
子
検

査
に
基
づ
く
治
療
方
針
の
決
定

な
ど
）。
当
科
で
も
、
全
て
の
皮

膚
疾
患
に
つ
い
て
対
応
で
き
る

十
分
な
知
識
と
技
術
と
判
断
力

を
備
え
た
皮
膚
科
医
を
育
成
す

る
た
め
、
専
攻
医
は
各
曜
日
に

配
置
さ
れ
た
専
門
外
来
（
ア
ト

ピ
ー
、
乾
癬
、
腫
瘍
、
ダ
ー
モ

ス
コ
ピ
ー
、
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
脱

毛
症
な
ど
）
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
研
修
す
る
シ
ス
テ
ム
を

と
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
領
域

に
深
い
関
心
を
持
っ
た
場
合
に

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み

つ
つ
、
そ
れ
に
つ
い
て
重
点
的
に

研
修
す
る
こ
と
も
奨
励
し
て
い

ま
す
。

　

当
科
で
は
皮
膚
科
専
門
医
資

格
の
取
得
を
通
過
点
と
し
て
、

変
わ
り
ゆ
く
本
邦
の
医
療
の
中

で
さ
ら
に
活
躍
の
場
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
な
皮
膚
科
医
を
育

て
る
と
い
う
長
期
視
点
を
大
事

他
の
診
療
科
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
と
適
切
な
連
携
体
制

を
作
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
皮
膚
科
で
は
、
千
葉
県
内
ほ

ぼ
全
域
か
ら
集
ま
る
多
様
な
皮

膚
疾
患
に
つ
い
て
、com

m
on 

disease

か
ら
高
度
医
療
を
必

要
と
す
る
症
例
ま
で
を
満
遍
な

く
研
修
可
能
で
す
。
専
攻
医

は
初
診
患
者
の
問
診
、
身
体
診

察
、
ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
お
よ
び

高
周
波
エ
コ
ー
の
実
施
と
そ
の

解
釈
に
基
づ
い
て
予
診
カ
ル
テ

を
作
成
し
ま
す
。
手
術
検
討
会

に
お
い
て
は
手
術
計
画
を
考
え

て
提
示
し
、
病
棟
入
院
患
者
に

つ
い
て
は
初
期
治
療
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
そ
し
て
い
ず
れ
に

お
い
て
も
指
導
医
の
視
点
よ
り

優
れ
た
点
と
改
善
点
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。

特
に
皮
膚
科
で
は
、
可
能
な
限

り
多
く
の
皮
疹
を
観
察
し
て
よ

り
多
く
の
鑑
別
疾
患
を
想
起
す

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
毎
週
木
曜
日
に
、
全

て
の
初
診
患
者
の
皮
疹
の
写
真

　

皮
膚
科
は
、
皮
膚
と
い
う
全

身
最
大
の
臓
器
に
生
じ
る
、
炎

症
、
腫
瘍
、
感
染
症
な
ど
、
多

様
な
疾
患
を
担
当
し
ま
す
。
視

診
、
触
診
、
エ
コ
ー
等
の
一
般

的
方
法
に
加
え
て
ダ
ー
モ
ス
コ

ピ
ー
と
呼
ば
れ
る
専
門
的
な
知

識
と
技
術
を
追
加
し
て
鑑
別
疾

患
群
を
想
起
し
、
皮
膚
生
検
と

病
理
検
討
を
自
ら
行
っ
て
確
定

し
ま
す
。
治
療
方
法
も
外
用
、

内
服
、
手
術
に
加
え
て
、
紫
外

線
療
法
、
放
射
線
療
法
、
最
新

の
分
子
標
的
療
法
ま
で
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
患
者
層
は
新
生
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
、
患

者
の
ニ
ー
ズ
と
医
療
の
ゴ
ー
ル

も
多
様
で
す
。
さ
ら
に
他
科
の

診
療
中
に
生
じ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
応
や
、
内
臓
疾
患
や

全
身
性
疾
患
の
兆
候
と
し
て
現

れ
る
皮
膚
症
状
（
デ
ル
マ
ド
ロ
ー

ム
）
の
発
見
に
よ
っ
て
、
他
科

に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

以
上
か
ら
皮
膚
科
医
に
は
、
皮

膚
疾
患
に
つ
い
て
の
専
門
的
知

識
と
診
療
技
術
に
加
え
、
他
の

臓
器
疾
患
と
の
関
連
を
理
解
し
、

に
し
て
い
ま
す
。
皮
膚
疾
患
に

は
慢
性
化
し
て
長
期
管
理
や
処

置
の
継
続
が
必
要
と
な
る
も
の

が
多
く
、
本
人
や
周
囲
の
方
の

Q
O

L

を
妨
げ
る
ケ
ー
ス
が
多

　

当
院
は
昭
和
58
年
（
１
９
８

３
年
）
に
開
院
し
ま
し
た
。
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、
災

害
拠
点
病
院
に
認
定
さ
れ
た
高

度
急
性
期
病
院
で
す
。
ま
た
、

大
学
病
院
本
院
に
準
じ
た
診

療
密
度
と
一
定
の
機
能
が
あ
る

D
PC

特
定
病
院
群
の
医
療
機

関
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
31
診
療
科
４
４
９
床

（
緩
和
ケ
ア
病
床
20
床
含
む
）

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
最
寄
り

駅
はJR

船
橋
駅
で
、JR

東
京

駅
か
ら
総
武
線
快
速
で
24
分
。

病
院
は
、JR

船
橋
駅
か
ら
バ

ス
で
12
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
抜

群
で
す
。
初
期
研
修
医
は
駅
周

辺
ま
た
は
病
院
近
く
に
居
住
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
初
期
研
修

医
（
25
名
）
を
含
め
１
７
３
人

の
常
勤
医
師
が
診
療
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

病
院
敷
地
内
に
、
船
橋
市
消

防
局
の
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
、「
ド
ク
タ
ー
カ
ー

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

船
橋
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

 

院
長　

茂　

木　

健　

司
（
昭
63
）

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

皮
膚
科

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

皮
膚
科
学

教
授　

猪　

爪　

隆　

史
（
山
梨
医
大
・
平
10
）
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し
て
送
り
出
す
な
ど
、
こ
こ
で

も
国
際
色
豊
か
な
ご
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
実
直
・
真
摯
、
寡
黙

に
て
悠
揚
迫
ら
ず
、
背
中
姿
で

人
を
率
い
る
お
人
柄
で
あ
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
一
言
一
言
は
、

柔
和
な
お
顔
立
ち
と
相
ま
っ
て
、

人
々
を
和
ま
せ
て
く
だ
さ
る
も

の
で
し
た
。
ご
退
官
後
も
、
同

門
会
等
に
お
元
気
な
お
姿
を
見

せ
ら
れ
、
あ
る
年
、「
私
は
地
味

だ
と
思
わ
れ
て
い
る
様
だ
け
ど
、

実
は
派
手
好
き
な
ん
だ
。」
と
仰

せ
に
な
り
、
座
を
沸
か
せ
ら
れ

ま
し
た
。
初
め
意
表
を
つ
か
れ

た
思
い
の
参
加
者
も
、
奥
様
の

お
見
立
て
で
し
ょ
う
か
、
イ
タ

リ
ア
ン
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
漂
う
先

生
の
装
い
に
、
み
な
納
得
し
た

こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
様
に
想

い
出
し
ま
す
。
藤
村
先
生
の
在

り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
、
医
学

と
人
々
に
対
す
る
ご
貢
献
に
感

謝
し
、
心
よ
り
哀
悼
申
し
上
げ

ま
す
。

に
わ
た
っ
て
研
究
・
教
育
に
情
熱

を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の

モ
ッ
ト
ー
は
、
新
し
い
「
ア
ス
ペ

ク
ト
（
視
座
）」
を
見
い
出
す
こ

と
で
あ
り
、
一
貫
し
て
、
癌
お
よ

び
担
癌
生
体
の
生
化
学
的
特
性

の
解
明
を
、
癌
の
診
断
と
治
療

に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と

さ
れ
ま
し
た
。
癌
の
増
殖
を
特

徴
付
け
る
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
合
成

系
酵
素
に
焦
点
を
絞
り
、
な
か

で
も
、
リ
ボ
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
還
元

酵
素
の
機
能
の
多
様
性
、
チ
ミ

ジ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
の
分
子
多
様
性

に
関
す
る
ご
研
究
で
は
独
創
性

を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
胃
癌
がM

N
N

G

の
よ

う
な
ニ
ト
ロ
ソ
化
合
物
で
誘
発

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
遊
離

す
る
一
酸
化
窒
素
に
着
目
し
、
発

癌
と
の
関
係
を
究
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

先
生
は
大
学
公
務
に
も
意
を

注
が
れ
、
殊
に
、
国
際
交
流
委

員
会
に
あ
っ
て
は
、
イ
タ
リ
ア

ご
出
身
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ

奥
様
共
々
公
私
に
わ
た
り
多
く

の
留
学
生
の
支
援
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
課
外

活
動
に
も
熱
意
を
示
さ
れ
、
山

中
寮
と
勝
山
寮
、
学
生
寮
の
雄

翔
寮
の
顧
問
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
全
学
ヨ
ッ
ト
部

の
顧
問
と
し
て
、
文
部
省
の
特

別
予
算
に
よ
り
ク
ル
ー
ザ
ー「
黒

潮
Ⅳ
世
」
を
建
造
、３
度
に
亘
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
生
選
手
権
大

会
に
本
学
学
生
を
日
本
代
表
と

教
室
の
助
手
と
な
ら
れ
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
生
化
学

部
へ
出
向
さ
れ
ま
し
た
。
杉
村

隆
部
長
の
も
と
で
、
メ
チ
ル-

ニ
ト
ロ-
ニ
ト
ロ
ソ
グ
ア
ニ
ジ

ン
（M

N
N

G
）
を
用
い
て
、

世
界
で
初
め
て
、
ラ
ッ
ト
に
胃

癌
の
モ
デ
ル
を
作
る
こ
と
に
成

功
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
ぼ

同
時
に
当
時
第
三
の
核
酸
と
い

わ
れ
た
ポ
リA

D
P

リ
ボ
ー
ス

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の

ご
研
究
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）

よ
り
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
癌

研
究
所
に
ご
留
学
、ワ
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
教
授
の
も
と
で
肝
癌
誘

発
物
質
に
よ
る
転
移R

N
A

の

特
異
的
な
修
飾
を
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
７
１
年
（
昭
和
46

年
）
ご
帰
国
後
、
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
開
設
と
と
も
に
研
究

局
生
化
学
研
究
部
長
に
就
任
さ

れ
、
同
セ
ン
タ
ー
が
頭
初
よ
り

世
界
水
準
に
て
発
進
す
る
原
動

力
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

本
学
医
学
部
生
化
学
第
一
講
座

教
授
に
就
任
さ
れ
、
以
来
18
年

　

本
学
名
誉
教
授
（
生
化
学
第

一
講
座
）
藤
村
眞
示
先
生
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
２
０
２
３
年

（
令
和
５
年
）
11
月
７
日
に
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
90
歳
で

し
た
。

　

先
生
は
１
９
３
３
年
（
昭
和

８
年
）
５
月
19
日
、
愛
媛
県
松

山
市
に
て
ご
出
生
、
県
立
西
条

北
高
等
学
校
か
ら
本
学
に
進
ま

れ
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35

年
）
の
ご
卒
業
で
す
。
国
立
国

府
台
病
院
に
お
け
る
１
年
の
イ

ン
タ
ー
ン
の
後
、
大
学
院
医
学

研
究
科
に
入
学
さ
れ
、
当
初
、

第
二
外
科
に
お
い
て
中
山
恒
明

教
授
の
薫
陶
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
翌
年
か
ら
は
三
浦
義
彰
教

授
の
医
化
学
教
室
に
移
り
、
降

矢
震
助
教
授
の
指
導
の
も
と
、

ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
活
性
測
定
法

の
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
院
修
了
と
と
も
に
１
９

６
５
年
（
昭
和
40
年
）
医
化
学

地区ゐのはな会報ゐ の は な 同 窓 会 報

追　

悼

藤
村
眞
示
先
生
の
想
い
出
に
添
え
て

　

千
葉
大
学
名
誉
教
授
（
遺
伝
子
生
化
学
）

瀧　

口　

正　

樹
（
昭
56
）

神奈川ゐのはな会
令和６年　34号
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間
が
日
本
よ
り
も
取
れ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
妻

が
自
分
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て

く
れ
た
こ
と
か
ら
、
留
学
を
決

め
ま
し
た
。

４
．
留
学
先
の
選
定

　

膠
原
病
領
域
の
中
で
もtrans-

lational

な
研
究
を
し
た
い
と
考

え
留
学
先
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を

は
じ
め
、H

arvard M
edical 

School, B
eth Israel D

ea-
coness M

edical C
enter

の

Iannis A
dam

opoulos

と
い

う
乾
癬
性
関
節
炎
と
い
う
膠
原

病
疾
患
の
研
究
で
ご
高
名
な
先

生
の
と
こ
ろ
に
留
学
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
留
学

に
はC

V

（
履
歴
書
）、
推
薦
状

の
書
類
審
査
の
上
で
面
談
に
て

採
用
可
否
を
決
定
す
る
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
が
一
般
的
で
す
。
面
談

時
ま
だ
基
礎
研
究
論
文
は
形
に

な
っ
て
お
ら
ず
不
利
な
状
況
で

し
た
が
、
筆
頭
著
者
の
臨
床
論

文
が
４
報
あ
っ
た
こ
と
、
成
田
赤

十
字
病
院
と
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
活
動

か
ら
院
長
賞
／
最
優
秀
指
導
賞

と
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
に

て
最
優
秀
大
学
院
学
生
賞
を
頂

い
て
い
た
こ
と
、
２
つ
の
国
際
学

会
か
らaw

ard

を
受
賞
し
て
い

た
こ
と
か
らC

V

を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。C

V

の

重
要
性
は
そ
れ
ま
で
全
く
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
暗
中
模
索

の
回
り
道
を
と
思
わ
れ
た
過
去

の
活
動
も
何
ら
か
の
形
で
自
分

で
は
な
い
と
い
う
指
摘
を
岩
田

先
生
よ
り
受
け
ま
し
た
。
確
か

に
既
存
の
も
の
を
調
べ
る
だ
け

の
前
者
と
新
た
な
手
法
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
やhum

an error

が

避
け
ら
れ
な
い
後
者
を
比
較
す

る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
適
切
で

あ
り
、
こ
の
言
葉
は
私
を
生
産

性
の
呪
い
か
ら
解
き
放
ち
ま
し

た
。同
時
に
そ
の
苦
し
み
を
知
っ

た
こ
と
で
掲
載
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を

問
わ
な
い
他
者
の
研
究
へ
の
リ

ス
ペ
ク
ト
が
生
ま
れ
、
自
分
も

後
者
の
側
に
立
ち
た
い
、
よ
り

深
くscience

に
向
き
合
い
た

い
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
留
学

と
い
う
選
択
肢
を
真
剣
に
考

え
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
留
学
の
た
め
の
金
銭
的
な
負

担
、
妻
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
へ
の
障

害
、
臨
床
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
中
断
の
是
非
な
ど
、
留
学
す

べ
き
で
な
い
理
由
も
多
く
あ
り

悩
む
日
々
で
し
た
。
最
終
的
に

は
給
与
は
現
地
でN

IH

基
準

の
ポ
ス
ド
ク
給
与
が
出
る
こ
と
、

妻
の
会
社
が
３
年
ま
で
の
休
職

制
度
が
あ
っ
た
こ
と
、
臨
床
医

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
中
断
は
長

期
的
に
は
免
疫
学
に
根
ざ
し
た

physician scientist

と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
加

え
て
、
元
々
夫
婦
共
に
ア
メ
リ

カ
国
籍
保
持
者
で
あ
り
米
国
生

活
へ
の
抵
抗
が
少
な
か
っ
た
こ

と
、
子
供
へ
の
教
育
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
や
、
家
族
で
過
ご
す
時

他
基
本
的
なequipm

ent

が

揃
っ
た
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ざ

研
究
を
始
め
て
み
る
と
免
疫
学

自
体
と
研
究
手
法
に
対
す
る
無

知
と
無
理
解
が
際
立
ち
、
実
験

エ
ラ
ー
も
量
産
し
自
分
が
研
修

医
に
な
っ
た
頃
以
上
の
無
力
感

を
覚
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
毎

日
遅
く
ま
で
時
間
を
か
け
て
も

negative data

が
続
く
、
あ

る
い
は
実
験
自
体
の
エ
ラ
ー
で

時
間
を
浪
費
す
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
臨
床
医

と
し
て
の
仕
事
は
不
明
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
比
較
的
短
時
間
で

調
べ
て
患
者
診
療
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
出
来
、
か

つ
そ
の
重
要
性
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
か
ら
荒
ん
だ
研
究
生
活

の
救
い
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

元
々
私
は
単
位
時
間
あ
た
り
の

成
果
を
重
ん
じ
る
効
率
主
義
者

で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
も

研
究
者
と
し
て
の
自
分
の
生
産

性
の
な
さ
にself confidence

の
喪
失
と
無
力
感
を
覚
え
る

毎
日
で
し
た
。
必
然
、
自
分

に
研
究
が
向
い
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
も
悩
み
、
大
学
院

卒
業
後
の
進
路
に
も
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
あ
る

時
、
上
述
の
臨
床
医
と
し
て
の

生
産
性
は
単
純
に
先
人
た
ち
が

苦
し
ん
で
切
り
拓
い
た
道
を
効

率
よ
く
利
用
し
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
道
を
切
り
開
く
研
究
者
と

し
て
の
生
産
性
と
比
較
す
べ
き

決
め
て
深
堀
り
し
な
け
れ
ば
と

い
う
焦
り
も
生
ま
れ
、
改
め
て

自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
、
何

を
し
た
い
の
か
と
問
い
か
け
ま

し
た
。
私
の
専
門
の
膠
原
病
科

は
、
科
の
特
性
上
指
定
難
病
疾

患
に
認
定
さ
れ
る
患
者
が
極
め

て
多
い
領
域
で
す
。
現
行
の
治

療
法
で
は
十
分
な
寛
解
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
や
、
患
者
ご
と
の

最
適
な
治
療
が
実
際
に
試
す
ま

で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

寛
解
し
て
も
副
作
用
の
多
い
薬

を
飲
み
続
け
な
い
と
い
け
な
い

と
い
っ
た
明
確
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
患
者
を
取
り
巻
く
社
会

課
題
の
中
で
こ
の
よ
う
な
患
者

の
治
療
成
績
とQ

O
L

向
上
を

目
指
す
こ
と
が
一
番
リ
ア
ル
に

感
じ
た
こ
と
、
ま
た
、
免
疫
抑

制
薬
が
治
療
の
根
幹
と
な
る
以

上
免
疫
学
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
考
え
て
い

な
か
っ
た
研
究
へ
の
門
戸
を
叩

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３
．
大
学
院
で
の
生
活
と
留
学

を
意
識
す
る
ま
で

　

ア
レ
ル
ギ
ー
・
臨
床
免
疫
学

教
室
で
は
岩
田
有
史
先
生
、
中

島
裕
史
教
授
の
指
導
の
下
で
大

学
院
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
岩
田
先
生
が
調
達

さ
れ
た
潤
沢
なA

M
E

D

の

大
型
研
究
費
に
加
え
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
学
院
に
よ
る
ご
支

援
も
頂
い
た
こ
と
、
２
台
の
フ

ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
と
そ
の

の
経
緯
や
留
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

２
．
研
究
を
志
す
ま
で

　

私
は
元
々
明
確
な
理
念
は
な

い
も
の
の
、
漠
然
と
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
稚
拙
な
思
い

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
医
師
と
し
て
の
自
己
研

鑽
と
教
育
活
動
が
重
要
で
あ
ろ

う
と
考
え
、
膠
原
病
科
専
門
医

と
し
て
の
研
修
の
傍
ら
成
田
赤

十
字
病
院
で
研
修
医
勉
強
会
の

設
立
・
運
営
を
行
い
、
同
時
期

に
は
医
学
生
と
研
修
医
対
象
の

勉
強
会
グ
ル
ー
プ
「
関
東
若
手

医
師
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

立
ち
上
げ
と
運
営
に
関
わ
り
ま

し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
に
在
籍
し

て
い
た
藤
井
達
也
先
生
（
千
葉

大
卒
業
生
）、
中
山
俊
先
生
が

A
N

TA
A

と
い
う
医
師
同
士
の

質
問
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起

業
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ

り
、
こ
う
い
っ
た
方
向
性
で
社

会
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
自
分
自
身
も
い

つ
ま
で
も
選
択
の
可
能
性
を
広

げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
軸
を

１
．
は
じ
め
に

　

２
０
２
１
年
６
月
よ
り
米
国

H
arvard M

edical School, 
B

eth Israel D
eaconess 

M
edical C

enter

に
ポ
ス
ド
ク

研
究
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る

千
葉
大
学
ア
レ
ル
ギ
ー
・
臨
床

免
疫
学
の
古
矢
裕
樹
と
申
し
ま

す
。
桐
山
加
奈
子
先
生
よ
り
バ

ト
ン
を
受
け
取
り
執
筆
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

執
筆
時
点
で
留
学
一
年
半
と
道

半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
充
実

し
た
環
境
で
の
研
究
、
国
内
・

海
外
を
問
わ
な
い
多
く
の
出
会

い
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族
と
の

幸
せ
な
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
研
究
留
学
に
あ
た
っ
て

は
金
銭
的
な
負
担
は
も
と
よ
り
、

妻
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
犠
牲
に

し
て
い
い
の
か
、
臨
床
医
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
し
て
研

究
に
専
念
す
る
の
が
本
当
に
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
な
の
か
等
、

多
く
の
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
よ
う

に
想
定
以
上
に
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
本
エ
ッ

セ
イ
で
は
研
究
留
学
を
考
え
て

い
る
方
の
参
考
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
私
の
留
学
に
至
る
ま
で

の
将
来
に
寄
与
し
て
く
れ
る
も

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。C

V

に

加
え
て
、
中
島
教
授
、
廣
瀬
教

授
、
中
山
教
授
に
強
力
な
推
薦

状
を
書
い
て
頂
け
た
こ
と
、
岩

田
先
生
を
始
め
と
し
た
医
局
の

先
生
方
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
指
導
頂
い
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ

禍
で
ポ
ス
ド
ク
が
不
足
し
て
い
た

な
ど
の
因
子
も
あ
り
、
速
や
か

に
採
用
頂
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
留
学
を
考
え
る
若

手
膠
原
病
科
医
向
け
の
ス
ラ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
に
は
留
学
先
の
情

報
収
集
と
現
地
で
の
生
活
に
つ

い
て
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
保
持
者

の
海
外
留
学
相
談
に
つ
い
て
は

U
JA

海
外
日
本
人
研
究
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
大
変
多
く

の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
前
者
を
通
じ
て
日
本
各
地

の
膠
原
病
科
医
と
繋
が
り
が
出

来
、
後
者
を
通
じ
て
は
こ
れ
が

縁
で
２
０
２
１
年
にU

JA

主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
登
壇

す
る
こ
と
に
な
り
、
留
学
前
か

ら
自
分
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広

が
っ
て
い
き
高
揚
す
る
気
持
ち

を
覚
え
ま
し
た
。

５
．
米
国
で
の
研
究
生
活

　

２
０
２
１
年
６
月
よ
り
渡
米

し
留
学
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
臨
床
と
研
究
を
両
立
さ

せ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
を

研
究
に
向
き
合
え
る
生
活
は
想

像
以
上
に
充
実
し
た
も
の
で
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

若
手
研
究
者
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

古　

矢　

裕　

樹
（
平
24
）

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会

千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
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Sinai

でR
esearch fellow

と

し
て
働
く
傍
らU

SM
L

E

を

pass

し
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
掲

載
さ
れ
る
頃
に
は
米
国
で
心
臓

血
管
外
科
医
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
才
能
と
努
力
の
末
に
非

常
に
狭
き
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
実

現
さ
せ
て
い
る
私
の
尊
敬
す
る

友
人
で
あ
り
、
彼
の
エ
ッ
セ
イ

を
読
む
の
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

８
．
謝
辞

　

留
学
に
際
し
て
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
全
て
の
先
生
方
、
特

に
中
島
裕
史
教
授
、
岩
田
有
史

先
生
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
誌　

第

23
巻
第
１
号　

令
和
５
年
３
月

１
日
よ
り
転
載
）

幸
せ
だ
ね
と
言
っ
て
く
れ
た
の

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
留
学
は

改
め
て
自
分
と
家
族
の
幸
せ
は

何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い

こ
と
を
実
現
し
つ
つ
皆
の
幸
福

感
を
最
大
化
す
る
生
活
を
送
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考

え
る
良
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
第
２
子
が
誕
生
し
、
一
層

賑
や
か
か
つ
慌
た
だ
し
く
な
っ

た
我
が
家
で
す
が
、
今
後
も
こ

れ
を
自
答
し
つ
つ
公
私
と
も
に

充
実
し
た
研
究
生
活
を
送
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

７
．
次
へ
の
バ
ト
ン

　

最
後
に
、
こ
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ

イ
の
バ
ト
ン
を
同
じ
く
平
成
24

年
卒
、
心
臓
血
管
外
科
医
の
坂

田
朋
基
先
生
に
お
渡
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。Icahn School 

of M
edicine at M

ount 

D
ay care

（
保
育
園
）
は
高
額

な
が
ら
教
育
的
で
、
子
供
が
ど

ん
ど
ん
新
し
い
言
葉
を
覚
え
て

英
語
が
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本

語
よ
り
も
多
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
中
途
半
端

に
な
ら
な
い
か
と
心
配
事
は
尽

き
ま
せ
ん
が
、
良
い
刺
激
を
沢

山
受
け
て
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
で
は
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
圧
倒
的
に
増
え
、

プ
ー
ル
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
料
理

を
一
緒
に
楽
し
む
時
間
が
出
来

ま
し
た
。
妻
は
元
々
仕
事
が
大

好
き
だ
と
知
っ
て
い
た
の
で
、

休
職
し
て
帯
同
す
る
こ
と
が
ス

ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
か
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
し

ん
み
り
と
こ
う
し
て
家
族
で
一

緒
に
楽
し
め
る
時
間
が
増
え
て

高
い
地
域
で
す
が
、C

O
V

ID

禍
で
あ
っ
た
の
が
不
幸
中
の
幸

い
で
家
賃
が
最
安
値
の
状
態
で

契
約
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

（
そ
れ
で
も
$
２
０
０
０
／
月

と
高
額
で
す
が
）。
妻
と
娘
が
馴

染
ん
で
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て

く
れ
る
か
が
留
学
前
最
大
の
懸

念
事
項
で
し
た
が
、
ボ
ス
ト
ン

に
は
日
本
人
も
多
く
、
二
人
共

速
や
か
に
日
本
人
の
友
人
が
出

来
た
こ
と
も
幸
運
で
し
た
。
留

学
先
で
の
子
育
て
は
金
銭
面
を

除
け
ば
最
高
で
、
様
々
な
遊
具

の
あ
る
公
園
が
豊
富
に
あ
り
、

子
供
好
き
な
方
が
多
く
、
子
供

と
歩
い
て
い
る
だ
け
で
多
く
の

方
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

周
囲
の
研
究
者
の
経
験
含
め
て

お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
国
で
の
研

究
留
学
経
験
は
私
にScience

の
楽
し
さ
と
、Scientist

と

し
て
の
生
産
性
を
高
め
る
方
法

を
学
ば
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
帰
国
し
た
際
に
改
め

て
臨
床
と
研
究
を
継
続
し
た
際

の
財
産
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
結
果
を
出

せ
る
よ
う
に
尽
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
．
米
国
で
の
生
活

　

留
学
は
妻
と
当
時
２
歳
の
娘

と
の
３
人
で
開
始
し
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
は
米
国
の
中
で
も

Top3
に
入
る
ぐ
ら
い
家
賃
が

な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
整
合

性
を
確
認
し
、
改
め
て
仮
設
の

妥
当
性
を
検
証
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
速
や
か
な
論
文publish

を
ゴ
ー
ル
に
据
え
た
戦
略
性
は

私
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
論
文
・
グ
ラ
ン
ト
執
筆
を

同
時
進
行
で
複
数
進
行
さ
せ
る

秘
訣
な
の
か
と
も
納
得
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
幸
運
だ
っ
た
の
は

Iannis
が
こ
ち
ら
の
意
見
に
耳

を
貸
さ
な
い
指
導
者
で
は
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
実
験
の
必
要
性

に
対
し
て
意
見
が
異
な
る
と
き

も
こ
ち
ら
が
考
え
る
そ
の
意
義

に
つ
い
て
理
論
立
て
て
説
明
を

し
た
場
合
に
は
方
針
が
変
わ
る

こ
と
も
稀
で
は
な
く
、
自
分
の

d iscussion

能
力
向
上
に
役
立

つ
と
共
に
、exciting

で
建
設
的

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Iannis

は
学
会
活

動
に
も
精
力
的
で
あ
り
、
私
も

昨
年
国
際
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
発
表
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
研
究
内
容
を
認
知
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
学
会
で
も

積
極
的
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
自
分

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
、
時
と
し

て
論
文
ア
ク
セ
プ
ト
に
す
ら
繋

が
り
得
る
。
残
念
な
が
ら
現
状

良
い
論
文
さ
え
出
し
て
い
れ
ば

研
究
者
と
し
て
成
功
す
る
と
い

う
訳
で
は
な
い
。W

e have 
to follow

 the rules of the 
gam

e w
e decided to play

と
笑
っ
て
言
い
、
自
分
自
身
や

日
本
で
の
可
処
分
時
間
の
少
な

さ
か
ら
く
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら

開
放
さ
れ
、
実
験
計
画
の
立
案

や
論
文
の
読
み
込
み
、
周
辺
知

識
の
獲
得
に
時
間
を
か
け
る
こ

と
で
よ
り
真
摯
にscience
に
向

き
合
い
、
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、

science

の
楽
し
み
を
純
粋
に
享

受
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
指
導
者
のIan-

nis

は
所
属
施
設
のPathogens 

Im
m

unity and Inflam
m

a-
tion Translational H

ub

の

director

で
も
あ
り
な
が
ら
、

複
数
の
国
際
学
会
の
モ
デ
レ
ー

タ
ー
やN

IH

の
グ
ラ
ン
ト
レ

ビ
ュ
ー
を
兼
任
す
る
極
め
て
多

忙
な
方
で
す
が
、
毎
週
必
ず
１

時
間
以
上
各
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
と

のone on one m
eeting

を

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
が
非
常

に
学
び
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

Iannis

の
論
文
執
筆
の
ス
タ
イ

ル
は
予
め
仮
設
検
証
に
必
要
な

figure

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
足

り
な
い
ピ
ー
ス
を
補
う
よ
う
な

形
で
実
験
計
画
を
建
て
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
考
え
方
は

一
般
的
と
は
い
え
、
論
文
の
中
で

essential

な
実
験
に
絞
っ
て
計

画
を
立
て
、
仮
説
に
沿
っ
て
い
て

もsupplem
ent

に
回
す
よ
う

な
実
験
は
出
来
る
限
り
し
な
い

よ
う
に
と
指
導
さ
れ
る
の
は
新

鮮
で
し
た
。M

eeting

で
は
予

め
論
文
のintroduction

を
完

成
さ
せ
た
上
で
論
文
投
稿
レ
ベ
ル

のfigure

を
実
験
の
都
度
作
り

ゐ の は な 同 窓 会 報

2021年Thanksgiving, Iannis宅にて
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bent glands and spleen

〞

を
発
表
し
た
。
続
い
て
機
関

紙
「M

edico-chirugical 
Transactions

」
に
掲
載
さ
れ

た
が
、
反
響
は
全
く
な
か
っ
た
。

こ
の
発
表
の
24
年
目
の
１
８
５

６
年
同
じ
く
病
理
医
で
内
科
医

の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ィ
ル
ク
ス
に

よ
り
再
発
見
さ
れ
た
。
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
女
王
の
侍
医
で
も
あ
っ
た

ウ
ィ
ル
ク
ス
は
最
も
忠
実
な
ホ
ジ

キ
ン
の
医
学
的
擁
護
者
と
な
り
、

ホ
ジ
キ
ン
の
優
先
権
を
明
確
に

示
し
た
。
そ
の
後
１
８
６
５
年
に

は
ホ
ジ
キ
ン
病
と
呼
ぶ
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

　

ホ
ジ
キ
ン
は
１
８
３
７
年
ガ

イ
病
院
準
内
科
医
へ
の
昇
進
が

選
挙
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

の
創
世
記
で
あ
っ
た
。
彼
は
学

生
時
代
か
ら
病
理
解
剖
に
興
味

が
あ
っ
た
。
パ
リ
に
留
学
し
、

病
理
医
で
あ
る
と
と
も
に
内
科

医
と
し
て
働
き
、
そ
の
後
ガ
イ

病
院
初
代
病
理
解
剖
の
講
師
と

し
て
勤
務
し
た
。
彼
の
精
力
的

な
病
理
標
本
収
集
が
、
今
日
の

ゴ
ー
ド
ン
博
物
館
（
写
真
）
の

母
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
８
３
２
年
王
立
医
師
会
の

例
会
で
〝O

n som
e m

orbid 
appearance of the absor-

　

２
０
１
２
年
春
ロ
ン
ド
ン
市

内
の
ガ
イ
病
院
を
訪
れ
た
際

に
見
学
し
たT

he G
ordon 

M
useum

 

（
以
下
ゴ
ー
ド
ン
博

物
館
）
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
は

臓
器
別
に
膨
大
な
病
理
標
本
が

吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
の
各
階
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設

はK
ing

's C
ollege L

ondon

の
医
学
部
教
育
施
設
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
お
り
、
圧
倒
的
な

標
本
数
を
誇
っ
て
い
る
。
医
学

生
な
ら
誰
も
が
習
う
ア
ジ
ソ
ン
、

ホ
ジ
キ
ン
、
ブ
ラ
イ
ト
三
偉
人

が
働
い
た
病
院
で
、
彼
ら
の
名

前
が
つ
い
た
疾
患
の
病
理
標
本

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で

も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ホ
ジ

キ
ン
病
「
元
祖
」
標
本
で
あ
る
。

　

ホ
ジ
キ
ン
（
本
名T

hom
as 

H
odgkin

）
は
、
１
７
９
８

年
８
月
17
日
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の

ペ
ン
ト
ン
ビ
ル
に
住
む
ク
エ
ー

カ
ー
教
徒
の
家
に
生
ま
れ
た
。

21
歳
で
医
師
を
め
ざ
し
ガ
イ
病

院
に
入
り
、
医
学
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
を
経

て
、
１
８
２
１
年
に
は
パ
リ
に

留
学
し
た
。
当
時
は
フ
ラ
ン
ス

医
学
の
影
響
も
あ
り
、
病
理
解

剖
か
ら
生
前
の
臨
床
症
状
を
説

明
す
る
現
代
版
〝
臨
床
病
理
〞

ら
、
ガ
イ
病
院
を
去
っ
た
。
そ
の

後
病
理
学
か
ら
手
を
ひ
き
、
当

時
植
民
地
で
未
開
地
で
あ
っ
た

カ
ナ
ダ
の
原
住
民
が
近
代
文
明

に
侵
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、

奴
隷
制
に
反
対
す
る
な
ど
人
権

保
護
や
慈
善
事
業
に
情
熱
を
そ

そ
い
だ
。
肉
眼
的
解
剖
所
見
か

ら
〝
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
〞
な
る

疾
患
を
見
い
出
し
、
そ
の
名
を

残
し
た
ホ
ジ
キ
ン
は
、「
社
会
的

正
義
の
眼
」
も
有
し
て
い
た
こ
と

を
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

ロ
ン
ド
ン
─
ゴ
ー
ド
ン
博
物
館

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

欧
州
医
学
史
巡
り

欧
州
医
学
史
巡
り

写真　ゴードン博物館前景

第99回千葉医学会　学術大会
日　時：2024年10月25日（金曜日）　15：00 ～ 17：15
会　場：千葉大学ゐのはな記念講堂　　　　　　　　

特別講演

　「意思決定の脳科学」
　　演　者：岩　立　康　男　先生（東千葉メディカルセンター　センター長）
　　座　長：樋　口　佳　則　先生

招待講演

　「脳神経外科治療の最前線：局所からネットワークへ」
　　演　者：樋　口　佳　則　先生（千葉大学大学院医学研究院　脳神経外科学　教授）
　　座　長：岩　立　康　男　先生
　　◆参 加 費：無　料
　　◆ 申込手続：不　要（WEB配信はありません）

　　本講演会は日本医師会生涯教育講座（１単位，CC：０）として承認されています。

　　問合せ：千葉医学会
　　　　　　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１　千葉大学医学部・ゐのはな同窓会館内
　　　　　　TEL：043－202－3755　　FAX：043－202－3757
　　　　　　e-mail：info@c-med.org　　URL：https://www.c-med.org

岩立　康男 先生

樋口　佳則 先生
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令 和 ６ 年 卒 業 生 の 卒 後 研 修 先

１年目 ２年目 人数

船橋市立医療センター 船橋市立医療センター 6

虎の門病院 虎の門病院 4

松戸市立総合医療センター 松戸市立総合医療センター 3

成田赤十字病院 成田赤十字病院 3

千葉県済生会習志野病院 千葉県済生会習志野病院 3

千葉労災病院 千葉労災病院 3

JCHO東京新宿メディカルセンター JCHO東京新宿メディカルセンター 2

公立学校共済組合関東中央病院 公立学校共済組合関東中央病院 2

公立昭和病院 公立昭和病院 2

国立病院機構千葉医療センター 国立病院機構千葉医療センター 2

小張総合病院 小張総合病院 2

松戸市立総合医療センター 千葉大学医学部附属病院 2

千葉医療センター 千葉大学医学部附属病院 2

千葉市立青葉病院 千葉市立青葉病院 2

船橋中央病院 船橋中央病院 2

東京警察病院 東京警察病院 2

東京歯科大学市川総合病院 東京歯科大学市川総合病院 2

さいたま市立病院 さいたま市立病院 1

医療法人社団  誠馨会  セコメディック病院 医療法人社団  誠馨会  セコメディック病院 1

横浜市立市民病院 横浜市立市民病院 1

岡山大学病院 岡山大学病院 1

千葉市立海浜病院 千葉大学医学部附属病院 1

岩国医療センター 岩国医療センター 1

君津中央病院 君津中央病院 1

群馬大学附属病院 群馬大学附属病院 1

公立昭和病院 済生会新潟病院 1

総合病院国保旭中央病院 総合病院国保旭中央病院 1

国立国際医療研究センター病院 国立国際医療研究センター病院 1

１年目 ２年目 人数

三井記念病院 三井記念病院 1

焼津市立総合病院 焼津市立総合病院 1

深谷赤十字病院 深谷赤十字病院 1

聖路加国際病院 聖路加国際病院 1

静岡赤十字病院 静岡赤十字病院 1

千葉メディカルセンター 千葉大学医学部附属病院 1

千葉市立海浜病院 千葉市立海浜病院 1

千葉市立青葉病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉西総合病院 千葉西総合病院 1

千葉大学医学部附属病院 千葉大学医学部附属病院 1

千葉中央メディカルセンター 千葉中央メディカルセンター 1

総合病院国保旭中央病院 総合病院国保旭中央病院 1

筑波学園病院 筑波学園病院 1

中東遠総合医療センター 中東遠総合医療センター 1

都立大塚病院 東京医科歯科大学病院 1

東京医科大学病院 東京医科大学病院 1

東京女子医科大学八千代医療センター 東京女子医科大学八千代医療センター 1

東京逓信病院 東京逓信病院 1

東京都健康長寿医療センター 東京都健康長寿医療センター 1

東京都済生会中央病院 東京都済生会中央病院 1

東京都立駒込病院 東京都立駒込病院 1

東京都立墨東病院 東京都立墨東病院 1

東京北医療センター 東京北医療センター 1

国立病院機構長崎医療センター 国立病院機構長崎医療センター 1

国立病院機構東京医療センター 国立病院機構東京医療センター 1

日本赤十字社医療センター 日本赤十字社医療センター 1

武蔵野赤十字病院 武蔵野赤十字病院 1

 （令和６年３月27日現在）
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し
た
。

　

ヘ
ル
パ
ーT

細
胞
と
も
知

ら
れ
るC

D
4

＋ T

細
胞
の
う

ち
、C

D
8

＋ T

細
胞
の
よ
う
に

Perforin

やG
ranzym

e B

と
い
っ
た
細
胞
傷
害
物
質
を
放

出
す
る
こ
と
で
、
細
胞
傷
害
活

性
を
も
つ
よ
う
なC

ytotoxic 
C

D
4 T

細
胞
（C

D
4 C

T
L

）

の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま

す
。C

D
4 C

T
L

は
慢
性
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
抑
制
や
抗
腫
瘍
効

果
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
本
細
胞
に
対
す
る
詳
細

な
解
明
は
免
疫
学
的
に
大
変
意

義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
細
胞
の
詳
細

な
分
化
制
御
機
構
は
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
①
ど

の
よ
う
な
環
境
でC

D
4 C

T
L

が
分
化
・
増
殖
す
る
の
か
、
②

ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
カ
イ
ン
条

件
に
て
そ
の
分
化
が
促
進
さ
れ

る
の
か
、
③
分
化
に
関
わ
る
マ
ス

タ
ー
転
写
因
子
は
何
か
、
と
い

う
３
つ
の
問
い
を
立
て
、B

ulk 
R

N
A

- seq

等
様
々
な
実
験
や

解
析
を
行
い
、C

D
4 C

T
L

の

分
化
制
御
機
構
に
迫
り
ま
し
た
。

今
後
は
本
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
マ
ス
タ
ー
転
写
因
子
候
補

に
つ
い
て
、C

R
ISPE

R
/ C

as9 
K

O

を
用
い
て
検
討
し
、
さ
ら
な

る
分
化
制
御
機
構
を
探
究
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
免
疫
発
生
学
教
室
の

の
分
解
を
抑
制
し
、
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
を
誘
導
し
て
い
る
と
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
作
用
機
序

を
よ
り
詳
細
に
解
明
し
て
い
き

ま
す
。

　

私
は
分
子
腫
瘍
学
教
室
で
、

実
験
手
技
や
解
析
手
法
か
ら
結

果
の
発
表
方
法
ま
で
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
の

う
ち
に
基
礎
研
究
の
最
先
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
は
大

変
貴
重
な
も
の
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
臨
床
の
現
場

に
出
て
か
ら
も
、
基
礎
研
究
の

視
点
を
大
切
に
医
療
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
本
賞
受
賞
に
あ
た
り
、

熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
金
田
篤
志
教
授
、
喜
多
和
子

先
生
を
は
じ
め
分
子
腫
瘍
学
教

室
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

の
詳
細
と
機
序
を
解
明
し
ま
し

た
。
細
胞
増
殖
解
析
、
細
胞
周

期
解
析
、R
N

A

シ
ー
ク
エ
ン
ス

等
の
結
果
か
ら
、
本
化
合
物
は

p53

野
生
型
が
ん
細
胞
に
対
し

強
い
増
殖
抑
制
作
用
お
よ
び
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
作
用
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
化
合
物
の
作
用
機

序
をp53

の
上
流
因
子
で
あ
る

M
D

M
2

とA
k

t

に
注
目
し

て
解
析
し
ま
し
た
。
活
性
化
型

A
kt

に
よ
っ
てM

D
M
2

が
リ

ン
酸
化
さ
れ
る
と
、M

D
M
2

は
核
内
に
移
行
しp53

と
結
合

し
てp53

を
分
解
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ウ
エ
ス
タ

ン
ブ
ロ
ッ
ト
解
析
と
蛍
光
免
疫

染
色
の
結
果
か
ら
、
本
化
合
物

はA
kt

の
活
性
化
を
抑
制
し

M
D

M
2

の
リ
ン
酸
化
と
核
内

移
行
を
阻
害
す
る
こ
と
でp53

表
彰
が
行
わ
れ
、
千
葉
医
学
会

奨
励
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
千
葉
医
学
会
賞
は

同
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
２
名

に
授
与
さ
れ
ま
し
た

　

最
後
の
特
別
講
演
は
昨
年
同

様
整
形
外
科
学
大
鳥
精
司
教
授

の
座
長
に
よ
り
、
先
端
応
用
外

科
学
教
授
の
松
原
久
裕
先
生
に

よ
り
「
難
治
性
食
道
癌
へ
の
挑

戦
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
わ

れ
、
千
葉
大
学
の
治
療
学
を
支

え
て
き
た
外
科
学
の
歴
史
か
ら

今
後
に
つ
い
て
の
教
育
的
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
救
急
集
中
治
療
医
学
中
田
孝

明
教
授
が
「
未
来
を
切
り
拓
け
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
敗
血
症
か
ら

機
械
学
習
を
用
い
た
予
測
診
断
、

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
切

り
替
え
る
困
難
さ
に
つ
い
て
の

お
話
を
、基
礎
か
ら
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
再
生
医
学
高
山
直
也
准

教
授
が
前
駆
細
胞
リ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
不
老
化
に
つ
い
て
の

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
木
隆
司
医
学
部
長
の
含
蓄

の
あ
る
感
動
的
な
講
評
を
頂
き

ま
し
た
後
、
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ

賞
に
続
き
、
吉
原
俊
雄
同
窓
会

長
か
ら
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の

学
生
座
長
の
司
会
で
３
題
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
も

昨
年
同
様C

om
m

entScreen

と
い
うZ

oom

を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
の
共
有
画
面
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
コ
メ
ン
ト
を

流
せ
る
ツ
ー
ル
を
用
い
て
学
生

が
質
疑
応
答
に
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
紹
介
は
、
臨
床
か
ら

　

令
和
６
年
２
月
１
日
に
、
ゐ

の
は
な
記
念
講
堂
とZ

oom

と

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
「
第

17
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

は
、
医
学
部
生
の
リ
サ
ー
チ
マ

イ
ン
ド
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
研
究
室
配
属
）

の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
る
と
と
も
に
、

例
年
医
学
研
究
院

の
基
礎
と
臨
床
の

教
室
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１
名
の
教
授
に

よ
る
研
究
室
紹
介
、

そ
し
て
特
別
講
演

な
ど
の
全
て
の
企

画
が
、
有
志
の
学

生
事
務
局
員
に
よ

り
企
画
・
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者

は
医
学
部
学
生
３

６
７
名
、
教
員
・

来
賓
等
18
名
で
、

果
を
有
す
る
新
規
化
合
物
の
作

用
機
序
の
解
明
」
に
つ
い
て
発

表
い
た
し
ま
し
た
。p53

は
が

ん
抑
制
タ
ン
パ
ク
質
で
、
細
胞

内
のD

N
A

損
傷
が
修
復
不
可

能
な
場
合
に
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を

誘
導
し
ま
す
。
ヒ
ト
の
が
ん
の

約
半
数
はp53
に
変
異
の
な
い

野
生
型p53

を
有
し
て
い
る
が

そ
の
機
能
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、p53
の

機
能
を
回
復
さ
せ
て
利
用
す
る

治
療
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
独
自
に
同

定
し
た
新
規
化
合
物
の
、
が
ん

細
胞
に
対
す
る
抗
増
殖
作
用

　

こ
の
度
、
第
17
回
Ｂ
Ｃ
Ｒ

Ｃ 

（B
asic and C

linical 
R

esearch C
onference

）
に

お
い
て
最
優
秀
賞
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
存
じ
ま

す
。
同
会
開
催
の
た
め
に
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
会
で
は
「p53

野
生
型
が

ん
細
胞
に
高
い
細
胞
死
誘
導
効

　

こ
の
度
、
第
17
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
（B

asic and C
linical 

R
esearch C

onference

）
に

て
、
最
優
秀
賞
を
賜
り
ま
し
て
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、

同
会
の
開
催
に
ご
尽
力
、
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
方
々
や
先
生
方
、
さ
ら

に
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
務
局
員
の
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
は
、

「C
ytotoxic C

D
4

＋ T
 cell

の
分
化
制
御
機
構
に
つ
い
て
」

と
い
う
演
題
を
発
表
い
た
し
ま

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
支
援

第
17
回

　

ち
ばBasic and Clinical R

esearch
  

Conference

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
理
事
（
総
務
担
当
）　

安　

西　

尚　

彦
（
平
2
）

第
17
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

　

医
学
部
４
年　

北　

島　

真　

綾

第
17
回
ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ　

 

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

　

医
学
部
５
年　

神　

津　

隆
之
介
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始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い

同
門
会
が
若
手
や
学
生
の
育
成

の
場
と
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て

次
世
代
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る

場
と
な
る
よ
う
育
て
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
千
葉
大
学
社
会
医
学
同
門
会

役
員
】

会
長
：
羽
田
明
（
熊
本
大
学
・

昭
和
53
）、
副
会
長
：
矢
島
鉄

也
（
昭
和
57
）、
杉
戸
一
寿

が
語
ら
い
ま
し
た
。

　

本
会
の
設
立
は
、
千
葉
大
学

か
ら
社
会
医
学
の
発
展
に
対
し

て
大
き
な
一
歩
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
新
た
な
動
き
と
な
り
ま

す
。
様
々
な
背
景
を
持
つ
同
窓

生
が
会
し
、
社
会
医
学
に
関
す

る
知
識
と
経
験
、
そ
し
て
人
の

輪
を
醸
成
す
る
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

当
日
の
交
流
か
ら
研
究
・
教
育

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
複
数
動
き

も
の
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
バ

イ
オ
リ
ン
を
続
け
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
副

賞
と
し
て
、
今
年
11
月
29
日
夜
、

横
浜
み
な
と
み
ら
い
大
ホ
ー
ル

に
て
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
の
伴
奏
で
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
大
学

出
身
者
以
外
が
ソ
リ
ス
ト
に
選

ば
れ
る
の
は
コ
ン
ク
ー
ル
史
上

初
め
て
の
こ
と
と
の
こ
と
で
大

変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、
精

一
杯
練
習
し
て
頑
張
り
ま
す
。

皆
様
に
も
聴
き
に
来
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

　
（
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
横

浜
み
な
と
み
ら
い
大
ホ
ー
ル
の

チ
ケ
ッ
ト
を
ご
用
意
い
た
し
ま

すi nfo@
inohana.jp

）

か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

音
楽
と
向
き
合
う
時
間
が
幸
せ

に
感
じ
ら
れ
、
こ
の
先
も
音
楽

が
身
近
に
あ
る
生
活
を
送
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
演
奏
を
再
開
し
て
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
、
昨

年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
音
楽
祭
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
や
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
挑
み
ま
し
た
。

　

人
の
生
命
や
健
康
を
預
か
る

医
師
を
目
指
す
勉
学
は
大
変
厳

し
い
も
の
と
覚
悟
し
て
い
ま
し

た
が
、本
学
医
学
部
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
医
学
の
勉
学
に
と
ど

ま
ら
ず
、
人
生
を
豊
か
に
す
る

趣
味
な
ど
に
打
ち
込
む
機
会
を

も
与
え
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
、

本
学
に
入
学
で
き
た
幸
せ
を
改

め
て
か
み
し
め
て
い
ま
す
。
音

楽
は
医
師
と
し
て
の
職
業
や
人

生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
る

の
全
国
大
会
が
あ
り
、コ
ン
ク
ー

ル
と
医
療
実
習
と
を
両
立
で
き

る
か
不
安
で
し
た
が
、
望
外
の

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
先
生
方
や
学

務
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
指
導

の
賜
と
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
２
歳
よ
り
バ
イ
オ
リ
ン

を
始
め
ま
し
た
が
、
医
師
を
目

指
し
て
か
ら
お
休
み
し
て
お
り

ま
し
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
に
再
度

力
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
昨
年
２
月
に
本
学
管

弦
楽
団
と
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
バ
イ

オ
リ
ン
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
１
番
を
弾

ち
ば
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
て
研
究
発
表

さ
れ
て
い
る
先
輩
方
の
姿
を
見

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
発
表
が

で
き
、
名
誉
あ
る
賞
を
頂
け
て
、

光
栄
で
あ
り
ま
す
。
本
会
の
更

な
る
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
賞
受
賞
に
あ
た

り
、
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
平
原

潔
教
授
、
小
久
保
幸
太
先
生
、

新
見
理
恵
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
免
疫
発
生
学
の
先
生
方
、
耳

鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
腫
瘍
学
の

花
澤
豊
行
教
授
に
深
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
指
導
、
ご
協
力
の
も
と
、
本

研
究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
教
室
で
は
、
論
文
の

読
み
方
か
ら
実
験
手
法
や
デ
ー

タ
解
析
の
手
法
ま
で
様
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
研
究
活
動
に
励
み
、
将

来
的
に
は
研
究
室
の
先
生
方
の

よ
う
に
、
新
し
い
知
見
を
見
つ

け
、
新
規
治
療
に
結
び
つ
け
、

多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
研
究
者
に
な

れ
る
よ
う
に
、
日
々
努
力
を
重

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
研
究
に
興
味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
と
し
て
は
、
以
前
の

　

こ
の
度
は
寄
稿
の
機
会
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

で
第
25
回
日
本
演
奏
家
コ
ン

ク
ー
ル
の
弦
楽
器
部
門
に
て
第

１
位
お
よ
び
読
売
新
聞
社
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー

ル
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー

ル
と
い
わ
れ
て
お
り
、
私
が
参

加
し
た
部
門
は
音
楽
大
学
の
大

学
院
生
レ
ベ
ル
を
対
象
と
し
、

私
以
外
は
音
楽
大
学
院
在
学

者
、
音
楽
大
学
出
身
者
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
次
予
選
、

二
次
予
選
を
経
て
９
月
に
決
勝

千
葉
大
学
社
会
医
学
同
門
会
を

新
た
に
発
足
し
ま
し
た

吉
村
健
佑
（
平
19
）

尾
内
善
広
（
大
阪
大
・
平
６
）

　

令
和
６
年
１
月
６
日
、
千
葉

大
学
医
学
研
究
院
公
衆
衛
生
学

教
室
・
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
・

附
属
病
院
次
世
代
医
療
構
想
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
千
葉
大
学

社
会
医
学
同
門
会
の
設
立
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
は
社

会
医
学
の
発
展
に
貢
献
す
る

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
羽
田
明
先

生
（
熊
本
大
学
・
昭
53
年
）
を

中
心
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
千

葉
大
学
の
社
会
医
学
系
の
各
教

室
、
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
、
附

属
病
院
次
世
代
医
療
構
想
セ
ン

タ
ー
のO

B
O

G

や
、
国
・
自

治
体
で
公
衆
衛
生
政
策
に
携
わ

る
千
葉
大
学
の
関
係
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
当
日
は
新
し
く

な
っ
た
医
学
研
究
棟
や
附
属
病

院
の
見
学
を
実
施
し
、
そ
の
後

の
設
立
総
会
で
は
、
役
員
も
承

認
さ
れ
本
会
の
将
来
へ
の
道
筋

が
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
尾

内
善
広
教
授
（
大
阪
大
学
・
平

成
６
）
に
よ
る
特
別
講
演
「
遺

伝
学
研
究
に
よ
る
川
崎
病
へ
の

挑
戦
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

M
O

K
U

で
の
懇
親
会
で
は
世

代
や
立
場
を
越
え
て
多
く
の
方

会 員 よ り ゐ の は な 同 窓 会 報

第
25
回
日
本
演
奏
家
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
１
位
（
弦
楽
器
部
門
）

　

読
売
新
聞
社
賞　

受
賞

佐　

脇　

怜
緒
奈
（
医
6
）

写真　１月６日同門会設立総会
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（
平
成
元
）、
幹
事
：
尾
内
善
広

（
大
阪
大
・
平
成
６
）、
近
藤

克
則
（
昭
和
58
）、
吉
村
健
佑

（
平
成
19
）、
田
中
良
明
（
平
成

３
）、
寺
谷
俊
康
（
平
成
16
）、

監
事
：
林
謙
治
（
昭
和
46
）

【
令
和
６
年
度
例
会
開
催
の
お

知
ら
せ
】

　

令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

午
後
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
に

て
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
入

会
希
望
者
・
例
会
へ
の
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
﹇
メ
ー
ル
：

cu.socm
ed@

gm
ail.com

    

電
話
：043 -226 -2069

﹈
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

タッチパネル

か
っ
た
が
、
今
迄
の
日
米
合
同

慰
霊
祭
に
棘
々
し
い
雰
囲
気

は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
個
人
の

意
思
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
大
き
な
力
の
下
で
、
祖
国

を
守
る
と
い
う
同
じ
目
的
の

た
め
に
命
を
懸
け
た
者
同
士

は
戦
友
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

時
の
流
れ
の
中
で
互
い
の
憎
し

み
が
敬
意
に
変
わ
っ
て
も
不

思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。

め
た
西
泰
徳
の
母
親
（
西
竹
一

の
妻
）
は
私
の
母
の
姉
だ
。
硫

黄
島
に
出
発
す
る
と
き
見
送
り

に
行
っ
た
私
の
手
に
西
は
一
枚

の
メ
ダ
ル
を
握
ら
せ
、「
も
し

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ

を
私
だ
と
思
っ
て
持
っ
て
い
な

さ
い
」
と
言
っ
た
。
私
は
今
で

も
そ
れ
を
大
切
に
持
っ
て
い
る
。

　

西
泰
徳
は
既
に
故
人
と
な
り
、

西
竹
一
を
直
接
知
っ
て
い
る
親

族
は
殆
ど
い
な
く
な
っ
た
現
在
、

次
回
の
日
米
合
同
慰
霊
祭
に
硫

黄
島
に
行
っ
て
み
よ
う
か
と
い

う
気
が
起
き
た
と
い
う
の
が
そ

の
理
由
だ
。
硫
黄
島
協
会
の
事

務
局
長
の
八
巻
功
と
い
う
人
に

電
話
を
し
て
み
た
。
こ
の
人
の

両
親
は
昭
和
19
年
に
結
婚
し
て

父
親
は
結
婚
生
活
３
か
月
で
戦

場
に
赴
き
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

父
が
硫
黄
島
に
行
っ
た
と
き
は

母
親
の
お
腹
の
中
で
、
戦
死
の

あ
と
に
誕
生
し
て
い
る
の
で
父

親
と
会
っ
た
こ
と
は
な
い
そ
う

だ
。

　

わ
ざ
わ
ざ
事
務
局
長
に
電
話

し
て
次
回
の
日
米
合
同
慰
霊
祭

が
い
つ
行
わ
れ
る
か
尋
ね
た
の

は
、「
そ
の
機
会
が
ま
た
あ
れ

ば
今
度
は
西
泰
徳
の
代
わ
り
に

私
が
参
加
し
た
い
」
と
伝
え
た

か
ら
だ
。

　

殺
し
合
っ
た
者
同
士
が
慰

霊
祭
の
場
で
肩
を
並
べ
ら
れ
る

も
の
か
私
に
は
想
像
が
で
き
な

ス
ト
の
数
は
多
く
な
っ
た
が
、

１
９
３
２
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
に
金
メ
ダ

ル
を
獲
っ
た
日
本
人
は
１
９
２

８
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
織
田
幹
雄
（
三

段
跳
び
）
と
鶴
田
義
行
（
２
０

０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
）
の
２
人

し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
金
メ
ダ

ル
の
重
み
は
現
在
と
は
比
較
に

な
ら
な
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
時
の
西
は
騎
兵

中
尉
だ
っ
た
が
、
近
代
戦
の
中

で
騎
兵
隊
は
戦
車
隊
に
編
成
替

え
と
な
り
西
は
戦
車
連
隊
長
に

な
っ
て
い
た
の
だ
。

　

日
本
軍
が
壊
滅
し
た
あ
と
、

米
軍
が
「
バ
ロ
ン
・
ニ
シ
、
出

て
き
な
さ
い
。
我
々
は
あ
な
た

を
丁
重
に
迎
え
る
」
と
ス
ピ
ー

カ
ー
で
呼
び
掛
け
た
と
い
う

《
伝
説
》
は
、
生
還
し
た
大
曲

覚
海
軍
中
尉
に
よ
っ
て
戦
後
に

語
ら
れ
、
今
と
な
っ
て
は
真
偽

の
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
い
ろ

い
ろ
な
所
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

昨
年
（
令
和
５
年
）
の
３
月

25
日
に
は
硫
黄
島
で
日
米
合
同

慰
霊
祭
が
開
か
れ
た
。
合
同
慰

霊
祭
は
今
ま
で
に
も
行
わ
れ
、

以
前
は
実
際
に
戦
っ
た
両
軍
の

兵
士
も
参
加
し
て
い
た
。

　

硫
黄
島
の
話
を
こ
こ
に
書
い

た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

バ
ロ
ン
西
の
遺
児
と
し
て
硫

黄
島
協
会
の
二
代
目
会
長
を
務

で
も
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
５
日
で
占
領
で
き

る
と
踏
ん
で
い
た
が
戦
闘
は
一

か
月
に
及
ん
で
、
日
本
軍
守
備

隊
は
ほ
ぼ
全
員
の
２
０
，０
０
０

人
が
戦
死
。
ア
メ
リ
カ
軍
も
６
，

８
０
０
人
の
戦
死
を
含
む
２
８
，

０
０
０
人
が
死
傷
し
て
い
る
。

こ
の
戦
闘
で
の
死
傷
者
数
は
米

軍
が
日
本
側
を
上
回
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
関
連
に
日
本

戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
委
員
会

と
い
う
一
般
社
団
法
人
が
あ
り
、

海
外
各
地
で
の
戦
死
者
の
遺
骨

収
拾
に
あ
た
っ
て
き
て
い
る
が
、

硫
黄
島
に
関
し
て
は
硫
黄
島

協
会
と
い
う
組
織
が
そ
の
役
を

担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
硫
黄
島
協
会
の
現
在
の

会
長
は
３
代
目
の
寺
本
鐵
朗
氏

だ
が
、
２
代
目
会
長
を
務
め
た

西
泰
徳
氏
は
戦
車
第
26
連
隊
の

連
隊
長
と
し
て
硫
黄
島
で
戦
死

し
た
西
竹
一
の
遺
児
だ
。
と
言

う
よ
り
、
１
９
３
２
年
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
馬

術
（
障
害
飛
越
競
技
）
で
優
勝

し
た
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
の

遺
児
と
言
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り

や
す
い
だ
ろ
う
。
西
竹
一
は
ア

メ
リ
カ
人
の
間
で
は
「
バ
ロ

ン
・
ニ
シ
」
の
呼
び
名
で
広
く

知
ら
れ
て
い
た
。《
バ
ロ
ン
》

は
英
語
で
《
男
爵
》、
西
は
男

爵
だ
っ
た
。

　

い
ま
は
日
本
人
の
金
メ
ダ
リ

ロ
の
航
続
距
離
を
持
つB

29

爆

撃
機
で
、
そ
れ
を
援
護
す
る
戦

闘
機
は
航
続
距
離
が
不
足
だ
っ

た
か
ら
護
衛
戦
闘
機
な
し
の
米

軍
の
爆
撃
機
は
１
０
，０
０
０

メ
ー
ト
ル
近
い
高
々
度
か
ら
の

爆
撃
し
か
で
き
ず
、
正
確
に
照

準
を
定
め
て
の
爆
撃
が
で
き
る

位
置
ま
で
高
度
を
下
げ
て
く
る

こ
と
は
躊
躇
っ
て
い
た
。
ま
た

被
弾
し
て
損
傷
を
受
け
た
機
は

サ
イ
パ
ン
ま
で
戻
れ
ず
途
中
の

海
に
落
ち
て
い
た
。
だ
か
ら
サ

イ
パ
ン
と
日
本
本
土
の
中
間
に

あ
り
、
飛
行
場
を
持
つ
硫
黄
島

は
小
さ
な
島
と
は
言
え
日
米
双

方
に
と
っ
て
宝
の
島
だ
っ
た
の

だ
。
も
し
硫
黄
島
が
米
軍
の
手

に
落
ち
れ
ば
日
本
は
制
空
権
を

奪
わ
れ
て
、
戦
闘
機
に
護
衛
さ

れ
た
爆
撃
機
は
爆
撃
に
集
中
で

き
る
。

　

昭
和
20
年
２
月
。
長
径
８
・

３
キ
ロ
、
島
の
全
周
22
キ
ロ
の

小
さ
な
島
の
上
の
２
万
人
余
り

の
日
本
軍
守
備
隊
と
上
陸
し
た

米
軍
海
兵
隊
７
万
人
と
の
死
闘

は
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
の
映
画
、「
父
親
た
ち
の
星
条

旗
」、「
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
」

　

硫
黄
島
近
海
で
海
底
火
山

の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
噴

煙
が
あ
が
り
、
昨
年
（
令
和

５
年
）
11
月
21
日
か
ら
12
月

７
日
ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い

た
硫
黄
島
の
第
３
回
戦
没
者

遺
骨
収
集
事
業
の
中
止
を
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
と
い

う
記
事
が
新
聞
に
出
た
。
そ

れ
を
読
み
な
が
ら
私
の
中
の

記
憶
が
80
年
前
に
巻
き
戻
さ

れ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
硫

黄
島
で
の
日
米
の
戦
闘
だ
。

　

昭
和
16
年
の
真
珠
湾
攻
撃

に
始
ま
り
、
開
戦
か
ら
し
ば

ら
く
は
連
戦
連
勝
の
ニ
ュ
ー
ス

に
酔
っ
て
い
た
日
本
だ
が
、
次

第
に
潮
目
が
変
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
19
年
７
月
に
サ
イ
パ
ン

島
の
守
備
隊
が
玉
砕
し
て
米

軍
の
占
領
下
に
な
り
、
日
本

本
土
は
爆
撃
機
の
到
達
距
離

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ま

で
、
本
土
の
日
本
人
に
と
っ

て
戦
場
は
全
て
外
地
だ
っ
た

が
遂
に
日
本
本
土
が
戦
場
に

な
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
往

復
で
き
る
の
は
６
，３
８
０
キ

著 書 紹 介ゐ の は な 同 窓 会 報

　

小
さ
な
島
の
話

 

都
み
や
こ　

川が
わ　

流
り
ゅ
う　

花か

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
昭
36
）

眼
科
教
室
同
窓
会

２
０
２
３
年　

第
60
号
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ま
で
の
診
療
や
医
事
相
談
を
基

に
（
本
書
を
）
書
き
下
ろ
し
ま

し
た
。
難
解
な
医
学
用
語
や
治

療
方
法
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
図
版
や
診
断
画
像
な

ど
を
随
所
に
織
り
込
み
、
外
傷

（
骨
折
）
医
療
と
損
害
保
険
を

架
橋
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
医
療
に
従
事
し
て
い
な

い
人
々
か
ら
の
疑
問
・
質
問
に

専
門
医
師
が
簡
潔
に
回
答
す
る

形
で
記
述
し
ま
し
た
。
本
書
を

用
い
る
こ
と
で
、
医
師
は
損
保

担
当
者
や
一
般
の
人
の
具
体
的

な
疑
問
を
解
決
で
き
、
損
保
担

当
者
、
弁
護
士
な
ど
一
般
の
人

は
損
害
保
険
の
補
償
・
賠
償
保

障
に
役
立
つ
外
傷
医
療
に
関
す

る
必
須
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
個
々
の

傷
害
ご
と
に
一
般
的
な
治
療
経

過
と
内
容
を
一
覧
で
図
示
し
た

「
治
療
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
を
収
録

し
、
傷
害
の
診
断
、
治
療
（
手

術
を
含
む
）、
リ
ハ
ビ
リ
、
予
後
、

合
併
症
に
至
る
治
療
の
プ
ロ
セ

ス
と
期
間
を
視
覚
的
に
把
握
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本
書
は
、

交
通
事
故
等
に
よ
る
外
傷
医
療

に
関
わ
る
医
師
や
医
療
従
事
者
、

損
保
担
当
者
、
弁
護
士
な
ど
に

と
っ
て
、
外
傷
（
骨
折
）
医
療

と
損
害
保
険
の
査
定
や
補
償
・

賠
償
実
務
に
活
用
で
き
る
必
携

書
。

や
他
の
こ
と
を
し
て
い
て
、
耳

が
空
い
て
い
る
時
間
は
平
均
１

日
８
時
間
に
の
ぼ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。）
に
注
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
私
自
身
、
こ
の

よ
う
な
情
報
発
信
方
法
の
勉
強

を
愉
し
ん
で
い
ま
す
。

小
象
の
会　

https://w
w

w
.

kozonokai.org

機
器
と
そ
の
ソ
フ
ト
を
使
い
こ

な
す
べ
き
だ
と
考
え
、
啓
発
に

つ
と
め
る
所
存
で
す
。

　

す
で
に
会
報
上
で
、Q

R

コ
ー

ド
か
ら
た
ど
るYouT

ube

動

画
や
そ
の
他
の
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。Q

R

コ
ー
ド
か
ら
、

篠
宮
正
樹
の
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
出

演
をPodcast

で
聴
け
ま
す
。

今
後
、
眼
を
使
わ
な
く
て
も
情

報
を
届
け
ら
れ
る
音
声
配
信

（
こ
れ
は
す
き
ま
時
間
に
、
な

が
ら
聴
き
が
で
き
る
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
移
動
中

を
包
み
隠
さ
ず
書
い
て
み
ま
し

た
。
シ
リ
ア
ス
な
話
も
あ
り
ま

す
し
、
ち
ょ
っ
と
笑
え
る
話
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
大
病
院
に
患

者
を
送
る
と
き
の
苦
労
に
つ
い

て
も
書
き
ま
し
た
。
開
業
医
が

何
を
考
え
て
い
る
か
、
よ
く
分

か
る
と
思
い
ま
す
。
同
窓
の
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

医
学
生
の
と
き
、
卒
業
試
験

で
落
第
点
を
く
ら
っ
て
整
形
外

科
の
守
屋
秀
繁
先
生
と
追
試
の

面
談
を
や
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

「
研
修
医
の
２
年
が
終
わ
っ
た

ら
、
一
つ
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
選

び
、
10
年
一
生
懸
命
や
れ
。
そ

う
す
れ
ば
必
ず
そ
の
道
で
名
前

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と

諭
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
、
大
学
時
代
も
開

業
医
に
な
っ
て
か
ら
も
、
10
年

を
過
ぎ
た
頃
か
ら
少
し
ず
つ
自

信
み
た
い
な
も
の
が
心
の
内
に

生
ま
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て

確
信
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
っ

き
り
言
え
ば
、
今
で
も
開
業
医

と
い
う
仕
事
に
慣
れ
ま
せ
ん
。

　

当
初
イ
メ
ー
ジ
し
た
ぼ
く
の

開
業
医
の
理
想
の
姿
は
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
で
す
。
え
、
手
術

の
名
人
？　

そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は
岬

の
突
端
の
崖
の
上
に
自
宅
を
構

え
、
そ
こ
が
診
療
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。
患
者
は
長
い
道
を
歩

い
て
行
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
邸
の
門
を
叩
く
の
で
す
。

　

ぼ
く
も
患
者
さ
ん
に
、
そ
ん

な
ふ
う
に
ぼ
く
を
頼
っ
て
は
る

ば
る
や
っ
て
来
て
ほ
し
か
っ
た

の
で
す
。
で
も
、
開
業
１
年
目

か
ら
ど
っ
と
患
者
が
押
し
寄
せ

て
き
ま
し
た
。
大
学
病
院
で
診

て
い
た
よ
う
な
難
し
い
患
者
は

ほ
と
ん
ど
来
ま
せ
ん
。
95
％
は
、

診
断
に
困
ら
な
い
患
者
で
す
。

そ
し
て
軽
症
の
患
者
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
は
苦

し
み
ま
し
た
。

　

で
も
、
軽
症
の
患
者
だ
か
ら

と
軽
く
診
療
は
せ
ず
に
、
患
者

家
族
が
何
を
求
め
、
何
を
心

配
し
て
い
る
か
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
た
ぶ

ん
、
開
業
１
年
目
の
ぼ
く
よ
り
、

19
年
目
の
ぼ
く
の
方
が
、
説
明

が
は
る
か
に
丁
寧
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
患
者
家
族
は
、

ぼ
く
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
り

ま
す
が
、
聞
く
の
は
ち
ょ
っ
と

怖
い
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

で
は
、
逆
に
ぼ
く
の
方
か
ら

開
業
医
が
何
を
考
え
て
い
る
の

か
説
明
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま

し
た
。
誰
に
と
っ
て
も
関
わ
り

合
い
の
あ
る
開
業
医
と
い
う
仕

事
の
内
容
は
、
あ
ん
が
い
知
ら

れ
て
い
な
い
は
ず
で
す
。

　

本
書
で
は
開
業
医
の
舞
台
裏

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
象
の
会　

 

こ
の
一
年
の
活
動

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
象
の
会
、
こ
の
一

年
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。
会

報
を
４
回
発
行
し
ま
し
た
。

36
号
（
23
年
５
月
）
歯
周
病

37
号
（
23
年
８
月
）
糖
尿
病
の

早
期
治
療
の
重
要
性
（
内
田
大

学
先
生
）

38
号
（
23
年
11
月
）
家
族
性
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
（
小
林

淳
二
先
生
）

39
号
（
23
年
12
月
）
脳
卒
中
予

防
（
小
林
英
一
先
生
）

　

２
０
２
４
年
１
月
に
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
『
老
い
の
片
道
切
符
』

（
写
真
に
表
紙
を
掲
載
）
を
発
刊

し
、
各
方
面
に
配
布
し
ま
し
た
。

老
い
に
対
し
て
医
学
的
な
見
地

か
ら
の
文
章
を
戴
き
、
さ
ら
に

小
象
の
会
会
員
の
老
い
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
ま
し
た
。「
歳

を
と
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま

し
た
。
高
齢
者
住
宅
で
の
講
話

を
文
章
化
し
た
実
況
中
継
冊
子

『
人
は
ど
う
し
た
ら
元
気
に
な
る

か
』
も
作
成
し
て
配
布
し
ま
し

た
。
と
も
に
皆
さ
ん
に
元
気
に

な
っ
て
戴
こ
う
と
い
う
意
図
で

す
。

　

２
０
２
４
年
３
月
30
日
に
４

年
ぶ
り
の
対
面
講
演
会
「
き
っ

か
づ
く
り
の
運
動
実
践
」
を
開

催
し
、
盛
会
裡
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
で

参
加
申
し
込
み
を
行
い
、
ズ
ー

ム
で
の
同
時
配
信
も
行
い
ま
し

た
。
後
日
、
講
演
の
模
様
を

YouTube

で
配
信
す
る
予
定
で

す
。
高
齢
者
こ
そ
様
々
な
情
報

　

交
通
事
故
賠
償
の
現
場
で
は

患
者
の
治
療
経
過
を
め
ぐ
り
、

医
師
と
損
保
担
当
者
の
間
で
見

解
の
対
立
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
医
師
の
説
明
が
専
門

的
、
難
解
で
あ
る
た
め
、
詳
し

い
医
学
的
知
識
を
持
ち
合
わ
せ

な
い
損
保
担
当
者
や
一
般
の
人

に
は
そ
の
内
容
が
分
か
り
に
く

い
こ
と
が
そ
の
要
因
で
す
。
本

書
は
、
交
通
事
故
に
お
い
て
出

現
頻
度
の
高
い
整
形
外
科
分
野

の
傷
害
に
つ
い
て
、
医
師
の
み

な
ら
ず
、
損
保
関
係
者
や
一
般

の
人
に
も
外
傷
（
と
く
に
骨
折
）

医
療
の
基
本
的
・
普
遍
的
な
知

識
を
提
供
し
、
正
確
で
標
準
的

な
治
療
が
理
解
で
き
、
し
か
も

一
問
一
答
の
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
平

易
に
解
説
し
た
医
療
ガ
イ
ド
で

す
。
著
者
は
東
京
女
子
医
科
大

学
整
形
外
科
前
主
任
教
授
で
長

年
教
育
・
研
究
・
臨
床
に
携
わ

り
、
い
ま
も
医
療
現
場
で
実
際

の
治
療
に
当
た
る
ほ
か
、
損
害

保
険
料
率
算
出
機
構
に
も
関
与

し
、
損
害
保
険
の
分
野
に
も
関

わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ

ゐ の は な 同 窓 会 報

同
窓
会
員
著
書
の
紹
介

松
永
正
訓
（
昭
62
）
著

『
開
業
医
の
正
体　

患
者
、
看
護
師
、

�

お
金
の
す
べ
て
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）

 

中
央
公
論
新
社　

定
価　

９
９
０
円
（
税
込
）

篠
宮
正
樹
（
昭
50
）
著

老
い
の
片
道
切
符

加
藤
義
治
（
昭
53
）
著

医
師
と
損
保
の
た
め
の
分
か
り
や
す
い

　

交
通
事
故
外
傷
ガ
イ
ド
Ｑ
＆
Ａ

　
　

─
整
形
外
科
編
─

 

保
険
毎
日
新
聞
社　

定
価
４
，１
８
０
円
（
税
込
）
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内
の
年
輩
の
女
性
も
用
い
た
と

い
う
。
同
じ
言
葉
で
も
時
代
が

変
わ
る
と
、
意
味
が
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
良
い
例

で
あ
ろ
う
。
前
述
の
「
拙
者
」

は
「
目
下
や
同
輩
に
対
し
た
時

に
用
い
る
謙
遜
語
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。「
お
い
ら
」
と
同
様

で
あ
る
が
、
漢
語
風
な
の
で
少

し
気
取
っ
た
使
い
方
な
の
だ
ろ

う
。

　

江
戸
っ
子
を
気
取
っ
た
幕
府

の
御
家
人
は
「
あ
っ
し
」
と
自

称
し
た
。
辞
書
に
は
「
わ
た
し

の
意
味
の
職
人
語
」
と
あ
る
。

武
士
や
商
人
は
何
代
江
戸
に
住

ん
で
も
「
江
戸
っ
子
」
と
は
言

わ
な
か
っ
た
。
そ
の
対
象
と
な
っ

た
の
は
職
人
で
あ
る
。
江
戸
風

俗
の
研
究
史
料
と
し
て
、
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
る
「
半
七
捕
物

帳
」
の
半
七
は
、
武
士
に
対
し

て
「
わ
た
く
し
」
を
使
っ
て
い

る
。
半
七
は
日
本
橋
の
木も

綿め
ん

店だ
な

の
通
い
番
頭
の
倅
で
あ
る
。
従
っ

て
職
人
の
階
層
で
は
な
い
。
半

七
は
岡
っ
引
の
親
分
で
は
あ
る

が
江
戸
っ
子
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
清
方
は
自
身
を
「
下
町
生

れ
の
下
町
育
ち
」
と
い
う
こ
と

を
し
き
り
に
強
調
し
て
い
る
が
、

「
江
戸
っ
子
」
と
は
称
し
て
い
な

い
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
絵
画
に
興

味
が
お
あ
り
の
方
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
て
下
さ

い
。
大
体
の
作
品
は
閲
覧
で
き

ま
す
。

は
禄
高
三
百
俵
御
役
金
八
百
両

を
拝
領
し
て
御
留
守
居
支
配
を

勤
め
た
。
も
う
一
つ
の
都
築
氏

は
姓
だ
け
で
名
は
欠
落
し
て
い

る
。
禄
高
四
百
俵
で
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
和
学
所
稽
古
人
世

話
心
得
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　

安
政
４
年
（
１
８
５
４
）
の

「
江
戸
切
絵
図
」
の
牛
込
の
図

で
、
月
桂
寺
門
前
に
道
路
を
挟

ん
で
都
築
兵
庫
と
都
築
平
右
エ

門
の
名
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の

姓
だ
け
で
名
が
欠
落
し
た
都
築

氏
が
こ
の
平
右
エ
門
で
あ
ろ
う
。

両
家
と
も
本
国
三
河
生
国
武
蔵

と
し
て
い
る
の
で
一
族
と
推
定
さ

れ
る
。
照
夫
人
の
実
家
は
こ
の

ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

時
代
劇
で
は
、
し
ば
し
ば
武

士
が
自
分
を
指
し
て
「
拙
者
」

と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
る
。

旗
本
で
あ
っ
た
照
夫
人
の
父
親

は
、
自
宅
で
目
下
の
前
で
は
「
お

い
ら
」、
目
上
に
は
「
わ
た
く
し
」

を
使
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

公
の
文
書
で
は
「
私
わ
た
く
し」
で
あ
る
。

江
戸
語
の
字
書
に
よ
る
と
、「
私
」

は
「
自
分
を
丁
寧
に
い
う
場
合

に
用
い
る
」
と
あ
る
。
現
代
の
国

語
辞
典
に
は
「
表
現
主
体
が
自

分
自
身
を
さ
し
て
い
う
語
」
と

あ
り
、
丁
寧
と
い
う
意
味
は
込

め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

同
様
に
「
お
い
ら
（
俺
等
）」

は
「
俺
の
複
数
」
と
あ
る
が
、

都
築
氏
の
「
お
い
ら
」
の
用
法

は
明
ら
か
に
一
人
称
単
数
で
あ

る
。「
お
い
ら
」
は
都
築
氏
の
家

数
点
描
い
て
い
る
。
こ
の
「
立

美
人
図
」
は
懐
月
堂
安
度
・
英

一
蝶
（
１
６
５
２

－１
７
２
４
）・

宮
川
長
春
（
１
６
８
２

－

１
７

５
２
）
ら
の
浮
世
絵
の
一
派
を

な
し
た
著
明
な
絵
師
た
ち
が
描

い
て
い
る
。「
立
美
人
図
」
は
浮

世
絵
の
美
人
画
の
テ
ー
マ
の
一

つ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
「
築
地
明
石
町
」
は
、

「
立
美
人
図
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

日
本
画
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

　

鏑
木
照　

16
歳
で
清
方
に
嫁

い
だ
照
夫
人
（
１
８
８
６

－
１

９
７
６
）
も
、「
紫
泉
」「
小
琴
」

な
ど
の
雅
号
で
日
本
画
を
描
い

て
い
る
。「
つ
み
草
」「
枕
獅
子
」

「
歌
妓
」「
雪
姫
」「
さ
さ
蟹
」
な

ど
の
作
品
が
あ
る
。
義
兄
の
都つ

築づ
き

真し
ん

琴き
ん

は
、
烏
合
会
と
い
う
若

い
画
家
の
集
ま
り
で
清
方
と
同

人
で
あ
っ
た
。
照
夫
人
の
父
親

は
都
築
と
い
う
旧
幕
府
の
旗
本

で
実
家
が
あ
っ
た
の
は
牛
込（
現

新
宿
区
）
で
あ
る
。

　
「
多
聞
櫓
文
書
」
に
収
載
さ

れ
て
い
る
、
幕
臣
の
履
歴
書
で

あ
る
「
明
細
短
冊
」「
由
緒
書
」

に
よ
る
と
、
牛
込
に
屋
敷
を
拝

領
し
て
い
た
旗
本
に
相
当
す
る

都
築
氏
は
２
家
あ
る
。
ど
ち
ら

も
屋
敷
の
所
在
地
は
月
桂
寺
前

仲
の
町
で
あ
る
。
履
歴
に
よ
る

と
一
つ
目
の
当
主
は
都
築
鐐
太

郎
と
い
っ
て
小
姓
組
に
番
入
り

し
、
後
に
歩
兵
頭
並
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
同
居
し
て
い
る
父
兵
庫

た
文
化
の
一
つ
で
あ
る
と
解
説

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
風
俗
と
は
、

そ
の
時
代
地
域
を
特
徴
付
け
る

衣
食
住
な
ど
の
生
活
を
表
す
言

葉
で
、
飲
み
屋
な
ど
の
歓
楽
的

遊
興
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
清
方
は
「
生
活
美
術
」
と

い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ

れ
が
浮
世
絵
の
風
俗
に
あ
た
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
和
絵
の
風
俗
画
か
ら
浮

世
絵
を
大
成
さ
せ
た
と
さ
れ
る

の
が
、
安
房
国
保
田
（
現
安
房

郡
鋸
南
町
）
出
身
の
菱
川
師
宣

（
１
６
１
８

－

１
６
９
４
）
で
あ

る
。
師
宣
の
代
表
作
に
「
見
返

り
美
人
」
が
あ
る
。
千
六
百
年

代
後
期
の
若
い
女
性
が
、
当
時

流
行
の
帯
の
締
め
方
（
吉
弥
結

び
）
と
髪
形
を
し
て
歩
い
て
い

る
所
を
後
ろ
か
ら
呼
び
か
け
ら

れ
た
姿
を
表
し
た
図
で
あ
る
。

　
「
見
返
り
美
人
」
が
後
姿
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し

て
、「
築
地
明
石
町
」
は
前
方
か

ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
筆
者

は
清
方
が
「
見
返
り
美
人
」
を

雛
形
と
し
て
、「
築
地
明
石
町
」

を
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
た
。
し
か
し
師
宣
は
前

方
か
ら
描
い
た
美
人
図
を
「
立

（
ち
）
美
人
図
」
と
い
う
表
題
で

　

国
語
辞
典
を
ひ
く
と
、「
残

影
」
と
は
夕
ば
え
・
夕
焼
け
・

名
残
り
と
あ
り
、「
残
照
」
と
は

夕
日
が
沈
ん
だ
あ
と
、
し
ば
ら

く
空
の
一
部
や
山
の
頂
な
ど
に

照
り
は
え
て
残
っ
て
い
る
日
の

光
と
あ
る
。
日
没
に
関
す
る
時

間
経
過
の
違
い
を
表
現
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

築
地
明
石
町
と
見
返
り
美
人   

鏑
木
清
方
の
代
表
作
の
一
つ
「
築

地
明
石
町
」
は
、
１
９
７
５
年

に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
展
示

公
開
さ
れ
て
以
降
行
方
が
判
ら

な
く
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
国
立
近
代
美
術

館
が
買
い
取
り
、「
美
人
画
三
部

作
」
の
他
の
二
作
品
「
新
富
町
」

「
浜
町
河
岸
」
と
共
に
、
２
０
１

９
年
44
年
振
り
に
公
開
展
示
し

た
。
２
０
１
３
年
に
千
葉
市
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
鏑
木
清

方
と
江
戸
の
風
情
」
で
は
、
当

然
こ
の
「
三
部
作
」
は
展
示
さ

れ
て
い
な
い
。「
築
地
明
石
町
」

の
下
絵
が
展
示
さ
れ
て
い
た
だ

け
で
あ
る
。

　

清
方
は
浮
世
絵
の
流
れ
を
汲

ん
で
い
る
。
浮
世
絵
と
は
一
般

庶
民
の
生
活
や
遊
女
・
役
者
を

題
材
と
し
た
風
俗
画
で
、
江
戸

時
代
に
町
人
の
間
か
ら
生
ま
れ

ゐ の は な 同 窓 会 報

雑
文
雑
談

清
方
残
影

　

石　

出　

猛　

史
（
昭
52
）

お
詫
び
と
訂
正

１
９
４
号

30
面

雑
文
雑
談

「
鏑
木
清
方
」

２
段
目
右
か
ら
１
行
目

押
絵
画
家　

↓　

挿
絵
画
家

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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令和６年度　千葉大学医師会　日本医師会認定産業医研修会
基礎（後期・実地）・生涯（更新・実地）開催のご案内

　標記研修会を下記の通り開催いたしますのでご参加下さいますようご案内申しあげます。

　本研修会は日本医師会認定産業医制度における認定産業医になるための研修及び更新を希望する医師の研修です。

１．主　　催：千葉大学医師会

２．日　　時：令和６年11月20日（水）18時～20時

３．場　　所：千葉大学医学部・医学系総合研究棟３階

　　　　　　　第１講義室

　　　　　　　千葉市中央区亥鼻１－８－１

　　　　　　　千葉大学亥鼻キャンパス内

　　　　　　　JR千葉駅東口　

　　　　　　　７番バス乗り場から京成バスを利用15分、

　　　　　　　「千葉大医学部・薬学部入口」下車　徒歩１分

　　　　　　　※ご来場の際は公共の交通機関をご利用願います。

４．定　　員：70名

５．受 講 料：千葉大学医師会員　無料、非会員：2,000円（当日、現金のみ）

６．申込方法：下記URLまたは二次元コードよりお申込みください。

　　　　　　　申込URL：https://forms.gle/hahv2UvStxbxyBqHA
　　　　　　　※その他，裏面の【FAX専用申込書】をご利用いただくか、

　　　　　　　　下記事務局までメール又はお電話にてご連絡ください。

７．申込期限：令和６年11月１日（金）　※定員に達しない場合は期日以降も受付いたします。

８．研修内容：基礎（後期１単位・実地１単位）又は生涯（更新１単位・実地１単位）　 申請中

　　※定員になり次第締め切ります。

　　※受講票は発行しませんが、申込み受付後、事務局よりメール等により受付連絡をいたします。

　　※受講シールは当日研修会終了後に手交いたします。

　申込・問合せ：千葉大学医師会　事務局

　　　　　　　　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１　千葉大学医学部・ゐのはな同窓会事務室内

　　　　　　　　Tel：043－202－3755　Fax：043－202－3757　e-mail：ishikai@c-med.org

　「最近の労働衛生行政について」「作業環境測定実習」
千葉大学大学院医学研究院　環境労働衛生学　教　授　諏訪園　　　靖
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　准教授　能　川　和　浩
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　助　教　渡　邉　由芙香

　　※生涯教育講座のCC：６．医療制度と法律　１単位、11．予防と保健　１単位が取得可能

医学系総合研究棟
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て
い
る
。

５
医
学
部
１
５
０
周
年
記
念（
胸

像
再
建
、
記
念
文
集
、
歴
史
年

表
）

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
資
料

に
基
づ
き
、
長
尾
精
一
胸
像
制

作
の
映
像
を
撮
影
し
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会H

P

に
公
開
す
る
案

が
説
明
さ
れ
た
。

　

吉
原
会
長
よ
り
記
念
文
集
原

稿
が
ほ
ぼ
揃
っ
た
た
め
、
今
後

は
冊
子
の
装
丁
、
発
行
部
数
に

つ
い
て
検
討
す
る
と
の
説
明
が

あ
り
、
平
成
10
年
卒
く
ら
い
ま

で
送
付
し
て
、
そ
の
後
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
て
配
布
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
文
集
最
終

ペ
ー
ジ
は
副
会
長
等
の
言
葉
で

結
ぶ
事
が
提
案
さ
れ
た
。

　

白
澤
浩
副
会
長
よ
り
歴
史
年

表
は
展
示
用
と
デ
ジ
タ
ル
画
像

の
２
種
類
作
成
し
て
い
る
事
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
つ
い

て
は
胸
像
あ
る
い
は
記
念
文
集

完
成
と
合
わ
せ
て
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

６D
V

D

寄
附
者
数
の
同
窓
会

報
掲
載
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
、
寄
附
を
募

る
際
に
名
前
の
掲
載
に
つ
い
て

の
承
諾
の
記
載
が
な
い
た
め
、

新
た
に
そ
の
確
認
を
取
る
事
は

難
し
い
事
が
説
明
さ
れ
た
。
寄

附
者
数
を
ゐ
の
は
な
同
窓
会
報

に
資
料
の
よ
う
な
年
代
別
の
形

式
で
掲
載
、
会
員
以
外
の
寄
附

者
数
も
加
え
て
掲
載
す
る
事
が

承
認
さ
れ
た
。

レ
ン
ス
・
丸
の
内
に
て
開
催
。

　

総
会
は
引
続
き
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
と
す
る
。
ゐ
の
は
な
同

窓
会
賞
功
労
賞
・
上
田
真
喜
子

氏
（
昭
50
）、
社
会
貢
献
賞
・
山

崎
章
郎
氏
（
昭
50
）
が
候
補
と

し
て
推
挙
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

講
演
者
に
つ
い
て
は
、
候
補
が

あ
れ
ば
事
務
局
に
連
絡
す
る
事

と
し
、
役
員
、
総
務
会
に
一
任

す
る
事
と
し
た
。

３
令
和
６
年
度
役
員
選
出
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
東
京
ゐ
の
は
な
会
赤
倉
功

一
郎
氏
（
昭
59
）
が
静
岡
に
異

動
さ
れ
静
岡
ゐ
の
は
な
会
の
理

事
に
就
任
を
依
頼
、
東
京
ゐ
の

は
な
会
に
は
新
た
な
理
事
の
推

薦
を
依
頼
し
て
い
る
事
が
報
告

さ
れ
、
会
務
分
担
に
つ
い
て
は

会
報
・
編
集
部
責
任
者
に
菱
木

知
郎
氏
（
平
５
）、
学
年
幹
事

に
令
和
６
年
卒
業
生
２
名
が
加

わ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
理
事
の

少
な
い
近
畿
ゐ
の
は
な
会
に
も

新
た
な
理
事
の
推
薦
を
依
頼
す

る
事
と
し
た
。

４
令
和
６
年
度
予
算
編
成

　

諏
訪
園
理
事
よ
り
資
料
に
基

づ
き
、
令
和
６
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
委

員
会
費
は
編
集
委
員
会
の
対
面

開
催
予
定
の
た
め
増
額
、
旅
費

は
胸
像
制
作
映
像
撮
影
の
た
め

増
額
。
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
費
と

し
て
胸
像
再
建
費
用
（
残
金
）、

プ
レ
ー
ト
制
作
費
、
記
念
文
集
、

歴
史
年
表
作
製
費
等
を
予
定
し

０
万
円
を
超
え
た
事
が
報
告
さ

れ
、
今
後
も
様
々
な
場
面
で
の

周
知
が
必
要
で
あ
り
、
情
報
発

信
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
事

が
述
べ
ら
れ
た
。

３
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
報
告

　

令
和
５
年
11
月
19
日
（
日
）

医
学
系
総
合
研
究
棟
３
Ｆ
第
１

講
義
室
に
て
開
催
さ
れ
、
卒
後

50
年
、
25
年
の
他
に
卒
後
60
年

の
参
加
希
望
も
あ
り
同
窓
会
役

員
合
わ
せ
て
67
名
の
出
席
者
が

あ
り
、
和
や
か
な
会
で
、
参
加

者
か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

令
和
６
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
昭
和
49
年
卒
、
平

成
11
年
卒
が
対
象
で
あ
る
。

４
教
授
就
任
資
料

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
に
掲
載

し
た
教
授
就
任
に
つ
い
て
、
昨

年
よ
り
１
年
分
ま
と
め
て
提
示

す
る
事
と
し
た
。

２
．
協
議
事
項

１
令
和
６
年
度
行
事
予
定

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
理
事
会
に
つ
い
て
年
１
回

は
対
面
で
の
開
催
を
予
定
し
た

た
め
、
４
月
の
理
事
会
を
総
会

開
催
会
場
と
同
じ
ト
ラ
ス
ト
シ

テ
ィ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
丸
の

内
に
て
開
催
す
る
事
が
説
明
さ

れ
た
。
他
の
予
定
に
つ
い
て
も

説
明
が
あ
り
、
行
事
予
定
が
承

認
さ
れ
た
。

２
令
和
６
年
度
総
会
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）

に
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ

は
継
続
し
て
お
り
、
３
年
毎
の

名
簿
作
成
に
よ
る
広
告
掲
載
料

が
あ
っ
た
こ
と
。
支
出
に
つ
い
て

は
、
総
会
費
は
会
場
と
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
し
、
ほ
ぼ
予
算
ど

お
り
で
あ
り
、
理
事
会
、
委
員

会
費
に
つ
い
て
はW

eb

会
議
の

た
めZ

oom
利
用
料
金
を
支
出

予
定
で
あ
る
こ
と
。
報
奨
金
（
謝

金
等
）
は
税
理
士
、
会
計
監
事
、

例
会
時
の
会
費
徴
収
に
対
す
る

教
室
お
礼
と
し
て
支
出
し
、
会

報
・
会
誌
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

予
算
ど
お
り
で
あ
り
、
図
書
館

助
成
金
は
年
度
末
の
支
出
と
な

る
こ
と
。
支
部
活
性
化
経
費
は

９
支
部
（
近
畿
、
東
京
、
中
京
、

茨
城
、
神
奈
川
、
静
岡
、
埼
玉
、

栃
木
、
大
学
）
に
支
援
し
、
同

窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経

費
は
「
千
葉
性
暴
力
被
害
支
援

セ
ン
タ
ー
ち
さ
と
」
法
人
会
員

費
、
卒
後
50
年
感
謝
状
、
卒
後

25
年
激
励
状
、
記
念
メ
ダ
ル
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
費

用
等
で
あ
る
こ
と
。
メ
モ
リ
ア

ル
事
業
で
は
、
旧
本
館D

V
D

振
込
用
紙
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
、
胸
像
製
作
手
付
金
を
支

出
し
た
こ
と
。
以
上
の
事
が
説

明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

２
医
学
部
旧
本
館D

V
D

寄
附
状
況

　

吉
原
会
長
か
ら
寄
附
者
が
１
，

３
４
０
名
以
上
、
金
額
が
６
９

日　

時
： 
令
和
６
年
２
月
22
日

（
木
）　

18
時
よ
り

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

中
村
眞
人
（
副
会
長
）

　

白
澤　

浩
（
副
会
長
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

赤
倉
功
一
郎　

安
西
尚
彦

　

石
川
詔
雄　
　

伊
藤
彰
一

　

井
上
賢
治　
　

黒
木
春
郎

　

齊
藤
光
江　
　

諏
訪
敏
一

　

諏
訪
園
靖　
　

髙
橋
宏
和

　

鶴
田
好
孝　
　

西
川
哲
男

　

林
田
和
也　
　

ピ
ア
ス
洋
子

　

星
野　

聡　
　

松
前
孝
幸

　

三
澤
園
子　
　

三
科
孝
夫

　

宮
本
恒
彦　
　

森
本
直
樹

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
座
長
と
な

り
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

１
予
算
執
行
状
況
（
中
間
報
告
）

　

諏
訪
園
靖
会
計
担
当
理
事
よ

り
資
料
に
基
づ
き
、
収
入
に
つ

い
て
は
、
会
費
は
現
時
点
で
昨

年
と
同
様
な
納
入
率
で
あ
る
こ

と
。
一
般
寄
附
金
と
し
て
故
福

田
康
一
郎
先
生
ご
遺
族
か
ら
、

服
部
孝
道
先
生
の
著
書
を
同
窓

会
経
由
で
販
売
し
た
代
金
の
寄

附
が
あ
り
、
特
別
寄
附
金
・
メ

モ
リ
ア
ル
事
業D

V
D

の
寄
附

日　

時
： 

令
和
６
年
４
月
24
日

（
水
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
丸

の
内　

Ｎ
棟
11
Ｆ

出
席
者
：

　

吉
原
俊
雄
（
会
長
）

　

栗
原
正
利
（
副
会
長
）

　

伊
藤
達
雄
（
参
与
）

　

吉
川
廣
和
（
参
与
）

　

幡
野
雅
彦
（
会
計
監
事
）

　

安
西
尚
彦　
　

石
川
詔
雄

　

甲
賀
か
を
り　

黒
木
春
郎

　

齊
藤
光
江　
　

鈴
木　

守

　

諏
訪
敏
一　
　

諏
訪
園
靖

　

髙
橋
宏
和　
　

田
邊
政
裕

　

星
野　

聡　
　

松
前
孝
幸

　

三
科
孝
夫　
　

横
須
賀
忠

　

北
野
愼
一
郎

 

（
令
和
６
年
新
理
事
）

委
任
状
：
18
名

 

（
敬
称
略
）

　

吉
原
俊
雄
会
長
が
座
長
と
な

り
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

１
医
学
部
旧
本
館D

V
D

寄
附
状
況

　

吉
原
俊
雄
会
長
よ
り
令
和
６

年
３
月
末
現
在
で
の
寄
附
者
、

寄
附
金
額
が
報
告
さ
れ
た
。
千

葉
日
報
、
東
京
新
聞
にD

V
D

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
事
が
述

べ
ら
れ
、
寄
附
状
況
に
つ
い
て

は
学
年
別
の
人
数
、
会
員
外
の

寄
附
者
人
数
を
会
報
に
掲
載
す

る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

１
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
神
奈
川
ゐ
の
は
な
会
、
東

京
ゐ
の
は
な
会
よ
り
推
薦
さ
れ

た
旨
の
説
明
が
あ
り
、
候
補
者

の
推
薦
基
準
を
満
た
し
て
い
る

と
し
て
２
名
を
名
誉
会
員
に
推

挙
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

２
令
和
５
年
度
決
算
報
告

１
決
算
報
告

　

諏
訪
園
靖
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
令
和
５
年
度
の
決
算
報

告
が
あ
り
、
収
入
に
つ
い
て
は

会
費
収
入
が
例
会
等
に
よ
る
納

入
が
少
な
く
昨
年
よ
り
減
少
、

事
業
収
入
は
例
年
ど
お
り
、
個

人
、
卒
後
50
周
年
基
金
、
メ
モ

リ
ア
ル
事
業
（D

V
D

）
の
寄

付
が
あ
り
、
会
報
関
連
の
寄
附

に
つ
い
て
は
来
年
度
に
納
入
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
は
名
簿
作
成
時
の
広
告
掲
載

料
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
。
支
出

に
つ
い
て
は
総
会
費
、
理
事
会

費
は
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
、
旅

費
は
胸
像
再
建
、
制
作
工
程
撮

影
の
た
め
高
岡
市
に
赴
い
た
こ

と
に
よ
る
支
出
で
あ
る
。
助
成

金
は
例
年
ど
お
り
、
支
部
活
性

化
事
業
費
は
10
支
部
（
近
畿
、

東
京
、
中
京
、
茨
城
、
神
奈
川
、

静
岡
、
埼
玉
、
栃
木
、
大
学
、

千
葉
）
に
支
援
し
、同
窓
サ
ポ
ー

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
５
年
度　

第
３
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

（Z
oom

利
用
に
よ
るW

eb

会
議
）　

令
和
６
年
度　

第
１
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋
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２
期
工
事
分
１
３
８
万
円
が
千

葉
大
学
基
金
よ
り
入
金
予
定
で

あ
り
、
記
念
文
集
作
成
に
充
当

す
る
。
支
出
は
総
会
費
、
委
員

会
費
は
増
額
、
旅
費
は
胸
像
作

製
ビ
デ
オ
撮
影
の
た
め
増
額
、

通
信
費
は
郵
便
料
金
値
上
げ
の

た
め
増
額
、
学
生
活
動
助
成
金

は
部
活
動
助
成
支
援
を
加
え
増

額
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

６
令
和
６
年
度
役
員

　

吉
原
会
長
よ
り
、
前
年
度
役

員
の
再
任
、
新
理
事
と
し
て
神

奈
川
ゐ
の
は
な
会
、
東
京
ゐ
の

は
な
会
か
ら
推
薦
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

７
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
規
定

　

吉
原
会
長
よ
り
、
規
定
に

「
申
請
な
き
場
合
は
総
務
会
・

理
事
会
に
て
候
補
者
を
決
定
す

（
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
）
に
３
０
０

万
円
積
み
立
て
た
こ
と
な
ど
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

②
監
査
報
告

　

幡
野
雅
彦
会
計
監
事
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
会
計
監
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
、
岩
倉
弘
毅
会
計
監

事
か
ら
も
適
正
で
あ
る
と
の
報

告
が
届
い
て
い
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

４
令
和
６
年
度
事
業
計
画

　

安
西
理
事
よ
り
令
和
５
年
度

と
ほ
ぼ
同
等
の
事
業
計
画
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。

５
令
和
６
年
度
予
算
案

　

諏
訪
園
理
事
よ
り
令
和
６
年

度
の
予
算
案
に
つ
い
て
、
収
入

は
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
る
が
、

１
３
５
周
年
記
念
事
業
基
金
第

３
令
和
５
年
度
決
算

①
決
算
報
告

　

諏
訪
園
靖
理
事
よ
り
、
収
入
、

事
業
収
入
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
例

年
通
り
、
寄
附
金
は
個
人
、
卒

後
50
周
年
基
金
、
メ
モ
リ
ア
ル

事
業
（D

V
D

）、
名
簿
作
成
時

の
広
告
掲
載
料
で
あ
り
、
支
出

は
総
会
費
、
理
事
会
費
で
例
年

通
り
、
旅
費
は
胸
像
再
建
の
た

め
高
岡
市
に
赴
い
た
た
め
で
あ

る
。
助
成
金
は
10
支
部
に
支
援
、

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開

催
経
費
等
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

はD
V

D

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

胸
像
作
製
手
付
金
等
を
支
出

し
た
。
同
窓
会
館
設
備
準
備
金

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て
医
学

部
・
附
属
病
院
と
の
共
催
の
提

案
が
あ
り
、
大
学
と
相
談
し
進

め
て
い
く
事
と
し
た
。

　

歴
史
年
表
に
つ
い
て
、
タ
イ

ト
ル
は
「
千
葉
医
学
歴
史
年
表
」

と
し
、
副
題
に
つ
い
て
は
「
諸

先
輩
の
撓
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
成
生

発
展
し
て
今
日
に
至
り
、
ま
た

今
後
に
及
ぶ
（
鈴
木
五
郎
）」
が

示
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
つ

い
て
はH

P

に
掲
載
を
予
定
し

て
い
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は

参
加
者
、
開
催
日
な
ど
今
後
、

検
討
す
る
事
と
し
た
。

　

記
念
文
集
に
つ
い
て
は
白
澤

浩
副
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
お
り
、
同
窓
会
員
以
外
か

ら
の
投
稿
も
あ
り
年
代
順
に
大

ま
か
な
章
立
て
を
し
て
印
刷
会

社
と
相
談
し
て
進
め
て
い
く
事

が
説
明
さ
れ
た
。

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
胸
像

再
建
に
つ
い
て
、
長
尾
精
一
先

生
の
略
歴
、
胸
像
が
高
村
光
雲

作
で
あ
る
こ
と
、
戦
時
中
、
金

属
回
収
令
に
よ
り
胸
像
が
供
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
85
周

年
時
に
台
座
の
レ
リ
ー
フ
を
作

成
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。
胸
像
作
成
の
工
程
写
真
、

そ
の
年
に
起
き
た
事
も
映
像
に

入
れ
る
た
め
能
登
半
島
地
震
被

害
の
様
子
も
映
像
に
残
し
て
い

る
事
が
説
明
さ
れ
た
。
碑
文
に

つ
い
て
は
総
務
会
に
て
承
認
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

め
増
額
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
費

は
胸
像
再
建
、
式
典
費
用
等
の

た
め
増
額
し
た
事
が
説
明
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

５
令
和
６
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
新
理
事
候
補
と
し
て
神
奈
川

ゐ
の
は
な
会
よ
り
北
野
愼
一
郎

氏
（
昭
50
）
が
推
薦
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。
新
理
事　

北
野
愼
一

郎
氏
か
ら
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

６
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結
果

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
候

補
者
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

功
労
賞
に
上
田
真
喜
子
氏
（
昭

50
）、
社
会
貢
献
賞
に
山
崎
章

郎
氏
（
昭
50
）
を
推
挙
す
る
こ

と
と
し
た
。

７
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
規
定
に

つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
規
定
に
「
申
請
な
き
場
合

は
総
務
会
・
理
事
会
に
て
候
補

者
を
決
定
す
る
事
が
で
き
る
」

を
加
え
る
事
が
承
認
さ
れ
た
。

８
総
会
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
か
ら
総
会
案
内
の

カ
ラ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
裏
面

に
地
図
入
り
）
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
紹
介
者
、
司
会
者
も

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
、

本
年
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

す
る
こ
と
、
講
演
者
は
池
田
啓

氏
、
奥
村
康
氏
に
依
頼
し
た
事

が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

９
医
学
部
１
５
０
周
年
記
念

　

田
邊
政
裕
理
事
よ
り
ホ
ー
ム

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
は
千
葉

性
暴
力
被
害
支
援
ち
さ
と
の
会

費
、
卒
後
50
年
記
念
メ
ダ
ル
や

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
経

費
な
ど
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
は

旧
本
館D

V
D

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
、
胸
像
作
成
の
手
付
金
な

ど
を
支
出
し
た
。
積
立
金
に
つ

い
て
は
同
窓
会
館
設
備
準
備
金

（
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
）
３
０
０
万

円
を
積
立
て
た
こ
と
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

２
監
査
報
告

　

幡
野
雅
彦
会
計
監
事
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
会
計
監
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
適
正
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
岩
倉
弘
毅
会
計

監
事
か
ら
も
報
告
が
届
い
て
い

る
事
が
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

３
令
和
５
年
度
事
業
計
画

　

安
西
尚
彦
理
事
よ
り
資
料
に

基
づ
き
、
令
和
５
年
度
と
ほ
ぼ

同
等
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

４
令
和
６
年
度
予
算
案

　

諏
訪
園
理
事
よ
り
資
料
に
基

づ
き
令
和
６
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
収
入
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で

あ
る
が
、
１
３
５
周
年
記
念
基

金
第
２
期
工
事
分
１
３
８
万
円

が
千
葉
大
学
基
金
室
よ
り
入
金

予
定
で
あ
り
、
記
念
文
集
作
成

に
支
出
す
る
。
支
出
に
つ
い
て

は
、
総
会
費
、
委
員
会
費
を
増

額
、
旅
費
は
胸
像
制
作
工
程
の

ビ
デ
オ
撮
影
の
た
め
増
額
、
通

信
費
は
郵
便
料
金
値
上
げ
の
た

日　

時
： 

令
和
６
年
６
月
８
日

（
土
）
14
時
30
分
よ

り

場
所
： 

ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
・
丸
の
内 

N

館
11
階

　
　
　

 

会
場
とW

eb

の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
開
催

出
席
者
： 

76
名
（
会
場
46
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
30
名
）

委
任
状
：
６
８
３
名

　

安
西
尚
彦
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
ま
ず
物
故
者

70
名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
吉
原

俊
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事

が
進
め
ら
れ
た
。

議
事

1
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

吉
原
会
長
よ
り
内
規
に
基
づ

き
推
挙
さ
れ
た
２
名
の
会
員
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。（
５
面
に
掲
載
）

２
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

①
庶
務
部
報
告

　

吉
原
会
長
よ
り
令
和
５
年
度

の
各
会
議
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

②
事
業
部
報
告

　

吉
原
会
長
よ
り
、
同
窓
会
賞

の
授
与
、
同
窓
会
報
の
発
行
、

同
窓
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

各
種
助
成
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
６
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨
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隆
司
千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研

究
院
長
・
医
学
部
長
と
大
鳥
精

司
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
よ
り
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
い
た
。

講
演

　

座
長
横
須
賀
忠
理
事
の
紹
介

で
「
自
己
免
疫
性
疾
患
の
脱
ス

テ
ロ
イ
ド
治
療
」
と
題
し
て
池

田
敬
氏
、
吉
原
会
長
の
紹
介
で

「
我
が
千
葉
大
学
」
と
題
し
て

奥
村
康
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

説
明
さ
れ
た
。
白
澤
浩
副
会
長

よ
り
記
念
文
集
の
作
成
状
況
に

つ
い
て
、
千
葉
医
学
歴
史
年
表

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
会
学
生
の

挨
拶
の
後
、
安
西
理
事
の
辞
に

よ
り
閉
会
さ
れ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
表
彰
式

　

吉
原
会
長
の
司
会
に
よ
り
、

栗
原
正
利
副
会
長
か
ら
社
会
貢

献
賞
受
賞
者
山
崎
章
郎
氏
に
つ

い
て
、
齊
藤
光
江
理
事
に
よ
り

功
労
賞
受
賞
者
上
田
真
喜
子
氏

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
吉
原
会

長
よ
り
表
彰
盾
と
副
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

特
別
顧
問
挨
拶
（
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
）

　

吉
原
会
長
の
紹
介
で
、
三
木

る
こ
と
が
で
き
る
」
を
加
え
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

８
医
学
部
１
５
０
周
年
記
念

　

栗
原
正
利
副
会
長
よ
り
胸
像

再
建
に
つ
い
て
、
長
尾
精
一
先

生
の
略
歴
、
胸
像
が
高
村
光
雲

作
で
あ
る
こ
と
、
戦
時
中
、
金

属
回
収
令
に
よ
り
胸
像
が
供
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
85
周

年
時
に
台
座
の
レ
リ
ー
フ
を
作

成
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ

た
。
胸
像
作
成
の
工
程
写
真
、

そ
の
年
に
起
き
た
事
も
映
像
に

入
れ
る
た
め
能
登
半
島
地
震
被

害
の
様
子
も
映
像
に
残
し
て
い

る
事
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
１
部

を
会
場
に
流
さ
れ
た
。
碑
文
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、
11
月
に

除
幕
式
を
予
定
し
て
い
る
事
が

ゐ の は な 同 窓 会 報

静岡ゐのはな会
令和６年度　総会のお知らせ

日時：令和６年８月３日（土）
　　　14：00～19：00
会場：ホテルグランヒルズ静岡
学術講演会：15：00より
座長：聖隷袋井市民病院　宮本　恒彦（昭54）
講師：日産厚生会　玉川病院医学研究所
　　　所長　気胸研究センター長
　　　　栗原　正利（昭54）
　演題１：「気胸とびまん性嚢胞性肺疾患
　　　　　　　　　　　　　 －最近の話題－」
　　　２：「ゐのはな同窓会役員は燃えている」

お
詫
び
と
訂
正

会
員
名
簿
２
０
２
４

 

（
令
和
６
年
）

１
４
０
頁

加
瀬
川　

均
（
昭
55
）

勤
務
先

正
：
国
際
医
療
福
祉
大
学
三

田
病
院　

心
臓
外
科

誤
：
赤
坂
虎
ノ
門
ク
リ
ニ
ッ

ク　

循
環
器
内
科

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令和６年度予算
収入の部 款　項　目 予算額（円）

会　費　等 18,600,000
事 業 収 入（註１） 7,300,000
他会計より受入 1,000
寄　付　金 1,631,000
基金より取崩し（註２） 6,000,000
雑　収　入 16,000
（当期収入計） 33,548,000
前年度繰越金受入 12,956,166

収入合計 46,504,166

支出の部 款項目（節） 予算額（円）
総　務　費（註３） 14,600,000
事　業　費（註４） 23,651,000
事 業 税 等 1,600,000
予　備　費 6,553,166
積　立　金 100,000
次期繰越金

支出合計 46,504,166

令和５年度決算報告
収入の部 款　項　目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）

会　費　等 18,800,000 17,124,156 －1,675,844
事 業 収 入（註１） 7,300,000 7,648,420 348,420
他会計より受入 1,000 254 －746
寄　付　金 250,000 1,994,100 1,744,100
基金より取崩し（註２） 5,000,000 1,902,822 －3,097,178
雑　収　入 16,000 859,664 843,664
前年度繰越金受入 13,626,514 13,626,514

収入合計 44,993,514 43,155,930 －1,837,584

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総　務　費（註３） 13,700,000 10,762,131 －2,937,869
事　業　費（註４） 21,270,000 14,765,733 －6,504,267
事 業 税 等 1,600,000 1,571,900 －28,100
予　備　費 8,323,514 0 －8,323,514
積　立　金 100,000 3,100,000 3,000,000
次期繰越金 12,956,166 12,956,166

支出合計 44,993,514 43,155,930 －1,837,584

註１～４：収入、支出の主要細目等
款　項　目 令和６年度予算 令和５年度予算

収入の部 （註1） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費　 7,300,000 7,300,000
（註2） 基金より取り崩し 同窓会基金よりメモリアル事業に充当　 6,000,000 5,000,000

支出の部 （註3） 総務費 会議費 4,500,000 4,000,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 3,100,000 2,700,000

（註4） 事業費 会報・会誌 5,700,000 5,700,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 750,000 750,000
　　　　　・国際交流支援 100,000 100,000
　　　　　・ちばBCRC支援 300,000 300,000
　　　　　・学生活動助成金 200,000 200,000
　　　　　・留学生交流支援費 100,000 0
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 4,100,000 4,100,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 1,800,000 1,800,000
　　　　　・IT関連事業費 500,000 500,000
メモリアル事業等 7,381,000 5,000,000
その他 590,000 670,000
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22
年 

　
　
　

1
名

　
　

23
年 

　
　
　

1
名

　
　

24
年 

　
　
　

5
名

　
　

25
年 

　
　
　

5
名

　
　

26
年 

　
　
　

6
名

　
　

28
年 

　
　
　

1
名

　
　

29
年 

　
　
　

8
名

平
成
30

－

31
年 

9
名

　
　

30
年 

　
　
　

3
名

　
　

31
年 

　
　
　

6
名

令
和
2

－

5
年 

　

20
名

　
　

2
年 

　
　
　
　

5
名

　
　

3
年 

　
　
　
　

5
名

　
　

4
年 

　
　
　
　

5
名

　
　

5
年 

　
　
　
　

5
名

各
研
究
領
域 

　

83
名

︻
一
般
︼（
会
員
外
） 

２
４
３
名

　

一
般 

　
　
　

１
０
９
名

　

学
生
家
族 

　

76
名

　

千
葉
大
学
職
員 

37
名

　

千
葉
大
学
関
係
者 

13
名

 
（
旧
職
員
、
卒
業
生
家
族
等
）

　

看
護
学
関
係
者 

　

6
名

　

医
師
会
職
員 

1
名

　

学
生 

　

1
名

D
V

D

寄
付
者
総
合
計

 

１
４
４
９
名

 

（
令
和
6
年
3
月
31
日
現
在
）

　
　

57
年 

　
　

25
名

　
　

58
年 

　
　

21
名

　
　

59
年 

　
　

36
名

昭
和
60

－

63
年 

93
名

　
　

60
年 

　
　

28
名

　
　

61
年 

　
　

25
名

　
　

62
年 

　
　

20
名

　
　

63
年 

　
　

20
名

平
成
元

－

9
年 

１
８
８
名

　
　

元
年 

　
　

30
名

　
　

2
年 

　
　

24
名

　
　

3
年 

　
　

19
名

　
　

4
年 

　
　

21
名

　
　

5
年 

　
　

21
名

　
　

6
年 

　
　

16
名

　
　

7
年 

　
　

16
名

　
　

8
年 
　
　

15
名

　
　

9
年 
　
　

26
名

平
成
10
年
代 

１
１
０
名

　
　

10
年 

　
　

21
名

　
　

11
年 

　
　

11
名

　
　

12
年 

　
　

8
名

　
　

13
年 

　
　

6
名

　
　

14
年 

　
　

15
名

　
　

15
年 

　
　

13
名

　
　

16
年 

　
　

10
名

　
　

17
年 

　
　

11
名

　
　

18
年 

　
　
　

8
名

　
　

19
年 

　
　
　

7
名

平
成
20
年
代 

43
名

　
　

20
年 

　
　
　

9
名

　
　

21
年 

　
　
　

7
名

︻
同
窓
会
員
︼ 　

１
１
０
６
名

昭
和
20
年
代 

13
名

昭
和
30
年
代 

76
名

　
　

30
年 

　
　

5
名

　
　

31
年 

　
　

1
名

　
　

32
年 

　
　

6
名

　
　

33
年 

　
　

4
名

　
　

34
年 

　
　

9
名

　
　

35
年 
　
　

13
名

　
　

36
年 
　
　

7
名

　
　

37
年 

　
　

11
名

　
　

38
年 

　
　

12
名

　
　

39
年 

　
　

8
名

昭
和
40
年
代 

２
１
５
名

　
　

40
年 

　
　

15
名

　
　

41
年 

　
　

16
名

　
　

42
年 

　
　

15
名

　
　

43
年 

　
　

25
名

　
　

44
年 

　
　

18
名

　
　

45
年 

　
　

17
名

　
　

46
年 

　
　

27
名

　
　

47
年 

　
　

24
名

　
　

48
年 

　
　

33
名

　
　

49
年 

　
　

25
名

昭
和
50
年
代 

２
５
６
名

　
　

50
年 

　
　

29
名

　
　

51
年 

　
　

22
名

　
　

52
年 

　
　

23
名

　
　

53
年 

　
　

27
名

　
　

54
年 

　
　

31
名

　
　

55
年 

　
　

23
名

　
　

56
年 

　
　

19
名

ゐ の は な 同 窓 会 報

DVD千葉大学医学部旧本館85年の記憶
ご寄付を賜り誠にありがとうございます。　
学年別等の寄付状況をお知らせいたします。

D
V

D

寄
付
状
況　

会
員　

学
年
別
、
一
般
（
会
員
外
）
等
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千葉医学100巻１号　2024年２月
千葉医学会奨励賞
　膠芽腫幹細胞に対する現行治療の有効性評価および
　　免疫学的治療ターゲットの検討 野口駿成　吉岡正揮
学　　会
　第1482回千葉医学会例会・総合安全衛生管理機構研究発表プログラム
　　（第11回桜美会）
　第1483回千葉医学会例会・第56回麻酔科例会第84回千葉麻酔懇話会
　第16回ちばBasic & Clinical Research Conference学生発表抄録
編集後記 安西尚彦
編集方針ならびに投稿規定
Chiba Medical Journal
Original Article
　Pes planovalgus associated with down syndrome, its symptoms, and the 
　　effect of brace therapy
 　Tatsuki Kobayashi, Hiroaki Tsuruoka, Kinatsu Fukushima 
 Atsushi Urata, Masayuki Someya, and Naohisa Kikuchi
Chiba Medical Society Award Review
　Paradigm change in treatments for ANCA-associated vasculitis
 　Shunsuke Furuta

千葉医学100巻２号　2024年４月
症　　例
　特発性食道破裂手術後に発生した難治性膿胸に対する大網充填術
　　－特発性食道破裂に対する開腹経食道裂孔手術の功罪－
 　田中　元
学　　会
　第1491回千葉医学会例会・臓器制御外科学教室談話会
　第1495回千葉医学会例会・第23回呼吸器内科例会
　　（第37回呼吸器内科同門会）
　第1496回千葉医学会例会・第41回脳神経内科学教室例会
編集後記 　山口　淳
第101回千葉医学会総会開催のご案内
Chiba Medical Journal
Original Short Communication
　A 7-year longitudinal survey of valproate prescription in women of childbearing 
　　age in Japan using a publicly available National Insurance Claims Database 
　　Japan
 　Ryuji Suzuka, Daisuke SatoTasuku Hashimoto, and Kensuke Yoshimura
Editorial Policy and Instructions for Authors
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ゐ
の
は
な
同
窓
会
報
第
１
９
５
号
を
ご
覧
い

た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
５
類
移
行
し
、
街
で
は
マ
ス
ク
を
し
て
い

る
人
も
大
分
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
号
で

は
、
千
葉
大
学
の
横
手
幸
太
郎
学
長
就
任
、
大
鳥

精
司
病
院
長
就
任
を
は
じ
め
、
大
き
な
人
事
が
動

き
、
ま
た
千
葉
大
学
、
他
大
学
の
教
授
就
任
や
千

葉
県
内
を
中
心
と
す
る
中
核
病
院
の
病
院
長
就
任

な
ど
、
改
め
て
千
葉
大
学
医
学
部
の
力
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
58
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
第
二
外
科
（
現
先
端
応
用
外
科
学
）
に
入
局

し
、
千
葉
社
会
保
険
病
院
、
県
立
佐
原
病
院
、
国

立
佐
倉
病
院
、
国
立
病
院
機
構
千
葉
東
病
院
な

ど
、
千
葉
県
内
の
病
院
に
消
化
器
外
科
医
、
移
植

外
科
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
こ
の

会
報
を
見
る
こ
と
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
２
年
よ
り
千
葉
県
を
離
れ
、
愛

知
県
の
藤
田
医
科
大
学
病
院
に
異
動
し
て
初
め

て
、
こ
の
会
報
全
部
に
目
を
通
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
ち
ら
の
生
活
が
12
年
を
超
え
ま
し
た

が
、
や
は
り
千
葉
大
学
は
私
の
実
家
で
あ
り
、
会

報
は
実
家
か
ら
の
手
紙
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
千

葉
県
を
離
れ
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
諸
先
生
方
も

同
じ
気
持
ち
な
の
で
は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま

す
。
特
に
、
千
葉
大
学
時
代
の
同
級
生
、
第
二
外

科
の
同
僚
、
先
輩
、
後
輩
の
名
前
を
見
る
と
大
変

懐
か
し
く
思
っ
た
り
し
ま
す
。
本
号
で
も
、
同
級

生
の
大
野
博
司
君
が
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
こ
と

を
知
り
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
く
誇
り
に

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
お
く
や
み
の
欄
に
磯
野
可
一
教
授
の

名
前
が
あ
り
、
大
変
残
念
で
つ
ら
い
気
持
ち
で

す
。
磯
野
教
授
は
、
私
が
在
籍
し
た
第
二
外
科
の

教
授
と
し
て
長
く
お
世
話
に
な
り
、
私
の
教
授
就

任
に
際
し
て
も
本
当
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
告

別
式
に
列
席
し
、
最
後
の
感
謝
の
気
持
ち
を
捧

げ
、
焼
香
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
千
葉
大
学
医
学
部
同
窓
会
報

「
ゐ
の
は
な
」
が
皆
様
に
情
報
を
届
け
る
の
み
で

な
く
、
千
葉
大
学
医
学
部
の
今
を
映
す
媒
体
に
な

る
よ
う
、
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
尽
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

 

剣
持　

敬
（
昭
和
58
年
卒
）

ゐのはな同窓会費
口座振替ご利用の先生方へ

　同窓会会費納入に口座振替をご利用いただき厚
くお礼申し上げます。
　さて、令和６年度同窓会費5,000円をご指定口座
より７月22日に振り替えさせていただきます。
　今後とも同窓会活動にご理解ご協力をお願い申
し上げます。

── 会報195号編集委員 ──

諏訪園　靖（平６）編集委員長
杉田　克生（昭54） 　　　　　飯沼　克博（昭55）
白澤　　浩（昭57） 　　　　　剣持　　敬（昭58）
今野　　慎（昭62） 　　　　　小島　広成（平３）
宍戸　忠幸（山梨医大・平８）  大西俊一郎（平17）
 （敬称略）


